






　
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
」（
2
0
1
7

年
〜
現
在
）の
活
動
概
要
お
よ
び
、
そ
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
写
真
家　
井
上
隆
雄
の
視
座
を
継
ぐ　
―
仏
教
壁
画
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
芸
術
実
践
―
」

（
2
0
2
3
年
3
月
12
日
（
日
）　於  

国
立
民
族
学
博
物
館
）の
記
録
で
あ
る
。
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井上隆雄写真資料アーカイブ

１部第

科学研究費助成事業　新学術領域研究研究領域提案型『学術研究支援基盤形成』研究基盤リソース支援プログラム
『地域研究に関する学術写真・動画資料情報の統合と高度化』地域研究画像デジタルライブラリ（2016 〜 2021年度）

DiPLAS ＝※

X-DiPLAS ＝ 人間文化研究機構共創先導プロジェクト（共創促進研究）「学術地デジタルライブラリの構築」
国立民族学博物館拠点 (2022年度〜）

※

民博 / みんぱく＝ 国立民族学博物館※

京都市立芸術大学本学 / 京芸 / 京都芸大＝※

芸資研＝ 京都市立芸術大学芸術資源研究センター※

芸術資源研究センター重点プロジェクト
「美術関連資料のアーカイブ構築と活用 井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブの実践研究」

井上隆雄写真資料アーカイブ＝※

人物名の敬称は全て省略した。※

【凡例 】

第 2 部および特に表記のない写真は井上隆雄による撮影。※

正垣雅子編集および文責
正垣雅子と岡田真輝共同編集

pp.6-9　
pp.20-27
井上隆雄写真の掲載について以下のとおり。

写真選択および調整は正垣雅子が担当
写真選択および調整は久保友里奈が担当

pp.29-44　
その他　

編集および文責については以下のとおり。※

目次背景　　ミンヂャン付近の上空より、日光に輝くエーヤーワディー河（マンダレー・ミャンマー）
第 1 部　　　ヌワピャ寺院から見たバガンの寺院群（バガン・ミャンマー）
第 2 部　　　レーの街並み（レー・インド）
第 3 部　　　献火の油に映るシェー寺の釈迦牟尼坐像（ラダック・インド）
おわりに　　マンダレー王城跡（マンダレー・ミャンマー）

目次および各章扉に使用した写真は以下のとおり。※

pp.10-27 の写真は井上隆雄写真資料アーカイブ活動の記録写真。※

pp.106-115の写真は増田大輔、肥後時尚による撮影。※
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写真家
井上 隆雄

主
な
出
版
書
籍

　
1
9
4
0
年
、
滋
賀
県
大
津
市
生
ま
れ
。
京
都
市
立

芸
術
大
学
（
当
時
は
京
都
市
立
美
術
大
学
）
工
芸
科
塗

装
専
攻
を
卒
業
。
1
9
7
3
年
に
写
真
家
と
し
て
独

立
し
、
2
0
1
6
年
76
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
企
画
、

撮
影
取
材
、
作
品
発
表
、
出
版
、
執
筆
、
講
演
な
ど
精

力
的
に
活
動
し
た
京
都
を
代
表
す
る
写
真
家
の
一
人
で

あ
る
。

　
大
学
卒
業
後
に
早
川
電
機
（
現
S
H
A
R
P
）
に

就
職
、
中
高
生
の
頃
か
ら
始
め
た
カ
メ
ラ
の
腕
を
見
込

ま
れ
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
写
真
の
撮
影
を
担
当
す
る（
注

1
）。
当
時
の
日
本
社
会
は
高
度
成
長
時
代
、
い
わ
ゆ
る

企
業
戦
士
と
し
て
多
忙
で
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

た
が
、
身
体
へ
の
無
理
が
重
な
り
、
29
歳
で
結
核
に
罹

患
。
一
年
以
上
の
入
院
、
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
闘
病
経
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
写
真
家
と

し
て
生
き
る
覚
悟
が
定
ま
っ
た
と
後
に
振
り
返
っ
て
い

る
（
注
2
）。
退
職
後
す
ぐ
に
メ
ラ
ネ
シ
ア
へ
渡
航
、
続

い
て
ラ
ダ
ッ
ク
、
ビ
ル
マ
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
海
外
で
の

取
材
撮
影
を
実
施
、
雑
誌
や
新
聞
へ
の
カ
メ
ラ
ル
ポ
の

執
筆
、
写
真
作
品
の
発
表
を
行
っ
た
。
1
9
7
8
年

（
38
歳
）
に
『
パ
ガ
ン
の
仏
教
壁
画
』『
チ
ベ
ッ
ト
密
教

壁
画
』
を
出
版
し
、
当
時
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
現
地
の
美
術
や
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
、

大
き
な
反
響
を
得
た
。

　
40
歳
頃
、
茶
会
の
撮
影
依
頼
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

の
自
然
や
文
化
を
対
象
と
し
た
撮
影
が
多
く
な
る
。
そ

の
な
か
で
、
哲
学
者
・
梅
原
猛
か
ら
『
日
本
の
深
層　

縄
文
・
蝦
夷
文
化
を
探
る
』（
1
9
8
3
年 

佼
成
出
版

社
）
に
掲
載
す
る
写
真
撮
影
を
依
頼
さ
れ
、
一
年
半
に

わ
た
り
東
北
の
自
然
・
風
景
の
撮
影
取
材
へ
と
赴
き
、

梅
原
猛
の
思
想
や
世
界
観
を
写
真
で
表
現
し
た
。
そ
の

後
、京
都
を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
『
京
都
発
見
』

（
1
9
9
7
年

－

2
0
0
6
年 

新
潮
社
、
全
九
冊
）
の

写
真
を
担
当
す
る
な
ど
二
人
の
信
頼
と
協
働
は
生
涯
に

わ
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
親
鸞
聖
人
の
ゆ
か
り

の
地
を
、
季
節
を
変
え
て
三
度
巡
り
、
人
間
・
親
鸞
の

視
線
と
体
感
を
探
究
し
た
『
お
の
ず
か
ら 

し
か
ら
し

む
』『
光
り
の
く
に
へ
』
の
出
版
は
、
井
上
隆
雄
に
よ

る
親
鸞
研
究
と
言
え
る
。
日
本
の
自
然
の
撮
影
を
自
ら

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、
山
野
に
身
を
置
く
撮
影
取
材

の
経
験
か
ら
、
自
然
の
中
で
忘
我
の
境
地
を
得
る
「
自

然
法
爾
」
を
体
得
し
、「
自
然
（
じ
ね
ん
）」
と
い
う
思

想
に
至
っ
た
こ
と
を
、
執
筆
や
講
演
等
で
紹
介
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
茶
道
関
連
の
雑
誌
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
の
客
室
、
丸
久
小
山
園
（
日
本
茶

製
造
会
社
）
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
採
用
さ
れ
、
長
き
に
わ

た
り
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　
71
歳
の
時
に
、
大
病
を
患
っ
た
こ
と
か
ら
車
椅
子
生

活
に
な
り
、
以
前
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
難

し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
車
椅
子
か
ら
の
視
点
は
、
こ

れ
ま
で
見
え
て
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
と
い
う
気
づ

き
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
自
身
の
生
活
圏
内
で
あ

る
下
鴨
神
社
の
糺
の
森
に
、
東
北
の
自
然
に
通
じ
る
気

配
が
あ
る
と
い
う
驚
き
は
、
下
鴨
神
社
式
年
遷
宮
記
念

写
真
集
『
光
と
游
ぶ
』（
2
0
1
5
年 

賀
茂
御
祖
神
社
）

に
結
実
し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
写
真
集
と
な
る
。

　
写
真
家
と
し
て
独
立
し
て
以
降
、
精
力
的
な
活
動
は

各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
、
数
多
く
の
依
頼
に
応

え
な
が
ら
、
写
真
表
現
の
可
能
性
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
だ
。
井
上
隆
雄
を
知
る
人
は
、
自
身
の
感
性
に
響
い

た
事
象
に
対
し
て
、
直
ぐ
に
行
動
す
る
実
行
力
、
取
材

対
象
へ
の
真
摯
な
探
究
と
思
索
、
写
真
表
現
の
追
求
は

常
に
厳
格
で
あ
っ
た
と
語
る
。
井
上
隆
雄
は
写
真
を
、

カ
メ
ラ
を
手
段
と
し
た
自
身
の
表
現
と
考
え
て
い
た
よ

う
だ
。
常
に
感
性
を
重
視
し
、「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
撮

影
技
術
を
外
し
た
い
、
削
ぎ
落
と
し
た
い
。」
と
晩
年

に
語
っ
て
い
た
（
注
3
）。「〝
撮
る
〞
と
い
う
よ
り
は

〝
描
く
〞
感
覚
で
」（
注
4
）と
自
ら
の
撮
影
を
評
す
る
よ

う
に
、
芸
術
大
学
で
学
ん
だ
経
験
が
写
真
表
現
へ
の
考

え
方
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
逝
去
後
、
遺
さ
れ
た
膨
大
な
フ
ィ
ル
ム
の
画
像
の

数
々
は
、
井
上
隆
雄
の
視
線
が
捉
え
た
世
界
の
一
瞬
を

集
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
井
上
隆
雄
の
感
性
に
響
き
、

表
現
さ
れ
た
写
真
群
は
、
見
る
者
を
た
だ
ち
に
そ
の
空

間
へ
と
連
れ
て
い
く
温
度
、
光
、
音
、
香
り
を
伴
っ
て

い
る
。
井
上
隆
雄
が
何
を
見
つ
め
た
の
か
、
何
に
心
を

動
か
さ
れ
た
の
か
、
写
真
家
の
素
直
な
呟
き
は
、
カ
メ

ラ
を
相
棒
に
し
た
表
現
で
あ
り
、
研
究
で
あ
り
、
時
代

の
記
録
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
1

注
2

注
3 

注
4 「

79
新
春
に
踊
る
」サ
ン
ケ
イ
新
聞
京
都
版

（
1
9
7
9
年
1
月
4
日
記
事
）

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
こ
の
道
を
往
く
」

中
外
日
報「
人
生Jouna

l

」第
6
1
4
回

（
2
0
1
1
年
4
月
2
日
記
事
）な
ど

山
根
あ
ず
さ（
井
上
隆
雄
最
後
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）の
談

ご
遺
族
が
所
有
し
て
い
る
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
の
う
ち
、
第
13
回
京
都
美
術
文
化
賞
受
賞
に
際
し
て

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
（
新
聞
社
不
明
、
掲
載
時
期
は

2
0
0
0
年
5
月
か
）

『描き歌い伝えて 京都芸大今熊野・岡崎学舎』
1980年 5月（井上隆雄写真事務所）

『パガンの仏教壁画』
1978年 10月   （講談社）

『チベット密教壁画』（装丁/ 横尾忠則）
1978年11月 （駸々堂出版）

『世界の聖域 10 ビルマの仏塔』
1980年 9月  （講談社）

『おのずからしからしむ』
2012年 1月（東本願寺出版）

じ ね ん か ん
『すすき』
2013年 10月（自然館）
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井上隆雄
人物史
展示展示 出版出版

出版、展示の詳細は
119-120 ページ︎を
参照してください

受賞受賞

車椅子生活となり、以前のような
フィールドワークはできなくなる。

式年遷宮記念事業として、糺の森の撮影を 2005年に
下鴨神社から依頼をうけて撮影する。写真集制作出版
等全て奉納する。写真の半数以上は「車椅子からの
視点となった」と振り返る。

「出版による個展のつもりで」という
初めての写真集。自らを光光庵自然坊

（こうこうあんじねんぼう）と名乗る。
自然館は、井上自身の企画出版社。

2004年より真宗大谷派機関誌『真宗』の表紙に掲載する親鸞聖人の
足跡をテーマに約 5年の撮影取材を行う。親鸞聖人の足跡を季節毎に
3 度巡り、親鸞が歩いて目にしたであろう海山、山里の風景をとらえた。

白神山地、八甲田山の自然をテーマ
に何度も長期取材を行なった成果の
写真展シリーズ 1 回目。最新のインク
ジ︎ェットプリンターで 35mm フィル
ムを 2000倍に出力し展示。

『京都発見』全 9巻（2006年迄）は梅原猛と協働。

大学の後輩である辻喜代治の企画
で、井上隆雄撮影の京都の風景の
モノクロオリジ︎ナルプリント作品
600点がホテルグランヴィア京都
の客室に常設展示される。

丸久小山園のカレンダー写真を 2020年まで担当する。

京都市美での障害者施設の造形作品
の展示に感銘し、撮影にとりかかる。
滋賀県内の施設を撮影し、写真集出
版と展覧会「土にうたう」（於 京都
大丸）を開催する。

梅原猛「私は旅の道連れに井上さん
を選んだ。この澄んだ目をした写真
家は、必ず私が見落としている素晴
らしいものをみつけるに違いない。」
と写真撮影を依頼した理由を語る。

（『みちのく風土記』より）

壁 画 撮 影 について、「 当 時
は、 ビザが一週間しか発行
されず、撮影は時間との戦い
であった。多い時には年に 6
回訪れたことがある」と話す。

裏千家 15代家元 千玄室と
の共作多数。

茶に関わる始まりは、「芸術新潮」（383号1981年）の
特集「茶会」の撮影依頼から。

大正 15年以来の母校の校舎
移転に際し、当時の学長梅原
猛に記録写真撮影の企画を持
ちこみ実現した。

1975年に大野徹著『知られざるビルマ』
を読み壁画の存在を知る。大野徹に直接
電話をかけ自宅へ訪問。大野徹から多く
の教示を受けて渡航を繰り返す。故大野
徹は「本書は二人の合作と言える」と話
す。

鎖国状態であったラダック地域に
外国人が入域できるようになった
のは 1974年。井上隆雄は 1975年、
1977 年に渡航し撮影取材、『チベッ
ト密教壁画』の刊行に至る。

生死を彷徨った経験が
写真家として独立する
きっかけとなる。

宣伝部デザイン担当に配属
広告賞を複数回受賞。

中高生の頃から
カメラを始める。

1
9
4
0
年

0歳

1
9
5
9

19
1
9
6
0

20
1
9
6
5

25
1
9
6
9

29
1
9
7
3

33
1
9
7
7

37
1
9
7
8

38
1
9
8
0

40
1
9
8
2

42
1
9
8
3

43
1
9
8
4

44
1
9
8
5

45
1
9
8
9

49
1
9
9
0

50
1
9
9
1

51
1
9
9
7

57
1
9
9
9

59
2
0
0
0

60
2
0
0
2

62
2
0
0
4

64
2
0
0
5

65
2
0
0
6

66
2
0
0
8

68
2
0
0
9

69
2
0
1
1

71
2
0
1
２

72
2
0
1
３

73
2
0
1
5

75
2
0
1
6

76

7
月
21
日 

肺
炎
の
た
め
逝
去

『
賀
茂
御
祖
神
社（
下
鴨
神
社
） 「
糺
の
森
」
の
四
季  

光
と
游
ぶ 

』（
賀
茂
御
祖
神
社
）

『
す
す
き
の
気
色 「
美
し
き
無
常
」 

井
上
隆
雄
光
画
帖
』（
自
然
館
）

京
都
新
聞
大
賞　
文
化
学
術
賞
受
賞

『「
あ
る
事
実
」 

自
然
と
人
間
と
の
接
点
か
ら 

井
上
隆
雄
写
真
随
想
帖
』

（
自
然
館
）

井
上
隆
雄
光
画
展
「
群
生
海
」

於 

京
セ
ラ
コ
ン
タ
ッ
ク
ス
サ
ロ
ン
京
都

『
井
上
隆
雄
光
画
帖 

群
生
海
「
雪
の
景
」』（
自
然
館
）

解
離
性
大
動
脈
瘤
と
肺
炎
を
併
発
、40
日
間
意
識
不
明
と
な
る
。

『
写
真
紀
行 

お
の
ず
か
ら 

し
か
ら
し
む
』（
東
本
願
寺
出
版
）

『
天
然
色
光
画
帖 

す
す
き
』（
自
然
館
）

大
津
市
文
化
賞

茶
道
文
化
振
興
賞
（
裏
千
家
）

京
都
市
文
化
功
労
者

京
都
現
代
写
真
作
家
展　
優
秀
賞
（
京
都
府
）

第
20
回
京
都
府
文
化
賞
功
労
賞

個
展
「
幻
視　
森
へ
」
於 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
三
条

個
展
「
禅 M

edi tation

」

於 CAST IRON

 GALLERY

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

『
亰
逍
遥 

井
上
隆
雄
光
画
帖
』（
淡
交
社
）

『
壬
生
狂
言
の
魅
力 

梅
原
猛
の
京
都
遍
歴
』
文 

梅
原
猛
・
西
川
照
子　
写
真 

井
上
隆
雄

『
京
都
発
見
１ 

地
霊
鎮
魂
』（
新
潮
社
）
文 

梅
原
猛　
写
真 

井
上
隆
雄

個
展
「
壬
生
狂
言
」
於 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
三
条
・
壬
生
寺

日
本
写
真
学
会
賞　
東
陽
賞

京
都
美
術
文
化
賞
（
中
信
美
術
館
）

京
都
写
真
芸
術
家
協
会
展　
知
事
賞

7
月
21
日 

滋
賀
県
に
誕
生

滋
賀
県
立
膳
所
高
等
学
校
卒
業

京
都
市
立
美
術
大
学（
現 

京
都
市
立
芸
術
大
学
）

工
芸
科
塗
装
専
攻
入
学

同
大
学
同
科
卒
業

早
川
電
機
株
式
会
社（
現 

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
）入
社

結
核
を
患
い
、
一
年
一
ヶ
月
ほ
ど
闘
病
生
活
を
送
る

同
社
退
職
、
写
真
家
と
し
て
独
立

『
み
ど
り
の
一
盌
か
ら 

利
休
の
知
恵
』

文 

千
宗
室　
写
真 

井
上
隆
雄
（
講
談
社
）       

丸
久
小
山
園
の
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真 

開
始

『
土
に
咲
く 

美
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、障
害
者
施
設
か
ら
。』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

「
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト 

三
大
宗
教
壁
画
写
真
展
」

於 

京
都
大
丸　
主
催 

朝
日
新
聞
社　
後
援 

京
都
芸
大

『
パ
ガ
ン
の
仏
教
壁
画
』（
講
談
社
）文 

大
野
徹　
写
真 

井
上
隆
雄

『
チ
ベ
ッ
ト
密
教
壁
画
』（
駸
々
堂
出
版
）

京
都
市
芸
術
新
人
賞

『
現
代
の
茶
会
』（
新
潮
社
）

『
み
ち
の
く
風
土
記 

写
真
紀
行
』（
佼
成
出
版
社
）　

『
日
本
の
深
層 

縄
文
・
蝦
夷
文
化
を
探
る
』（
佼
成
出
版
社
）

文 

梅
原
猛　
写
真 

井
上
隆
雄

N
H
K 

E
テ
レ
日
曜
美
術
館
「
ア
ジ
ア
仏
教
遺
跡
の
旅
②
パ
ガ
ン
〜
祈
り
の
壁
画
」

出
演 

大
野
徹　
井
上
隆
雄

『
描
き
歌
い
伝
え
て 

京
都
芸
大
今
熊
野・岡
崎
学
舎
』（
井
上
隆
雄
写
真
事
務
所
）

「
京
都
芸
大
記
録
写
真
展　
描
き
歌
え
伝
え
て
」

於 

京
都
大
丸　
後
援 
京
都
芸
大

『
世
界
の
聖
域
10
ビ
ル
マ
の
仏
塔
』（
講
談
社
）

文 

大
野
徹　
写
真 

井
上
隆
雄

じ
ね
ん
か
ん

う
る
わ

『
光
り
の
く
に
へ 

親
鸞
聖
人
の
足
跡
を
訪
ね
て
』（
淡
交
社
）

滋
賀
県
文
化
賞

N
H
K 

E
テ
レ
「
こ
こ
ろ
の
時
代
〜
宗
教・人
生
〜
」出
演
『
自
然（
じ
ね
ん
）を
撮
る
』

あ
そ



11 10

正垣雅子

井上隆雄写真資料アーカイブ活動

　
故
人
が
遺
し
た
モ
ノ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

遺
族
が
悩
む
、
戸
惑
う
と
い
う
の
は
、
よ
く
聞
く

話
で
あ
る
。
2
0
1
6
年
、
井
上
隆
雄
逝
去
後
、

ア
ト
リ
エ
（
京
都
市
左
京
区
幡
枝
）
の
売
却
に
伴

い
、
遺
さ
れ
た
多
く
の
モ
ノ
を
ど
う
す
る
か
、
遺

族
か
ら
連
絡
を
受
け
た
ひ
ろ
い
の
ぶ
こ
（
京
芸
名

誉
教
授
）
が
、
石
原
友
明
（
京
芸
教
授
）
に
相
談

し
た
こ
と
が
、
京
芸
に
お
け
る
井
上
隆
雄
写
真
資

料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
発
端
で
あ
る
。
井
上
隆
雄
は
美

大
時
代（
注
1
） の
卒
業
生
で
、
今
熊
野
校
舎
か
ら

沓
掛
校
舎
へ
の
大
学
移
転
の
記
録
写
真
（
注
2
） を

撮
影
す
る
な
ど
、
本
学
と
の
関
わ
り
は
深
い
。
個

人
を
知
る
同
窓
生
た
ち
は
、
京
都
で
活
躍
し
た
写

真
家
の
仕
事
の
足
跡
が
、
一
括
廃
棄
と
な
る
状
況

を
回
避
し
た
い
と
い
う
想
い
は
強
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
想
い
は
人
を
動
か
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

写
真
家
・
井
上
隆
雄
の
活
動
に
関
わ
る
〝
一
切
の

モ
ノ
〞を
、本
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

芸
資
研
）
で
一
時
的
に
預
か
る
と
い
う
緊
急
避
難

的
な
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
し
て
、

〝
一
切
の
モ
ノ
〞
は
井
上
隆
雄
写
真
資
料
と
称
し
、

芸
術
資
源
と
し
て
研
究
す
る
と
と
も
に
様
々
に
活

用
す
る
と
い
う
趣
旨
を
ご
遺
族
に
賛
同
し
て
い
た

だ
き
、
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
本
学
卒
業
生
の
芸
術
家
に
関
す
る
資
料
を
ア
ー

カ
イ
ブ
す
る
と
い
う
活
動
は
、
既
に
芸
資
研
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
美
術
関
連
資
料
の
ア
ー
カ
イ

ブ
構
築
と
活
用　
森
村
泰
昌
ア
ー
カ
イ
ブ
」（
代

表 

加
須
屋
明
子
）（
注
3
） で
2
0
1
4
年
か
ら
取

り
組
ま
れ
て
い
た
。
井
上
隆
雄
の〝
一
切
の
モ
ノ
〞

の
整
理
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
組
み
入
れ
ら

れ
て
開
始
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
て
も
、

潤
沢
な
予
算
や
資
料
整
理
の
環
境
が
確
保
さ
れ
た

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
が
研
究
心
と

行
動
力
と
時
間
を
捻
出
し
て
行
う
と
い
う
の
が
実

態
で
あ
っ
た
が
、
京
都
市
の
協
力
で
旧
祟
仁
小
学

校
の
教
室
に
写
真
資
料
を
一
時
保
管
で
き
た
こ
と

や
、
整
理
作
業
の
協
力
者
が
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
を

支
え
た
。
井
上
隆
雄
の
〝
一
切
の
モ
ノ
〞
の
中
身

と
は
、
一
体
何
な
の
か
、
芸
術
資
源
と
し
て
何
に

活
用
で
き
る
の
か
、
不
安
定
で
不
透
明
な
状
況
で

は
あ
っ
た
が
、
と
も
か
く
、
手
を
動
か
す
こ
と
で

分
類
整
理
は
進
め
ら
れ
た
。

　
当
初
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
初
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
山
下
晃
平

の
文
章
（
本
書
16-

17
頁
）
に
詳
し
い
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
物
故
者
の
〝
一
切
の
モ
ノ
〞
の
全

容
を
、
他
人
が
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
容
易

い
こ
と
で
は
な
い
。
一
つ
一
つ
開
封
し
、
中
身

を
確
認
し
、
数
を
数
え
て
、
記
録
を
取
り
、
分
類

シ
ー
ル
を
貼
る
と
い
う
地
道
な
作
業
（
写
真
1
）

と
同
時
に
、
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
興
味
の
あ
る

人
や
協
力
者
を
募
る
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
成
（
写
真

2
）。
写
真
の
保
管
場
所
へ
案
内
し
た
り
、
資
料

展
を
開
催
す
る
な
ど
井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ

イ
ブ
の
広
報
活
動
に
尽
力
し
た
。

　
整
理
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、「
L
A
D
A

K
H
」
と
書
か
れ
た
仏
教
壁
画
の
写
真
フ
ィ
ル
ム

の
原
板
が
詰
ま
っ
た
箱
が
あ
っ
た
。
こ
の
箱
の
中

身
が
わ
か
る
人
を
探
し
て
い
る
中
で
、
私
に
声
が

か
か
り
、
2
0
1
8
年
1
月
26
日
に
旧
崇
仁
小

学
校
へ
訪
問
し
た
。
以
前
か
ら
イ
ン
ド
西
北
部
ラ

ダ
ッ
ク
地
方
の
壁
画
調
査
を
続
け
て
い
た
私
は
、

こ
の
資
料
に
接
す
る
こ
と
は
願
っ
た
り
叶
っ
た
り

だ
っ
た
し
、
学
生
時
代
に
恩
師 

宮
本
道
夫
（
京

芸
名
誉
教
授
）
か
ら
『
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
壁
画
』
の

撮
影
者
は
同
窓
生
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
親
近
感

を
抱
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
の

協
力
者
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
井
上
隆
雄

の
〝
一
切
の
モ
ノ
〞
の
う
ち
、
1
9
7
0
年
代

撮
影
の
ラ
ダ
ッ
ク
の
仏
教
壁
画
に
焦
点
を
当
て
た

フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
目
録
作
成
を
先
行
す

る
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た
。
仏

教
壁
画
を
対
象
に
す
る
こ
と
か
ら
加
須
屋
誠
（
仏

教
美
術
史
）
の
研
究
協
力
を
得
て
、
模
写
に
よ
る

表
現
研
究
を
芸
術
資
源
の
活
用
目
的
と
一
旦
定

め
、「
L
A
D
A
K
H
」
の
フ
ィ
ル
ム
原
板
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
目
録
作
成
を
山
下
晃
平
が
、
壁
画
写

真
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
元
に
し
た
模
写
制

作
を
私
が
担
当
し
、
活
動
の
成
果
を
文
化
財
保
存

修
復
学
会
や
資
料
展
で
発
表
し
た
。
そ
れ
に
並
行

し
、
山
下
晃
平
は
〝
一
切
の
モ
ノ
〞
の
目
録
を
完

成
さ
せ
た
（
写
真
3
）。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、〝
一
切
の
モ
ノ
〞

の
保
管
場
所
の
退
去
が
迫
り
、
畑
中
英
二
（
京
芸

教
授
）
が
京
都
市
と
協
議
し
、〝
一
切
の
モ
ノ
〞

の
新
た
な
保
管
場
所
と
し
て
京
都
市
内
の
廃
校
教

室
（
旧
淳
風
小
学
校
）
を
確
保
し
た
（
写
真
4
）。

ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
が
継
続
し
て
い
る
仏
教
壁
画
関

連
写
真
は
、
京
芸
総
合
芸
術
学
科
の
音
高
教
室
に

別
置
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
を
継
続
し
た
（
写
真

5
）。

　
2
0
2
1
年
4
月
に
、
私
は
山
下
晃
平
か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
継
い
だ
。
そ

の
際
、
仏
教
壁
画
に
関
す
る
共
同
研
究
者
の
末

森
薫
（
民
博
）
に
勧
め
ら
れ
、
民
博
が
研
究
支

援
を
行
っ
て
い
る
D
i
P
L
A
S（
注
4
） に
申

請
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
研
究
支
援
の

内
容
は
、
1
9
7
0
年
代
に
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
を
撮
影
取
材
し
た
書
籍
『
パ
ガ
ン
の
仏

教
壁
画
』『
ビ
ル
マ
の
仏
塔
』
に
関
す
る
フ
ィ
ル

ム
原
板
の
分
類
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化
、
こ
れ
ま
で

京
芸
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
ラ
ダ
ッ
ク
の
写
真
と
併

1

2
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せ
て
井
上
隆
雄
撮
影
の
仏
教
壁
画
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
を
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

D
i
P
L
A
S
の
支
援
を
受
け
、
フ
ィ
ル
ム
整

理
と
リ
ス
ト
化
、Slide Snap pro

（
注
5
） を
用
い

た
内
製
と
外
注
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ル
ム
原
板
は
吸
湿
性
の
あ
る
収

納
箱
に
再
整
理
さ
れ
、
並
行
し
て
目
録
も
作
成
さ

れ
た
。
D
i
P
L
A
S
の
支
援
は
写
真
の
整
理

と
管
理
を
導
い
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
写
真
は
、
民
博
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
、
多
く
の
人
と
の
情

報
共
有
が
容
易
に
な
る
シ
ス
テ
ム
に
格
納
さ
れ

た
。

　
こ
れ
ま
で
、
京
芸
で
行
っ
て
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ

作
業
の
な
か
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
た
の
は

ラ
ダ
ッ
ク
の
フ
ィ
ル
ム
の
み
で
あ
る
。
作
業
と
し

て
は
、
原
秩
序
の
保
存
に
留
意
し
つ
つ
、
分
類
整

理
の
基
準
を
整
備
し
た
後
、
フ
ィ
ル
ム
の
リ
ス
ト

作
成
を
始
め
た
。
フ
ィ
ル
ム
を
一
枚
一
枚
ラ
イ
ト

テ
ー
ブ
ル
で
確
認
し
、撮
影
対
象
を
同
定
し
た
後
、

フ
ィ
ル
ム
に
整
理
番
号
を
付
与
す
る
と
い
う
手
順

を
踏
ん
だ
。
こ
の
作
業
を
開
始
し
た
時
、〝
一
切

の
モ
ノ
〞
の
保
管
場
所
が
一
〜
二
年
後
に
は
使

え
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
フ
ィ

ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
は
活
用
を
見
越
し
て
優

先
順
位
を
つ
け
て
実
施
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
え

し
て
し
ま
え
ば
、後
に
デ
ー
タ
上
で
画
像
の
縦
横
、

裏
表
の
調
整
は
で
き
る
と
割
り
切
り
、
デ
ジ
タ
ル

化
枚
数
を
増
や
す
こ
と
に
注
力
し
た
。
研
究
環
境

の
不
安
が
作
業
精
度
を
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
点

は
否
め
な
い
が
、
写
真
画
像
の
保
全
に
最
善
を
尽

く
し
た
こ
と
は
断
言
で
き
る
。

　
一
方
、
D
i
P
L
A
S
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業

は
、
ま
ず
、
全
て
の
フ
ィ
ル
ム
に
網
羅
的
に
整
理

番
号
を
付
与
し
、
ス
ラ
イ
ド
マ
ウ
ン
ト
等
に
直
接

書
き
込
ま
れ
た
原
板
情
報
も
可
能
な
限
り
リ
ス
ト

へ
メ
モ
、
そ
の
後
デ
ジ
タ
ル
化
、
リ
ス
ト
完
成
と

い
う
順
序
で
あ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
写
真
は

民
博
の
サ
ー
バ
ー
に
保
存
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
付
与
す
る
情
報
は
、
写
真
を
見
な
が
ら
入
力
作

業
が
で
き
る
設
計
で
あ
り
、
写
真
の
拡
大
縮
小
や

操
作
が
ス
ム
ー
ズ
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
や

す
さ（
注
6
） に
感
激
し
た
。
D
i
P
L
A
S
の
研

究
支
援
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
内
作
業
で

は
難
し
か
っ
た
大
量
の
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
保
存
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
可

能
に
な
り
、
ラ
ダ
ッ
ク
お
よ
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
写

真
は
活
用
の
展
望
が
開
け
る
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、

仏
教
壁
画
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
に
声
を
か
け
、

井
上
隆
雄
写
真
を
軸
と
し
た
壁
画
研
究
を
開
始
し

た
。
京
芸
の
特
別
研
究
助
成
「
井
上
隆
雄
撮
影
の

仏
教
壁
画
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
よ
る
仏
教
美
術

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
を
得
て
、
ア
ー
カ

イ
ブ
作
業
の
継
続
と
壁
画
表
現
研
究
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　
一
連
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
な
か
で
、
保
管

場
所
を
確
保
で
き
た
こ
と
と
、
民
博
の
研
究
支
援

を
受
け
た
こ
と
に
加
え
て
幸
運
だ
っ
た
こ
と
が
二

点
あ
る
。
ま
ず
は
、
晩
年
の
井
上
隆
雄
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
勤
め
た
山
根
あ
ず
さ
が
、〝
一
切
の
モ

ノ
〞
の
管
理
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ご
遺
族
と
の
連
絡
等
に
加
え
、
外
部
か
ら
写
真
使

用
希
望
の
申
請
受
付
や
写
真
の
貸
出
作
業
等
、
山

下
晃
平
と
と
も
に
資
料
管
理
に
労
を
尽
く
し
て
く

れ
た
こ
と
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
。
次
に
、

2
0
1
8
年
6
月
か
ら
京
芸
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ

作
業
に
従
事
し
て
い
た
岡
田
真
輝
（
京
芸
大
学
院

修
了
生
）
が
、
2
0
2
1
年
度
に
民
博
の
研
究
支

援
を
受
け
て
か
ら
も
、
京
芸
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動

に
従
事
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
が
交
代
し
、
D
i
P
L
A
S
の
支

援
に
よ
り
ア
ー
カ
イ
ブ
対
象
は
ラ
ダ
ッ
ク
か
ら
ビ

ル
マ
撮
影
分
へ
移
行
し
た
が
、
岡
田
真
輝
は
学
内

に
保
管
し
た
ラ
ダ
ッ
ク
の
フ
ィ
ル
ム
原
板
の
管

理
作
業
と
、
学
内
お
よ
び
民
博
で
ビ
ル
マ
撮
影
写

真
の
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
（
写
真
6
）
に
参
加
し

た
。
こ
の
働
き
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
地
域
の
仏
教

壁
画
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
の
分
断
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
て
、
ビ
ル
マ
撮
影
分
に

散
見
す
る
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
現
象
に
対
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
画
像
の
色
調
補
正
に
取
り
組
み
（
注
7
） 、

D
i
P
L
A
S
に
は
前
例
の
な
い
デ
ジ
タ
ル
画

像
保
存
の
試
行
を
提
示
し
た
。

　
2
0
2
1
〜
2
0
2
2
年
度
に
行
っ
た
京
芸
と

民
博
D
i
P
L
A
S
が
協
働
し
た
一
連
の
ア
ー

カ
イ
ブ
活
動
を
報
告
す
る
た
め
、
2
0
2
3
年

３
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
写
真
家 

井
上
隆
雄
の

視
座
を
継
ぐ 

－

仏
教
壁
画
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
と
芸
術
実
践

－

」
を
民
博
で
開
催
し
た
。
こ
の

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
後
半
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講

演
発
表
記
録
集
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
第

3
章
以
降
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
展
示
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
当
日
の
み
の
設
営
で
、
井
上
隆
雄
使
用

の
カ
メ
ラ
や
取
材
ノ
ー
ト
と
出
版
書
籍
、
ア
ー

カ
イ
ブ
活
動
の
具
体
的
な
手
順
と
フ
ィ
ル
ム
整
理

後
の
状
態
と
井
上
隆
雄
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
上

映
、
芸
術
実
践
と
し
て
の
模
写
作
品
を
展
示
し
た

（
注
8
） 。
来
場
者
の
意
見
は
、
井
上
隆
雄
写
真
が

研
究
者
や
一
部
の
人
に
閉
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
誰
も
が
閲
覧
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
や
、
井
上
隆
雄
の
写
真
を

現
地
で
公
開
す
る
な
ど
ア
ー
カ
イ
ブ
の
成
果
の
還

元
に
つ
い
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
2
0
2
3
年
度
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
は
、

D
i
P
L
A
S
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公

開
を
目
的
と
し
た
整
備
を
進
め
、『
井
上
隆
雄
「
ラ

ダ
ッ
ク
・
ビ
ル
マ
仏
教
壁
画
」
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
』
と
し
て
2
0
2
4
年
春
に
一
般
公
開
す
る
。

ま
た
、「
写
真
家 

井
上
隆
雄
」
の
人
物
像
に
つ
い

て
の
調
査
を
開
始
し
た
。
京
芸
教
員
ら
の
研
究
活

動
や
当
時
創
設
さ
れ
た
探
検
部
と
井
上
隆
雄
が
近

し
い
こ
と
が
わ
か
り
、
1
9
7
0
年
代
に
海
外

へ
と
向
か
わ
せ
た
動
機
の
一
つ
に
、
そ
れ
ら
の
影

響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
と
推
察
す
る
。
京

芸
の
校
歴
に
関
わ
る
調
査
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、

興
味
深
い
。
ま
た
、
仏
教
壁
画
研
究
に
つ
い
て
は

「
11

－

13
世
紀
建
立
の
仏
教
壁
画
の
再
現
模
写
に

基
づ
く
寺
院
空
間
構
想
の
複
合
的
検
証
」（
科
研

費
助
成23H00592

)と
し
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
ラ
ダ
ッ
ク
お
よ
び
バ
ガ
ン
の
壁
画

を
起
点
と
し
、
広
域
的
か
つ
寺
院
空
間
を
考
察
し

た
壁
画
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
。

　
2
0
1
6
年
か
ら
始
ま
っ
た
井
上
隆
雄
写
真

資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
は
、
常
に
手
探
り
で

あ
っ
た
。
折
々
生
じ
る
問
題
に
、
誰
か
が
何
か
し

ら
の
対
応
を
し
、
写
真
資
料
を
延
命
し
て
き
た
。

こ
の
経
験
か
ら
、
人
が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で

ア
ー
カ
イ
ブ
は
育
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
る
。
そ

345
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の
活
動
中
に
井
上
隆
雄
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と
が

度
々
あ
っ
た
。例
え
ば
、𠮷
田
憲
司
民
博
館
長
が

井
上
隆
雄
と
関
わ
り
が
あ
っ
た（
注
9
） こ
と
や
、

民
博
で
の
研
究
会
の
際
に
、
隣
室
に
偶
然
居
合
わ

せ
た
吉
本
忍
民
博
名
誉
教
授
（
京
芸
出
身
）
が
井

上
隆
雄
と
旧
知
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
る
久
保
友
里
奈

（
デ
ザ
イ
ン
科
院
生
）
の
担
当
教
員
で
あ
る
辰
巳

明
久
（
京
芸
教
授
）
が
学
生
の
時
に
井
上
隆
雄
の

ア
ト
リ
エ
に
訪
れ
、
写
真
を
借
用
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
ま
る
で
、
井
上
隆
雄
が
こ

の
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
を
ど
こ
か
で
導
い
て
い
る
よ

う
な
気
配
が
あ
り
、
私
個
人
は
面
白
く
感
じ
て
い

る
。

　
最
後
に
、
芸
資
研
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
民

博
D
i
P
L
A
S
が
協
働
し
た
、「
井
上
隆
雄
写

真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
『
井
上
隆
雄
「
ラ
ダ
ッ

ク
・
ビ
ル
マ
仏
教
壁
画
」
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

は
、
井
上
隆
雄
の
〝
一
切
の
モ
ノ
〞
の
一
部
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
言
及
し
て
お
く
。〝
一
切
の
モ

ノ
〞
の
大
半
は
、
日
本
の
自
然
、
京
都
の
歳
時
記

の
撮
影
、
井
上
隆
雄
が
出
版
し
た
写
真
集
の
フ
ィ

ル
ム
原
板
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
井
上
隆
雄
の
仕
事

と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今

回
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
が
土
台
と
な
っ
て
、
そ

れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
原
板
が
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
井
上

隆
雄
の
写
真
資
料
は
一
括
廃
棄
の
お
そ
れ
が
あ
っ

た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
は
整
理

と
保
管
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
学
術
知
と

し
て
多
く
の
人
が
享
受
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
創
造
の
種
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
井
上
隆

雄
の
〝
一
切
の
モ
ノ
〞
は
「
同
窓
」
や
「
縁
者
」

と
い
っ
た
緩
や
か
な
連
帯
感
に
よ
っ
て
見
守
り
と

関
わ
り
が
継
続
し
た
と
い
え
る
。
写
真
の
魅
力
が

人
を
惹
き
つ
け
た
こ
と
は
紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ

る
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
関
わ
っ
た
人
々
の
地

道
な
努
力
と
責
任
感
が
、
こ
の
資
料
に
新
た
な
輝

き
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

京
都
市
立
美
術
大
学
（
1
9
5
0-

1
9
6
9
年
）

は
京
都
市
立
芸
術
大
学
（
1
9
6
9-

現
在
）
の
前

身
に
あ
た
る

「
描
き
歌
い
伝
え
て 

京
都
芸
大
今
熊
野
・
岡
崎
校
舎
」

井
上
隆
雄
写
真
事
務
所
刊
行
、
1
9
8
0
年

本
学
出
身
の
現
代
芸
術
家
・
森
村
泰
昌
に
関
す
る
文

献
資
料
（
O
氏
所
蔵
）
約
3
0
0
0
件
を
対
象
に
、

整
理
と
電
子
化
、
研
究
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
構
築

石
山
俊
報
告
(56-

63
頁
）
参
照

ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
ラ
イ
ド
マ
ウ
ン
ト
35
㎜
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
装
置
、
コ
ダ
ッ
ク
社
製

丸
川
雄
三
報
告
(64-

67
頁
）
参
照

岡
田
真
輝
報
告
(68-

73
頁
）
参
照

展
示
記
録
（
1
0
0-

1
0
5
頁
）
参
照

𠮷
田
憲
司
民
博
館
長
挨
拶
（
52-

53
頁
）
参
照

注
1

注
2

注
3 

注
4

注
5

注
6

注
7

注
8

注
9

1 フィルムの画像確認作業（旧祟仁小学校）
2 アーカイブ活動の広報パンフレット

3 井上隆雄写真資料目録
4 旧淳風小学校での写真資料保管の様子

5 京芸総合芸術学科の音高教室での作業
6 フィルム原板へのラベリング作業

6



17 16

山下晃平

アーカイブス・人・場
アーカイブ活動を振り返って

京都市立芸術大学ほか非常勤講師。博士（美術）。
京都市立芸術大学芸術資源研究センター客員研
究員、団体「日本美術オーラル・ヒストリー・アー
カイヴ」メンバー。専門は、近現代美術史及び
表象文化論研究。近年は、展覧会史や日本文化
論の視点から、美術展の構造と文化の基層構造
との関係について研究している。2017 年に『日
本国際美術展と戦後美術史  その変遷と「美術」
制度を読み解く』を創元社より刊行。

山下晃平（やました こうへい）
京都市立芸術大学美術学部非常勤講師

　
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
資
料
に
私
が
関
わ
っ
た

の
は
、
2
0
1
6
年
12
月
に
石
原
友
明
先
生
か

ら
ご
連
絡
を
頂
い
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
石
原

先
生
と
資
料
館
の
松
尾
芳
樹
先
生
が
井
上
隆
雄
さ

ん
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
私

も
一
緒
に
資
料
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の

時
は
ま
だ
井
上
隆
雄
さ
ん
に
つ
い
て
詳
し
く
は
存

じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
岩
倉
の
ア
ト
リ
エ
に

入
る
や
い
な
や
、
圧
倒
的
な
数
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム

の
箱
と
そ
の
丁
寧
な
分
類
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を

今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
全
員
で
一
通
り
写
真
資
料
を
見
て
回
っ
た
後

に
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
今
熊
野
学
舎
時
代
の

ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
き
を
は
じ
め
、
京
都
の
文

化
や
仏
教
美
術
関
連
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
確

認
し
、
こ
れ
ら
は
資
料
的
価
値
が
大
変
高
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
石
原
先
生
や
松
尾

先
生
も
こ
の
ま
ま
捨
て
る
こ
と
に
な
る
の
は
惜
し

い
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
京
都

市
立
芸
術
大
学
で
お
預
か
り
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
こ
の
時
に
、

今
で
も
多
大
な
助
言
を
頂
い
て
い
る
井
上
隆
雄
さ

ん
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
い
た
山
根
あ
ず
さ

さ
ん
に
も
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
そ
れ
か
ら
約
三
年
間
に
渡
り
、
石
原
先
生

と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
資
料
調
査
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
ア
ト
リ
エ
で
資
料

を
確
認
し
な
が
ら
、
全
体
像
を
把
握
し
、
ま
た
ア

ト
リ
エ
の
環
境
そ
の
も
の
も
重
要
な
の
で
記
録
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
始
め
に

は
、
絵
巻
な
ど
日
本
美
術
史
を
専
門
と
す
る
吉
田

卓
爾
さ
ん
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
二
人

で
井
上
隆
雄
さ
ん
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
や
作
品
、
著

書
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
私
自
身
は

近
現
代
美
術
が
専
門
で
し
た
が
、
卒
業
し
た
大
学

で
あ
る
京
都
市
立
芸
術
大
学
で
ア
ー
カ
イ
ブ
を
行

う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
感
じ
始
め
て
い
ま
し

た
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
ア
ト
リ
エ
が
す
ぐ
に
引
き
払

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
資
料
の
移
送
が

急
務
で
し
た
。
た
だ
実
際
に
は
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
に
は
保
管
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
と
の
こ

と
で
、
京
都
市
内
の
旧
崇
仁
小
学
校
に
ひ
と
ま
ず

保
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
岩
倉
か
ら
旧

崇
仁
小
学
校
ま
で
の
運
搬
は
、
京
都
芸
大
の
卒
業

生
た
ち
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以
後
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
大
勢
の
学
生
や
卒
業
生
に
手

伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
な
ん
と
か
活
動
を
乗
り

切
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
井
上
隆

雄
さ
ん
が
使
っ
て
い
た
重
厚
な
テ
ー
ブ
ル
を
運
ぶ

の
に
大
変
苦
労
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　　
旧
崇
仁
小
学
校
に
拠
点
を
置
い
て
か
ら
は
、
と

に
か
く
資
料
の
全
体
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
目
録
の
作
成
と
活
動
を
周
知
す
る
た
め
の
広
報

が
必
要
と
考
え
ま
し
た
が
、
こ
の
作
業
に
も
様
々

な
学
科
の
学
生
や
卒
業
生
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
芸
術
大
学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
卒
業
し
て

学
芸
員
を
し
て
い
る
人
や
研
究
・
分
析
を
得
意
と

す
る
人
、
デ
ザ
イ
ン
を
得
意
と
す
る
人
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
の
で
展
示
準
備
に
慣
れ
て
い
る
人
な

ど
、皆
が
各
自
の
個
性
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
立
芸

術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
刊
行
し
て
い

る
『
C
O
M
P
O
S
T
』
1
号
（
2
0
2
0
年
）

に
寄
稿
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
ア
ー
カ
イ
ブ
は

人
と
の
出
会
い
が
資
料
の
運
命
を
左
右
す
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
、
私
は
幸
運
な
メ
ン

バ
ー
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
そ
の
後
、

井
上
隆
雄
資
料
を
扱
う
広
報
物
の
作
成
、
ア
ー
カ

イ
ブ
研
究
会
そ
し
て
三
回
の
資
料
展
を
無
事
、
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
継
続
的
に
、
学
生
と
と
も
に
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル

ム
の
内
容
確
認
と
リ
ス
ト
化
、
ま
た
井
上
隆
雄

作
品
の
リ
ス
ト
化
と
保
存
状
態
の
整
理
を
進
め
、

2
0
1
9
年
11
月
に
総
合
目
録
が
完
成
し
た
こ

と
で
、
私
と
し
て
も
第
一
段
階
を
終
え
、
一
つ

の
役
割
を
果
た
し
た
と
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身

は
、井
上
隆
雄
さ
ん
の
個
人
的
な
撮
影
資
料
か
ら
、

1
9
7
0
年
の
第
10
回
日
本
国
際
美
術
展（
通
称
、

東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
の
京
都
市
美
術
館
で
の
展

示
風
景
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
資
料
展
の
記
憶
と
し
て
は
、
2
0
1
8
年
2

月
に
「
京
都
芸
大
「
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
」
井
上

隆
雄
写
真
展

－

も
う
一
つ
の『
描
き
歌
い
伝
え
て
』

－
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
自
然
と
は
ま

た
異
な
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写

真
資
料
を
フ
ァ
ン
の
方
が
感
慨
深
く
見
入
っ
て
い

た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
も
、

彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、
日
本
画
、
芸
術
学
の
学
生
や

卒
業
生
と
一
緒
に
展
示
準
備
を
行
い
、
限
ら
れ
た

予
算
と
旧
小
学
校
と
い
う
環
境
の
中
で
、
各
自
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
工
夫
の
あ
る
展
示
が

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
活
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
、
井
上
隆

雄
さ
ん
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
借
用
依
頼
が
出
版
社

や
研
究
者
か
ら
あ
り
、
や
は
り
井
上
隆
雄
さ
ん
の

写
真
の
質
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
井
上
隆
雄
さ
ん
の
高
い
感
性
と
撮

影
技
術
に
も
関
わ
り
ま
す
が
、
2
0
1
8
年
よ

り
本
冊
子
の
要
に
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ

ク
仏
教
壁
画
資
料
の
共
同
研
究
が
始
ま
る
こ
と
と

な
り
、
資
料
研
究
は
飛
躍
的
な
展
開
を
遂
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
共
同
研
究
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
正
垣
雅
子
先
生
と
の
出
会
い

は
、
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
と
っ
て
幸
運
で
あ

り
ま
し
た
。

　
貴
重
な
資
料
は
や
は
り
人
を
惹
き
つ
け
る
と
同

時
に
「
生
き
て
変
化
す
る
」
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
て
い
ま
す
。
井
上
隆
雄
さ
ん
へ
の
敬
意
は
当
然

な
が
ら
大
切
で
す
が
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
資
料
群

は
関
わ
る
人
と
と
も
に
、
過
去
の
一
つ
の
記
録
資

料
か
ら
、
現
在
そ
し
て
未
来
に
利
活
用
さ
れ
る
芸

術
資
源
へ
と
、
そ
の
容
態
を
変
貌
さ
せ
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

1 井上隆雄のアトリエでの資料の確認作業（2016年）

1
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畑中英二

モノを残すという営為

滋賀県立大学人間文化学部、博士（人間文化学）。
滋賀県教育委員会で文化財の調査・保存について取
り組み、現職。主な研究の手法は考古学で、陶磁器
を中心とする工芸を対象とする。また、文化や文
化財を如何に後世に残していくかに腐心している。
主な著作に「玄哉信楽鬼桶」『京都市立芸術大学
美術学部総合芸術学科畑中研究室調査研究報告６』
2022 年、「美術と工芸のアーカイブズ」『芸術資源
研究センター紀要 COMPOST』2020 年などがある。

畑中英二（はたなか えいじ）
京都市立芸術大学美術学部教授

　
京
都
を
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
を
進
め
る

私
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

家
財
を
廃
棄
す
る
事
に
決
め
た
の
だ
が
産
廃
業
者

の
手
に
委
ね
る
の
は
気
が
咎
め
る
の
で
価
値
が
あ

る
も
の
が
あ
れ
ば
引
き
取
っ
て
欲
し
い
と
い
う
依

頼
。
や
は
り
、
時
折
で
は
あ
る
が
驚
く
よ
う
な
も

の
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。そ
う
い
え
ば
、ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
覗
い
て
み
る
と
思
い
も
よ
ら

な
い
よ
う
な
も
の
が
思
い
も
よ
ら
な
い
よ
う
な
値

段
で
出
品
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
状
況
が
生
じ
る
理
由
は
三
つ
。一
つ
目
は
、

代
替
わ
り
な
ど
で
家
族
（
先
祖
）
が
収
集
し
て
き

た
も
の
で
は
あ
る
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
は
価
値

が
な
い
と
考
え
た
と
い
う
理
由
。
も
う
一
つ
は
、

建
て
替
え
な
ど
を
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
収
納
し

て
お
く
場
所
が
な
い
と
い
う
物
理
的
な
理
由
。
最

後
の
一
つ
は
、
本
来
は
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
な
と

思
い
つ
つ
も
修
繕
・
修
復
す
る
経
費
も
な
い
と
い

う
理
由
。
モ
ノ
の
価
値
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
手
元
に

留
め
て
お
く
価
値
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。
私
自
身
の
生
活
に
当
て
は
め
て
み

る
と
致
し
方
な
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。

　
完
成
形
の
作
品
な
ど
な
ら
ば
価
値
づ
け
も
容
易

で
あ
り
、
保
存
す
る
べ
き
も
の
を
選
択
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
が
、
何
か
を
生
み
出
す
た
め
に
副

産
物
的
に
生
じ
た
「
中
間
生
産
物
」
と
い
う
べ
き

も
の
に
対
す
る
取
り
扱
い
は
極
め
て
難
し
い
。
例

え
ば
、
日
本
画
な
ら
ば
写
生・小
下
絵・大
下
絵・

本
画
と
い
っ
た
流
れ
の
う
ち
前
三
者
が
そ
れ
に
当

た
り
、
着
想
を
得
る
た
め
に
収
集
し
た
資
料
も
そ

れ
に
加
わ
る
だ
ろ
う
。
芸
術
作
品
の
リ
ソ
ー
ス
と

し
て
重
要
で
あ
る
と
は
い
え
、
一
つ
の
作
品
が
世

に
出
る
ま
で
に
生
じ
る
中
間
生
産
物
の
物
量
は
夥

し
く
、
こ
れ
ら
を
全
量
保
存
の
対
象
と
す
る
か
ど

う
か
が
悩
ま
し
い
の
だ
。
近
年
、
作
品
の
み
な
ら

ず
原
画
や
落
書
き
な
ど
を
含
め
た
大
量
の
中
間
生

産
物
を
も
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
ー
カ
イ
ブ
し

て
い
く
と
い
う〈
庵
野
秀
明
展
〉が
開
催
さ
れ
た
。

（
私
の
周
り
で
は
）
大
き
な
話
題
を
呼
び
、（
そ
の

界
隈
で
は
）非
常
に
評
価
さ
れ
た
展
覧
会
だ
っ
た
。

〈
鈴
木
敏
夫
と
ジ
ブ
リ
展
〉
も
同
様
で
、
名
作
の

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
覗
き
見
て
み
た
い
と
い
う
興
味

関
心
が
一
定
以
上
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、

そ
れ
は
名
作
だ
か
ら
こ
そ
な
の
だ
ろ
う
。
一
方
、

名
作
と
は
い
え
な
い
友
禅
染
の
型
紙
が
業
態
の
変

化
に
よ
り
廃
棄
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ま

ま
だ
と
友
禅
染
の
優
品
を
下
支
え
し
た
生
産
構
造

の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
雲
散
霧
消

し
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
ま
た
残
し
ア
ー
カ
イ
ブ
し

て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、

モ
ノ
に
と
っ
て
価
値
づ
け
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
極

め
て
大
き
な
最
初
の
関
門
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
価
値
づ
け
さ
れ
た
も
の
は
雨
露
を
し
の
ぐ
収
蔵

庫
に
移
さ
れ
る
が
、
モ
ノ
に
よ
る
と
シ
ビ
ア
な
温

湿
度
管
理
が
必
要
な
も
の
が
多
い
。
日
本
映
画
発

祥
の
地
と
の
自
負
が
あ
る
京
都
府
は
京
都
文
化
博

物
館
に
フ
ィ
ル
ム
収
蔵
庫
を
設
け
、
室
温
5
度
、

湿
度
40
%
に
保
ち
約
8
0
0
作
品
の
経
年
劣
化

を
抑
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
施
設
の
建
設
・
維
持

管
理
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
保
管
・
活
用
に
か
か

る
専
門
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
。
フ
ィ
ル
ム
類
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
紙
や
自
然
素
材
で
つ
く
ら
れ
た

作
品
も
同
様
の
体
制
が
と
ら
れ
る
。
容
易
に
想
像

で
き
る
が
、そ
れ
に
か
か
る
経
費
は
膨
大
で
あ
る
。

人
類
が
生
き
る
た
め
に
何
か
を
生
み
出
す
度
に
残

し
て
い
く
べ
き
も
の
は
増
え
続
け
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
経
費
は
減
る
こ
と
は
な
く
増
え
続
け
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
人
口
は
減
少
し
右
肩
上
が
り
と

は
い
え
な
い
経
済
状
態
の
中
、
新
た
に
収
蔵
庫
を

建
設
す
る
こ
と
は
簡
単
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
る
よ

う
な
代
物
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
価
値
づ
け
さ
れ

た
と
て
良
好
な
状
態
で
保
管
さ
れ
る
か
ど
う
か
の

関
門
を
く
ぐ
る
こ
と
に
な
る
。

　
後
世
に
残
す
べ
き
も
の
は
何
か
、
残
す
べ
き
仕

組
み
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
、
残
し
続

け
て
い
く
た
め
の
施
設
や
関
わ
る
人
に
か
か
る
経

費
を
ど
の
よ
う
に
捻
出
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
そ
の
只
中
に
井
上
隆
雄
資
料
も
含
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

1 35mmフィルムの確認作業風景
2 井上隆雄自筆の撮影地記録メモ
3 フィルムの撮影（民博）
4 旧祟仁小学校でのアーカイブ作業

1234
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ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
状
況

イ
ベ
ン
ト

2016年201720182019

ハイエースをレンタルし、学生や
卒業生 7 名、また井上隆雄氏の元
アシスタントの方 3 名の協力を得
ながら、4 回に分けて実施。

1

受入状況の記録、受入時の保
管場所記録などを経て資料の
撮影や ID 付、ラベル付、目
録作成作業などを以後継続。

2

紙焼き写真をデジカメで撮
影、 同 時 に ID を 付 与 し、
内容確認を実施。

3ラダックの撮影ポジフィル
ムを一枚ずつ表現様式等確
認し、『チベット密教壁画』
に準じた寺院別に分類。

8

9

アーカイブ年表

デザイン科専攻学生 2 人、
日本画専攻学生 1 人の協力。

４

11

毎週1~2 回 、4 時間程度、
地道に作業を継続。

10

学生・卒業生 5 名と一緒に旧小学校の
二つの教室を使用して開催。

5

『チベット密教壁画』掲載のラダックの
仏教壁画写真の共同研究の開始。

6

写真展を見た村中修（ビジュアルアーツ専
門学校校長）より講演依頼。

7

バガン遺跡の保存修復に携わる前川佳文
（東京文化財研究所）から問い合わせ。

9

「
井
上
隆
雄 

イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画

写
真
資
料
展
」
於 

旧
祟
仁
小
学
校

ラ
ダ
ッ
ク
資
料
を
寺
院
別
に
分
類
す
る
作
業
開
始
8

1

ラ
ダ
ッ
ク
資
料
の
寺
院
別
分
類
作
業
終
了

続
い
て
各
寺
院
ア
ル
チ
寺
と
サ
ス
ポ
ー
ル
寺
の

空
間
配
置
、
図
像
内
容
の
確
認
・
整
理
と

I
D
番
号
づ
け
作
業
の
開
始
10

8

外
注
に
加
え
学
内
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
開
始

9

「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
目
録
」完
成

11

作
品
、資
料
の
本
学
へ
の
受
け
入
れ
が
決
定

京
都
市
左
京
区
幡
枝
の
ア
ト
リ
エ
に
訪
問

資
料
を
選
別

１1月

活
動
紹
介
・
研
究
メ
ン
バ
ー
募
集
の
た
め
の

広
報
物
作
成
開
始
４

８

ア
ト
リ
エ
か
ら
旧
崇
仁
小
学
校
へ
資
料
の
搬
出
1

１2

井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
第
一
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

旧
崇
仁
小
学
校
で
の
資
料
整
理
作
業
開
始
2

１

芸
術
資
料
セ
ン
タ
ー
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
美
術
関
連
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
」内
の

研
究
と
し
て
開
始

京
芸
今
熊
野
学
舎
を
撮
影
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

プ
リ
ン
ト
の
調
査
開
始
3

４

D
N
P
文
化
振
興
財
団
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
文
化
に
関
す
る

学
術
研
究
助
成（
山
下
・
加
須
屋
誠
・
正
垣
）
6

11

日
本
写
真
芸
術
学
会
関
西
支
部
第
2
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
写
真
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
2
）で
講
演

ラ
ダ
ッ
ク
で
の
撮
影
フ
ィ
ル
ム
と
取
材
ノ
ー
ト（
ラ

ダ
ッ
ク
資
料
）の
内
、ア
ル
チ
寺
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化

（
外
注
）を
開
始

7

12

第
41
回
文
化
財
保
存
修
復
学
会　
ポ
ス
タ
ー
発
表

6 2

「
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎 

井
上
隆
雄
写
真
展
」　

於 

旧
崇
仁
小
学
校
5

井上隆雄の作品は 1 点ずつ
中身を確認しながら撮影し再
梱包。

11

202020212022

スキャナーや資料など、整理
作業に必要なものを各自自宅
に持ち帰り作業を継続。

12

岡田・山下の二人で、2 日間
かけて資料を淳風小学校から
京都芸大に運び、展示した。

13

研究メンバーによる
情報入力作業の
試行開始。

15
民 博 が 所 持 す る 機 材 Slide 
Snap Pro によりデジタル化
所要時間が大幅に短縮。

16

仏教美術ネットワーク構築に向けた
研究会を発足し１年間に６回のオン
ライン研究会を開催。

14

15

D
i
P
L
A
S
申
請
準
備

5

D
i
P
L
A
S
で
の
フ
ィ
ル
ム
原
板
の

デ
ジ
タ
ル
撮
影
と
I
D
番
号
付
与
作
業
完
了

一
部
ブ
ロ
ー
ニ
ー
サ
イ
ズ
は
、外
注
で
デ
ジ
タ
ル
化
続
行

9

平
和
中
島
文
化
財
団 

ア
ジ
ア
地
域
重
点
学
術

研
究
助
成
に
採
択

学
内
デ
ジ
タ
ル
化
の
ビ
ル
マ
撮
影
フ
ィ
ル
ム
を

D
i
P
L
A
S
機
材
で
再
撮
影
、画
像
の
精
度
が
向
上

4

D
i
P
L
A
S
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
試
行
版
完
成

12

ア
ル
チ
寺
の
フ
ィ
ル
ム
に
D
i
P
L
A
S
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
く

I
D
番
号
を
ラ
ベ
ル
付
け

11

D
i
P
L
A
S
に
よ
る
外
注
分
の
デ
ジ
タ
ル
化
完
了

3

D
i
P
L
A
S
に
預
け
た
ビ
ル
マ
資
料
の
返
却

5

16

ひ
ろ
い
の
ぶ
こ（
本
学
名
誉
教
授 

染
織
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ビ
ル
マ
資
料
の
再
デ
ジ
タ
ル
化
完
了

6

第
42
回
文
化
財
保
存
修
復
学
会　
ポ
ス
タ
ー
発
表

7

京
都
市
立
芸
術
大
学
特
別
研
究
助
成
に
採
択　

以
後
、2
0
2
3
年
度
ま
で
助
成

ビ
ル
マ
で
の
撮
影
フ
ィ
ル
ム（
ビ
ル
マ
資
料
）の
整
理
開
始

14

4

第
43
回
文
化
財
保
存
修
復
学
会　
ポ
ス
タ
ー
発
表

学
内
に
て
ビ
ル
マ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
D
i
P
L
A
S
申
請
分
以
外
の
資
料
）開
始

6

国
立
民
族
学
博
物
館 

地
域
研
究
画
像
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ（
D
i
P
L
A
S
）に
採
択

D
i
P
L
A
S
に
採
択
。研
究
支
援
対
象
の
壁
画
撮
影
分
を

民
博
へ
郵
送
。そ
れ
以
外
は
、学
内
で
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施

7

3
月 

資
料
一
切
を
旧
淳
風
小
学
校
へ
移
送

4
月 

資
料
の
一
部
を
京
芸
音
高
へ
別
置
し
、
作
業
を
再
開
す
る
が

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
断

6
月 

テ
レ
ワ
ー
ク
で
作
業
再
開
12

43

井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
交
代

「
蘇
る
天
空
の
ラ
ダ
ッ
ク
密
教
図
像 

井
上
隆
雄
イ
ン
ド
・

ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
資
料
展
」於 

京
芸
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
ル
チ
寺
、
サ
ス
ポ
ー
ル
寺
の
目
録
作
成

13

36
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ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
状
況

イ
ベ
ン
トアーカイブの活動時間は

合計 4765.5時間。
実作業に関わった人は合計 26名。

《2016年 11月から 2023年 11月の
作業記録記載分より》

2023

人
間
文
化
研
究
機
構
広
域
連
携
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
民
博
ユ
ニ
ッ
ト
）に
て
活
動
報
告

吉
本
忍（
民
博
名
誉
教
授 

染
織
研
究
家
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
色
補
正
試
行
、第
三
次
色
補
正
作
業
開
始

D
N
P
文
化
財
団　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
文
化
に
関
す
る

学
術
研
究
助
成
成
果
報
告
会

色
補
正
作
業
終
了

楽
平
家
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン（
民
博
名
誉
教
授 

田
村
克
己

主
催
）に
て
活
動
報
告

23H00592

の
共
同
研
究
者
と
チ
ベ
ッ
ト
、東
南
ア
ジ
ア
地
域

を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
参
加
し
た
研
究
会

「
ラ
ダ
ッ
ク
と
バ
ガ
ン
の
仏
教
壁
画
ー
仏
教
寺
院
空
間
に

お
け
る
壁
画
表
現
の
役
割
ー
」を
高
野
山
大
学
で
開
催

仏
教
壁
画
研
究
会（
高
野
山
大
学
）に
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

公
開
に
向
け
た
作
業
整
理

より適した補正法が判明 、
8月からの作業を全てやり直し。

19

井上隆雄写真から着想した仏教壁画の広域
的な関係性を検証する共同研究の開始。

21

2022年のラダック現地調査に関する２つの
研究成果を発表する。

22

2022年のラダック現地
調査で確認したエンサ
ゴンパの仏塔壁画に
ついての検証。

23

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
掲
載
用
画
像
・
情
報
の
編
集
・
入
力
作
業
開
始

井
上
隆
雄
の
人
物
研
究
開
始

『
チ
ベ
ッ
ト
密
教
壁
画
』『
パ
ガ
ン
の
仏
教
壁
画
』『
ビ
ル
マ
の
仏
塔
』

の
巻
末
解
説
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
情
報
に
追
加

「
11-

13
世
紀
建
立
の
仏
教
壁
画
の
再
現
模
写
に

基
づ
く
寺
院
空
間
構
想
の
複
合
的
検
証
」

（
科
研
費
助
成23H00592

）に
採
択
21

情
報
入
力
作
業
一
旦
終
了
、
D
i
P
L
A
S
へ
デ
ー
タ
の
提
出

前
川
佳
文（
東
京
文
化
財
研
究
所
）に
試
行
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

紹
介
し
意
見
交
換

文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
45
回
大
会 

ポ
ス
タ
ー
発
表
22

Q
uentin

D
evers

（
C
N
R
S
)と
ラ
ダ
ッ
ク
の
仏
教
壁
画
の

保
存
に
つ
い
て
意
見
交
換
23

シンポジウムの記録は本書第 3 部を
参照。会場参加のCristophe Munier-
Gaillard が協力者として参加。

20

19

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
写
真
家
井
上
隆
雄
の
視
座
を
継
ぐ

仏
教
壁
画
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
芸
術
実
践
」を
開
催
20

Dupuy操がラダック写真の
英訳に参加。

24

24

第
二
次
色
補
正
作
業
開
始

イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
寺
院
壁
画
調
査
（
正
垣
・
末
森
・
寺
井
）

イ
ン
ド
国
立
博
物
館
美
術
史
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演

お
よ
び
交
流
会　
於 N

oida,D
elhi

18

井上隆雄が撮影した寺院を数ヶ寺訪
ね壁画調査を実施。井上隆雄撮影時
との状況の変化などを確認。

18

通常DiPLASでは画像の色補正は行わ
ないが、撮影対象物が壁画という芸術
資料であること、模写研究への活用の
必要性から色補正の試行を決定。

17

１0１1１2１1011 469 9 8

学
内
作
業
分
の
ビ
ル
マ
資
料
の
I
D
番
号
付
与
完
了

D
i
P
L
A
S
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
掲
載
予
定
の

ビ
ル
マ
資
料
の
第
一
次
色
補
正
作
業
開
始
17

1

6

4 5

2

7

3

8

1 井上隆雄写真資料の引き受け時の状態（一例）
2 35mm フィルムの画像確認（ビルマ資料 ）
3 フィルムのデジタル化機器の準備　於 民博
4 旧祟仁小学校教室でのフィルム確認作業

5 フィルム収納箱の内容確認とラベル付け
6 フィルムの画像確認（ラダック資料）
7 仏教寺院壁画研究会の様子　於 民博
8 資料展での写真解説　於 京芸小ギャラリー
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仏教壁画および地域研究へと関心を広げたことで、多領域の研究者が井上隆雄写真のアーカイブに関わることになりました。

活動展開の紹介

１ 井上隆雄撮影の仏教壁画のアーカイブ実践による仏教美術研究ネットワークの構築
（京都市立芸術大学特別研究助成）

2 井上隆雄撮影のラダックおよびバガンの仏教壁画に関する表現研究と芸術実践
（平和中島財団　アジア地域重点学術研究助成）　

2021年度

2022年度

「井上隆雄写真資料アーカイブ実践について」
正垣雅子・山下晃平（井上隆雄写真資料アーカイブ  プロジ︎ェクトリーダー）

2021年度はコロナ禍によりオンラインでの研究発表・報告を実施

第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

「既知の素材からどのように未知なる対象を比定しうるか
―アルチ三層堂「成就者肖像集」をめぐる現状と課題―」
菊谷竜太（インドチベット仏教学）

井上隆雄撮影のバガン壁画写真の分類リスト作成、壁画再現の検討

「バガン遺跡概要　井上隆雄写真資料の整理および利活用に向けた遺跡紹介」
寺井淳一（ミャンマー前近代史）

「井上隆雄氏撮影写真デジ︎タル化比較」
寺井淳一

「宗教美術の身体美学　チベット・タンカの人類学的研究」
張詩雋（文化人類学）

「“うつす” ということ　壁画の場合」
正垣雅子（日本画・東洋古典絵画模写研究）

「美術研究資料のデジ︎タルアーカイブの活用と発信」
丸川雄三（計算工学・情報連想学）

「地域研究写真のデジ︎タル化・データベース化と研究への活用 DiPLAS プロジ︎ェクトの経験」
石山俊（地域研究・乾燥地農業）

シンポジ︎ウム「写真家 井上隆雄の視座を継ぐ ー仏教壁画デジ︎タルライブラリと芸術実践ー」 　開催
（民博）

井上隆雄の人物研究を開始
井上隆雄撮影のラダック・ビルマの写真ライブラリ公開に向けた整備

「光学撮影による仏画の調査・研究 - 仏画が有する多面的情報の可視化 -」
末森薫（文化財保存科学・中国仏教美術史）

4/24

8/24

6/13

9/29

7/27

11/24

3/12

12/21

10/27

4/1
11/11-13

2023年度

新聞社　　Dainik Jagran　　　2022年 9月 29日掲載　
記者　　　Ajay Chauhan　
記事提供　Anupa Pande　

　仏教壁画は、インドと南アジ︎アおよび東南アジ︎ア全体を結び
つけており、芸術や文化とともに戦略的な観点からも重要で
す。 中央政府は地域全体の仏教壁画を保存するための二国間研
究を推進してきました。 文化省傘下のインド国立博物館研究所

（National Museum Institute of History of Art, Conservation and 
Museology, NMI）は、南アジ︎アおよび東南アジ︎アにおける仏教
壁画の伝統と継続性に関する研究を進めています。
　NMI 所長のアヌパ・パンデ教授は、仏教壁画についてはまだ
研究が不十分であることを指摘しました。 日本はインドの絵画
を調査・研究してきた経験と、さまざまな技術を有しています。
彼らの知識や経験も念頭において、NMI はこの分野での研究を
進めています。 

　この水曜日に NMI のキャンパスにて、アジ︎アの仏教壁画とイ
ンドの関係をテーマとする国際セミナーが開催されました。日本
の研究者らは、ラダックやアジ︎ャンタ、中国、ミャンマーの壁画
について研究発表をおこないました。
　京都市立芸術大学の正垣雅子准教授は、日本画の模写による壁画
研究のさまざまな取り組みについて紹介しました。国立民族学博物館の
末森薫准教授は、中国とラダックの壁画を対象として実施した調査成果
を示しました。また、東京外国語大学の寺井淳一先生は、ミャンマーと
ラダックの絵画の類似性を指摘し、釈迦の生涯に基づいて描かれた仏伝
壁画の分析を行いました。

（画像キャプション：インド国立博物館研究所で開催された国際ワーク
ショップの参加者）

仏教壁画は南アジア諸国との関係を強化する

2022年度

インド・ラダック仏教壁画調査　正垣・末森・寺井
研究チーム始動

インド国立博物館研究所での講演および交流会
「International Workshop on Buddhist Mural Painting with India」

9/14‐28
5/30

9/28

記事翻訳（Google Translate の訳文を加筆・修正）

マンギュ寺仏塔の調査サスポールの石窟の壁画撮影 マンギュ寺の壁画撮影
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３ 11-13 世紀建立の仏教壁画の再現模写に基づく寺院空間構想の複合的検証
（科研費助成 23H00592)

エクスカーション 1

エクスカーション 2

・高野山大学図書館の建築および書庫見学

根本大塔の拝観

高野山大学見学

・デルゲ版チベット大蔵経の解説

・

・

「寺院空間の尊像配置と真言七祖の解説」
菊谷竜太

「日本画家堂本印象による根本大塔の壁画表現」
正垣雅子

2023 年度

兵頭千夏（ミャンマー在住の写真家）による2022 年のバガン遺跡の状況報告
ラダック・ヌブラ地方のエンサ寺仏塔壁画の保存について壁画発見者の
Quentin Devers（French National Center for Scientific Research ) と Achi 
Assosiate of India の Abeer Gupta, Edoardo Ferrari, Noor Jahan Chunka, 
Nils Martin と意見交換（オンライン）
Quentin Deversとラダック地方の仏教寺院と壁画修復について意見交
換（民博）

6/18
8/8

9/4

「ラダックとバガンの仏教壁画研究会ー仏教寺院空間構想における壁画表現の役割ー」
（高野山大学）

研究発表
「Outline of Nyaungyan (c. 1580-1800) & Konbaung (c. 1780-1900s) Burmese Buddhist murals」
 Cristophe Munier-Gaillard（ミャンマー壁画研究 ニャウンヤン朝およびコンバウン朝）

・

・

・

・

・

「東南アジ︎アの仏教寺院にみる尊像配置　ーアンコール遺跡とバガン遺跡の事例を中心にー」
 寺井淳一

「ジ︎ャワのチャンディ　伽藍配置と尊格配置」
 山﨑美保（古ジ︎ャワ語刻文研究）

「敦煌莫高窟における千仏図の規則性」
 末森薫

「自筆タンカ《グルリンポチェ》《 文殊菩薩 》の解説」
 Dupuy 操（チベットタンカ絵師）

高野山大学講義室を会場に、5 人の発表と意見交換および井上隆雄撮影のラダックとビルマの写真公開に向
けた調整を行った。エクスカーションでは高野山大学図書館書庫と図書館収蔵のデルゲ版チベット大蔵経の
閲覧と解説、根本大塔の拝観と寺院壁画解説を行った。ゲストも参加し、活発な意見交換と朗らかな交流の
機会となった。

11/11‐13

本研究会の開催には、高野山大学 菊谷竜太 准教授と関係者の皆様にご協力を賜りました。
心より御礼申し上げます。

1 Cristophe Munier-Gaillard
4 末森薫

2 寺井淳一
5 Dupuy 操

3 山﨑美保
6 データベース公開に向けての意見交換

　菊谷竜太

デルゲ板チベット大蔵経側面
（赤色はラックの塗布か？）

高野山大学図書館書庫の見学

菊谷竜太による解説高野山大学図書館閲覧室
（設計 武田五一）

デルゲ版チベット大蔵経

根本大堂の拝観 夜の金剛峯寺山門の様子

9/4 の意見交換会の様子
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井上隆雄写真コレクション

2部第1



31 30

2

3



324

5

6



35 34

78



910



39 3811



41 40

13 12



14

15

1618

19 17



45 44

2024年3月以降  公開

井上隆雄が1970年代に撮影したインドのラダック地方、ビルマ（現ミャンマー）の
仏教壁画をはじめとする写真は、オープンアクセス可能なデジタルライブラリになりました。

https://diplas.minpaku.ac.jp/collection/mdl2021b01/

井上隆雄「ラダック・ビルマ仏教壁画」写真コレクション
INOUE TAKAO photographic heritage Buddhist Mural painting from Ladakh and Burma

第 2 部 掲載写真について
１ サスポール石窟第３窟の内側から（下ラダック・インド）
２ アルチ寺三層堂一階　文殊菩薩塑像（下ラダック・インド）
３ アルチ寺三層堂一階　文殊菩薩千体仏（下ラダック・インド）
４ マンギュ寺観音堂　文殊菩薩像（下ラダック・インド）
５ サスポール寺第 3 窟　阿弥陀浄土図（下ラダック・インド）　
６ シェー寺　釈迦如来と二大弟子像　壁画（上ラダック・インド）
７ ラダックの風景（ピャン付近か？・インド）
８ バガンの風景（バガン・ミャンマー）
９ ナンダミンニャ寺院　堂内（バガン・ミャンマー）
10 1150 号寺院　守門神または菩薩像（バガン・ミャンマー）
11 タンブーラ寺　ヴィパッシー仏とシキー仏下部の比丘像と墨文

　 （バガン・ミャンマー）

　　
12 アルチ寺三層堂 2 階堂内（下ラダック・インド）
13 フランウーモー寺院堂内（ザガイン・ミャンマー）
14 シュエインビン僧院で勉強する子どもたち

（マンダレー・ミャンマー）
15 勉強する子ども（ラダック・インド）
16 パヤートンズー寺院　千体仏壁画（バガン・ミャンマー）
17 ティクセ寺　堂内　（上ラダック・ラダック）
18 マハームニ寺院の僧侶（マンダレー・ミャンマー）
19 スピトク寺の僧侶（レー・インド）
20 アーナンダーオウチャウン　ジャータカ第８話首領王本生

　 （バガン・ミャンマー）

20
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芸術資源研究センター客員研究員。美術
史学会・美学会ほか会員。専門は仏教美
術史。図像解釈学 ( イコノロジ︎ー ) の手
法で絵画を読み解く。主な著作に『生老
病死の図像学』( 筑摩書房 )『地獄めぐり』
( 講談社 )『仏教説話画論集』( 中央公論
美術出版 ) などがある。

加須屋誠（かすや まこと）
京都市立芸術大学美術学部非常勤講師

加須屋誠

井上隆雄氏が視た仏教壁画

　
今
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
前
、
若
き
井
上
隆
雄
氏
は

ア
ジ
ア
大
陸
へ
と
踏
み
出
し
た
。ビ
ル
マ（
現
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
の
バ
ガ
ン
遺
跡
と
イ
ン
ド
の
ラ
ダ
ッ
ク

寺
院
群
に
て
撮
影
取
材
を
敢
行
。
そ
の
成
果
は

１
９
９
７
年
の
写
真
展
（
朝
日
新
聞
社
主
催
、
京

都
市
立
芸
術
大
学
後
援
）
に
て
発
表
、
翌
年
に
は

二
冊
の
写
真
集（『
パ
ガ
ン
の
仏
教
壁
画
』講
談
社
、

『
チ
ベ
ッ
ト
密
教
壁
画
』駸
々
堂
）が
刊
行
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
日
本
画
（
大
和
絵
）
と
共
に
あ
っ
た
仏

画
の
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た

人
々
は
斬
新
な
写
真
に
驚
き
、
そ
し
て
惹
き
つ
け

ら
れ
た
。
こ
の
時
、
新
た
な
美
の
世
界
が
開
花
し

た
の
で
あ
る
。

　
井
上
氏
の
ま
な
ざ
し
が
と
ら
え
た
仏
の
姿
形
は

ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
一
端
を
追
っ

て
み
よ
う
。

　
バ
ガ
ン
に
は
３
０
０
０
基
を
超
え
る
仏
塔
寺
院

が
あ
り
、
壁
面
に
古
い
絵
が
数
多
く
遺
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
ロ
ー
カ
テ
イ
パ
ン
寺
院
の

天
井
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
仏
足
跡
（
写
真1
）。

仏
教
の
創
始
者
で
あ
る
仏
陀
釈
迦
牟
尼
の
象
徴
で

あ
る
。
遙
か
極
東
の
日
本
か
ら
彼
地
を
訪
れ
た
井

上
氏
は
釈
迦
の
足
跡
に
自
ら
の
長
い
旅
路
を
な
ぞ

ら
れ
て
、
こ
れ
を
撮
影
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
ラ
ダ
ッ
ク
の
サ
ス
ポ
ー
ル
洞
窟
の
後
壁
中
央
上

部
に
描
か
れ
た
守
護
神
グ
ヒ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
（
写

真2
）
は
赤
青
白
の
三
つ
の
顔
が
あ
り
六
本
の
腕

で
妃
を
抱
く
。
平
安
時
代
初
期
、
弘
法
大
師
空
海

が
我
が
国
に
伝
え
た
中
国
密
教
に
は
姿
を
見
せ
ぬ

チ
ベ
ッ
ト
密
教
（
無
上
瑜
伽
タ
ン
ト
ラ
）
の
特
異

な
尊
格
で
あ
る
。
忿
怒
と
愛
欲
と
慈
悲
心
と
が
混

淆
し
た
激
情
を
表
出
す
る
。

  

こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
ア
ル
チ
寺
の
三

層
堂
一
階
に
描
か
れ
た
般
若
波
羅
蜜
仏
母
（
写
真

3
）
は
撫
で
肩
で
繊
細
な
印
象
を
与
え
る
。
顔
の

鼻
梁
線
や
身
体
の
胸
部
あ
る
い
は
腕
や
掌
に
施
さ

れ
た
隈
取
り
（
緑
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
）
の
輝

き
が
異
国
的
情
緒
を
醸
し
出
す
。

　
同
じ
く
ア
ル
チ
寺
の
新
堂
の
壁
面
に
は
摩
耶
夫

人
が
聖
象
の
霊
夢
を
見
て
懐
妊
し
た
こ
と
を
知
る

場
面
、
脇
の
下
か
ら
釈
迦
を
出
産
す
る
場
面
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
釈
迦
が
七
歩
進
ん
で
「
天
上
天

下
唯
我
独
尊
」
と
語
る
場
面
が
連
続
し
て
描
か
れ

る
（
写
真
4
）。
こ
れ
は
釈
迦
の
生
涯
を
主
題
と

し
た
仏
伝
図
の
一
部
。
同
じ
図
像
が
中
国
や
日
本

の
絵
画
や
彫
刻
で
も
造
形
化
さ
れ
て
い
る
。
仏
教

を
信
奉
し
た
人
々
が
広
く
ア
ジ
ア
大
陸
全
域
で
長

い
歴
史
に
わ
た
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
た
こ
と

を
物
語
る
。

　
２
０
１
６
年
、
井
上
隆
雄
氏
ご
逝
去
。
生
前
に

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
目
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
指
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
多

種
多
様
な
仏
教
図
像
の
調
査
・
分
類
・
活
用
は
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
に

託
さ
れ
た
。
そ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
し

て
公
開
さ
れ
る
。
氏
が
開
拓
さ
れ
た
美
の
世
界
の

全
貌
（
こ
れ
ま
で
未
発
表
の
数
多
く
の
写
真
を
含

む
）
が
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
言
祝

ぎ
た
い
。

1 ローカテイパン寺壁画《仏足跡 》
2 サスポール石窟壁画《グヒヤサマージャ》
3 アルチ三層堂　《般若波羅蜜仏母》
4 アルチ新堂壁画《仏伝図 》

1

3

4

2
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第3部は2023年3月12日に行われたシンポジウムの講演および
展示内容の記録を再構成したものです。

シンポジウムの記録

3部第
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正垣 雅子（しょうがき まさこ）　京都市立芸術大学 日本画専攻 准教授主旨説明

𠮷田 憲司（よしだ けんじ）　       国立民族学博物館 館長開会挨拶

飯田  卓（いいだ  たく）　　国立民族学博物館 グローバル現象研究部 教授閉会挨拶

発表者紹介

井上隆雄写真資料のデジタルアーカイブ化支援
石山 俊（いしやま しゅん）　
国立民族学博物館 グローバル現象研究部 プロジ︎ェクト研究員
東京農業大学卒業後、環境 NGO 職員としてアフリカ、チャド共和国に 4 年間滞在。のち、
静岡大学大学院修士課程、名古屋大学大学院博士後期課程においてアフリカ乾燥地の農耕
社会・文化、草の根開発援助をテーマとした研究に取り組む。さらに、サハラ・オアシス、
アラビア半島・オアシス農村に対象地域を広げ、デジ︎タル化・データベース化画像を用い
た乾燥地農村・文化の比較研究を進行中。2017 年より DiPLAS/X-DiPLAS 事業に携わる。

報告

X-DiPLAS が構築する画像デジタルライブラリの特徴
丸川 雄三（まるかわ ゆうぞう）
国立民族学博物館 人類基礎理論研究部 准教授
東京工業大学大学院博士後期課程（計算工学専攻）満期退学。博士（工学）。東京工業大
学精密工学研究所助手、国立情報学研究所連想情報学研究開発センター特任准教授、国際
日本文化研究センター文化資料研究企画室准教授を経て、2013 年10 月から現職。専門は
連想情報学による文化情報発信手法の研究。これまで手掛けた主なサービスは『文化遺産
オンライン』、『身装画像データベース〈近代日本の身装文化〉』、『日本アニメーション映
画クラシックス』など。

報告

井上隆雄アーカイブ活動の実践と課題
岡田  真輝（おかだ  まき）
京都市立芸術大学 井上隆雄写真資料アーカイブ 研究員
愛知県立芸術大学美術学部、京都市立芸術大大学院学美術研究科修士課程にて芸術学を専
攻。修士在学中より井上隆雄アーカイブプロジ︎ェクトに参加、資料整理に携わる。2022 
年より X-DiPLAS から技術支援を受け井上隆雄写真資料のデジ︎タル化を進めデジ︎タル上
での色補正による退色復元を試行中。

報告

井上隆雄撮影のバガン壁画と可能性
寺井 淳一（てらい じゅんいち）
東京外国語大学 大学院総合国際学研究院 特別研究員
国立民族学博物館 外来研究員
ミャンマーの前近代史、特にバガン時代を専門とする。バガンを中心に南・東南アジ︎アの
遺跡を調査。主要論文に「バガン遺跡における本尊初探 : 11 世紀 -14 世紀の四仏・五仏を
中心に」（2019 年、『アジ︎ア仏教美術論集 東南アジ︎ア』、中央公論美術出版）がある。

報告

井上隆雄写真の活用 模写による壁画表現の再現
正垣 雅子（しょうがき まさこ）
京都市立芸術大学 日本画専攻 准教授
専門は日本画模写。日本および東洋の古典絵画の模写研究、日本画専攻絵画資料アーカイ
ブに取り組む。講演：「京都市立芸術大学日本画専攻における模写の感性と思考」（芳泉文
化財団 10 周年記念展講演会 2022年）　「文化財保存学の模写」（広州美術学院海外名師プ
ロジ︎ェクト　2022 年）作品：《讃嘆する王と妃 - キジ︎ル石窟 80 窟壁画模写 -》（龍谷ミュー
ジ︎アム）《維摩詰 - 敦煌莫高窟 220 窟壁画模写 -》（国立民族学博物館）他。

報告

井上隆雄写真を活用した仏教寺院壁画の模写
ウェッチーイン・グービャウチー寺院仏教壁画《仏伝図》を題材に

翟 建群（てき けんぐん）
京都市立芸術大学 日本画専攻 特任准教授（当時）　現職：同専攻教授
中国西安に生まれる。中国西安美術学院油絵専攻卒業。京都市立芸術大学大学院日本画専
攻修了。中国美術家協会会員、中国工筆画学会芸術委員会委員。敦煌研究院美術所客員研
究員。著作：『東方岩彩絵画・翟健群』、『翟建群作品集』、主な収蔵：中国美術館、陝西省
歴史博物館、陝西省美術博物館、寧波市美術館など。

模写制作

概知の素材からどのように未知なる対象を比定しうるか
アルチ寺三層堂『成就者肖像集』をめぐる現状と課題

菊谷 竜太（きくや りゅうた）　
高野山大学 密教学科 准教授
専門は、インドチベット仏教学。サンスクリット文化史、マンダローパーイカー（儀礼マ
ニュアル群）研究、チベットにおける仏教復興運動、仏教と医術、密教図像などをテーマ
に研究を進めている。共編著に、菊谷竜太・滝澤克彦編『身体的実践としてのシャマニズ
ム』がある。

報告

ディスカッション
デジタルライブラリと芸術実践の可能性
末森 薫（すえもり かおる）
国立民族学博物館 人類基礎理論研究部 准教授
博物館における資料保存・管理に関する実証的研究に携わる。また、中国甘粛省の仏教石
窟、エジ︎プトやバーレーンの考古遺跡等をフィールドとして、文化財科学、美術史・考古
学の視点より研究を進めている。著書に『敦煌莫高窟と千仏図－規則性がつくる宗教空間』

（2020 年、法蔵館）がある。

モデレーター
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開会挨拶

開
会
挨
拶

𠮷
田
憲
司

国
立
民
族
学
博
物
館 

館
長

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
立
民
族
学
博
物
館
、
通
称
み
ん
ぱ
く
、
館

長
の
𠮷
田
憲
司
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
る
行
動
制
限
も
、
よ
う
や
く
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
形
で

対
面
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
写
真
家 

井
上
隆
雄
の
視
座
を
継
ぐ 

－

仏
教
壁
画
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
芸
術
実
践

－

」
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
と
人
間
文

化
研
究
機
構
の
共
創
促
進
研
究「
学
術
知
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
構
築
」

の
国
立
民
族
学
博
物
館
拠
点
、略
称
X
–
D
i
P
L
A
S
の
主
催
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
お
い
て
の
研
究
組
織
に
つ
い
て
は
、
こ
の
あ

と
正
垣
雅
子
先
生
か
ら
ご
説
明
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん
ぱ
く

に
拠
点
を
置
い
て
い
る
学
術
知
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
構
築
「
X
–

D
i
P
L
A
S
」
と
い
う
の
は
、
世
界
各
地
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
画
像

を
整
理
し
て
、
共
有
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
す
。
み
ん
ぱ
く
で
は
、
X
–
D
i
P
L
A
S
に
先
行
し
て
実
施
さ
れ

た
D
i
P
L
A
S
、「
地
域
研
究
画
像
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
構
築
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
正
垣
先
生
が
代
表
を
務
め
て
お
ら
れ

る
井
上
隆
雄
写
真
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
を
支
援
い
た
し
ま
し
た
。
写

真
家
の
井
上
隆
雄
氏
は
２
０
１
６
年
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
今
日
は
井
上
隆
雄
氏
が
残
さ
れ
た
仏
教
壁
画
の
写
真
の
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
構
築
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
が
、
芸
術
実
践
を

含
め
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
宿
し
て
い
る
の
か
を
考
え
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
井
上
隆

雄
さ
ん
と
は
、
ご
生
前
、
私
が
大
阪
大
学
に
お
り
ま
し
た
頃
か
ら
の
お
付

き
合
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
が
現
在
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
民
族
藝

術
学
会
の
学
会
誌
『
民
族
藝
術
』
の
創
刊
号
、
創
立
の
と
き
の
学
会
誌
の

第
一
号
で
す
ね
。
こ
れ
は
１
９
８
５
年
の
刊
行
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
巻

頭
グ
ラ
ビ
ア
特
集
、
ニ
ア
ス
島
の
造
形
芸
術
を
、
井
上
さ
ん
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ニ
ア
ス
島
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
構
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
て
、
そ
の
編
集
の
過
程
で
井
上
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
や
り
取
り
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
う
38
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
頃
か
ら
親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
確
か
な
技
術
と
、
対
象
に
没
入
す
る
よ
う
な
深
い
関
心
と
愛
情
に
裏
打

ち
さ
れ
て
、
井
上
作
品
は
芸
術
研
究
に
と
っ
て
も
確
か
な
基
盤
を
提
供
し

て
く
れ
る
貴
重
な
芸
術
遺
産
で
あ
り
、
学
術
遺
産
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
支
援
を
、
図
ら
ず
も
、
D
i
P
L
A
S
、
こ
れ
は
私

が
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
を
通
じ
て
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
は
、
私
自
身
、
大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、
何
か
不
思
議
な
縁
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
事
前
に
今
日
の
要
旨
集
を
拝
見
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
井
上
隆

雄
写
真
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
構
築
で
は
、
こ
れ
ま
で

D
i
P
L
A
S
で
は
経
験
の
な
か
っ
た
色
補
正
の
作
業
が
必
要
に
な
っ

て
、
そ
の
作
業
を
研
究
メ
ン
バ
ー
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
と

伺
い
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
作
業
そ
の
も
の
が
研
究
の
作
業
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
正
確
な
作
業
を
基
に
築

か
れ
た
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
正
垣
先
生
の
模
写
と
い
う
新

た
な
芸
術
実
践
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
深
い
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
あ
と
ご
登
壇
い
た
だ
く
東
京
外
国
語
大
学
の
寺
井
淳
一
さ
ん

の
ご
報
告
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
バ
ガ
ン
遺
跡
で
井
上
さ
ん
が
撮
影
さ
れ

た
写
真
に
は
壁
面
全
体
を
写
し
た
も
の
が
少
な
く
て
、状
態
の
良
い
も
の
、

あ
る
い
は
優
れ
た
も
の
を
切
り
取
っ
た
写
真
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
こ
に
は
対
象
に
向
け
ら
れ
た
井
上
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
、
眼
、
そ

の
意
思
と
い
う
の
が
確
か
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
写
真
と
い
う
も
の
は
、
撮
影
し
た
対
象
以
上
に
撮
影
者
の
こ
と
を
語
る

と
い
う
部
分
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
日
の
こ
れ
か
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
そ
れ
自
体
が
研
究
活
動
で
あ
る
写
真
家
・
井
上
隆
雄
の
芸
術
実
践
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
、
新
た
な
芸
術
や
、
あ
る
い
は
遺
跡
の
修
復
、
さ
ら

に
は
寺
院
建
築
の
空
間
設
定
の
解
読
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
の
可
能
性

に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
前
に
お
示
し
い
た
だ
け
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
今
日
の
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
写
真
画
像
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
宿
す
可
能
性
に
つ
い
て
新
た
な
展
望
が
開
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
日
の
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
り
、
と
も
に
主
催
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
皆
様
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
今
日
は
最
後
ま
で
じ
っ
く
り
と
お
つ

き
合
い
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

え
に
し
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趣旨説明

趣
旨
説
明

正
垣
雅
子

京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
画
専
攻 

准
教
授

　
は
じ
ま
り
は
一
本
の
電
話
で
し
た
。

　
「
井
上
隆
雄
さ
ん
が
遺
さ
れ
た
ラ
ダ
ッ
ク
の
本
や
写
真
が
あ
り
ま
す

よ
。」

　
ひ
ろ
い
の
ぶ
こ
先
生
（
染
織
家
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）
か

ら
連
絡
を
受
け
た
の
は
2
0
1
6
年
秋
の
こ
と
で
す
。
井
上
隆
雄
さ
ん

ご
逝
去
に
伴
う
遺
品
整
理
に
際
し
て
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
仏
教
壁
画
の
模
写
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
私
を
思
い
出
し
て
く
だ
っ
た
の
で
す
。

　
井
上
隆
雄
氏
（
1
9
4
0
年-

2
0
1
6
年
）
は
、
1
9
6
5
年
に
京

都
市
立
美
術
大
学
工
芸
科
塗
装
専
攻
（
現
在 

京
都
市
立
芸
術
大
学
工
芸

科
漆
工
専
攻
）
を
卒
業
し
た
写
真
家
で
す
。
井
上
隆
雄
氏
の
撮
影
は
、
海

外
の
民
族
芸
術
、
仏
教
壁
画
、
美
術
作
品
、
日
本
の
文
化
、
仏
教
、
自
然

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、「
見
る
」
を
真
摯
に
探
求
し
ま
し
た
。
ひ
ろ
い
先

生
は
、
ご
自
身
の
修
了
作
品
展
示
の
撮
影
を
、
工
芸
科
の
先
輩
で
あ
る
井

上
隆
雄
氏
に
依
頼
し
た
こ
と
か
ら
縁
が
続
い
て
お
り
、
井
上
隆
雄
氏
が
遺

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
本
学
に
連
絡
を
取
る
な
ど
労
を
尽
く
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
作
品
の
一
部
を
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館

が
収
蔵
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
と
撮
影
関
連
資
料
は
同
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
が
預
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
蔵
書
を
関
心
の
あ
る
方
に
譲
渡
と

い
う
整
理
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
電
話
を
受
け
て
、
す
ぐ
、
幡
枝

（
京
都
市
左
京
区
）
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
リ
エ
は
、平
安
時
代
に
遡
る
瓦
窯
跡
の
傍
に
あ
り
ま
し
た
。
時
折
、

鹿
が
庭
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
自
然
豊
か
な
環
境
で
、
建
物
に
は
茶
室
の

趣
が
随
所
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
箱
が
整
然
と
並
ぶ

一
階
主
室
は
、
端
正
な
美
し
さ
が
あ
り
、
在
り
し
日
の
井
上
隆
雄
氏
の
気

配
が
あ
り
ま
し
た
。
二
階
に
ま
と
め
ら
れ
た
蔵
書
群
は
、
取
材
地
に
関
す

る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
、
文
化
、
芸
術
、
思
想
な
ど
多
領
域
の
関
心

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
一
度
も
会
っ
た
こ
と
の
な
い
「
写
真
家
・
井
上
隆

雄
」
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
で
、
勝
手
に
親
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な

り
、
蔵
書
を
頂
き
、
ア
ト
リ
エ
を
辞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
自
体
忘
れ
か
け
て
い
た
2
0
1
8
年
、「
ラ
ダ
ッ
ク
の
写
真

を
見
て
欲
し
い
」
と
後
輩
か
ら
連
絡
を
受
け
、
旧
祟
仁
小
学
校
を
訪
れ
ま

し
た
。
廃
校
の
一
室
で
フ
ィ
ル
ム
整
理
、
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
二
年
前
に
芸
資
研
が
預
か
っ
た
井
上
隆
雄
氏
撮
影

の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
で
し
た
。ラ
イ
ト
テ
ー
ブ
ル
で
一
枚
一
枚
見
て
い
く
と
、

カ
メ
ラ
を
構
え
た
井
上
隆
雄
氏
の
眼
差
し
を
感
じ
、
見
る
人
を
現
場
に
連

れ
て
い
っ
て
く
れ
る
強
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
絵
（
模
写
）
で
き

る
な
あ
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
す
。

　
私
自
身
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
日
本
画
実
技
の
模
写
制
作
が
専

門
で
、
東
洋
の
古
典
絵
画
を
調
査
し
、
模
写
制
作
を
通
し
た
表
現
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
の
専
門
で
は
な
い
私
が
、
た
び
た
び
の
縁
に

導
か
れ
て
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
50
年
前

に
仏
教
壁
画
を
撮
影
し
た
井
上
隆
雄
氏
の
意
思
と
情
熱
に
共
感
し
て
い
る

せ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
写
真
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
模
写
と
は
違
っ

た
美
の
伝
達
と
保
存
方
法
で
あ
る
点
に
も
好
奇
心
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　
芸
資
研
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ア
ー
カ

イ
ブ
は
人
の
手
に
よ
る
地
道
な
作
業
の
積
み
重
ね
、
そ
の
作
業
は
決
し
て

無
機
質
な
も
の
で
は
な
く
、
関
わ
る
人
の
個
性
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
活

動
の
流
れ
を
生
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
膨
大
な
井
上
隆
雄
写
真
資
料
の
全

体
把
握
と
総
覧
作
成
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
任
者
で
あ
る
山
下
晃

平
先
生
の
お
力
で
す
。
こ
の
実
績
を
基
に
、
私
が
仏
教
壁
画
に
焦
点
を
あ

て
て
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の
研
究
支
援

D
i

P
L

A
S

へ
の
応
募
、

採
択
へ
と
繋
が
り
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
飛
躍
的
に
進
み
ま

し
た
。
同
時
に
、
ラ
ダ
ッ
ク
ま
た
は
バ
ガ
ン
の
仏
教
壁
画
、
地
域
研
究
に

関
心
を
寄
せ
る
人
が
集
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
写
真
の
魅
力
が
、
多

く
の
研
究
者
を
惹
き
つ
け
ま
す
。
様
々
な
立
場
の
目
で
一
緒
に
写
真
を
眺

め
て
い
る
と
、
新
し
い
知
見
が
生
ま
れ
る
予
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ア
ー

カ
イ
ブ
に
は
思
い
が
け
な
い
創
造
の
種
が
潜
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　　
上
記
の
通
り
、
井
上
隆
雄
写
真
資
料
は
、
芸
術
資
源
と
し
て
の
保
存
と

活
用
を
目
的
と
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
と
し
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
回
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

写
真
家 

井
上
隆
雄
の
視
座
を
継
ぐ 

－

仏

教
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
芸
術
実
践

－

」
を
開
催
す
る
運
び
に
な
り
ま

し
た
。
内
容
は
、
講
演
と
展
示
と
い
う
二
本
立
て
で
す
。
余
談
に
な
り
ま

す
が
、
本
日
は
、
私
の
た
っ
て
の
希
望
で
、
発
表
者
お
よ
び
運
営
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
は
各
専
門
領
域
に
関
連
し
た
服
装
で
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
お
か
げ
で
、会
場
の
雰
囲
気
は
賑
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
の
み
な
さ
ん
が
写
真
や
作
品
を
見
な
が
ら
お
話
を
弾
ま
せ
て
い
る

様
子
か
ら
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
は
生
き
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
井
上
隆
雄
写
真
資
料
を
芸
術
資
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
遺
族
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

D
i

P
L

A
S

の
研
究
支
援

に
加
え
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
国
立
民
族
学
博

物
館
、
研
究
支
援
を
賜
り
ま
し
た
京
都
市
立
芸
術
大
学
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
け
る
と
幸
甚
で
す
。
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石
山
俊

　　
X
–
D
i
P
L
A
S
、
そ
の
前
身
と
な
る
D
i
P
L
A
S
事
業
に

2
0
1
7
年
よ
り
技
術
支
援
員
・
研
究
員
と
い
う
立
場
で
か
か
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
私
の
役
割
は
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
は
、
写
真
の
撮
影
者

(案
件
の
申
請
者
)と
打
ち
合
わ
せ
の
う
え
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
法
を
決
め

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
チ
ー
ム
に
原
版
を
渡
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
進
め
て

も
ら
う
こ
と
。
第
二
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
画
像
登
録
が

完
了
し
た
後
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
画
像
の
テ
キ
ス
ト
情
報
入
力
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
こ
な
う
こ
と
で
す
。
撮
影
者
・
研
究
者
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
橋

渡
し
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
立
場
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
私
の
研
究
の
中
心
は
オ
ア
シ
ス
農
村
文
化
・
社
会
で
し

て
、
私
自
身
の
研
究
に
お
い
て
も
、
D
i
P
L
A
S
/
X
–
D
i
P
L
A
S

で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
す
す
め
て
い
る
画
像
の
活
用
に
も
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
上
げ
て
い
く
、
お
手
伝
い
を
す
る
側

で
も
あ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
研
究
を
お
こ
な
う
立
場
で
も
あ
る

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
ふ
た
つ
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
面
白
く
か
つ
使
い
や
す

い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
D
i
P
L
A
S

で
あ
れ
X
–
D
i
P
L
A
S
で
あ
れ
、
共
通
す
る
作
業
は
、
写
真
原
版

を
預
か
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
画
像
を
載
せ
て
、
必

要
な
写
真
の
テ
キ
ス
ト
情
報
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
D
i
P
L
A
S
/
X
–
D
i
P
L
A
S
で
扱
っ
た
画
像
は

す
べ
て
、
日
本
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
な
ど
の
地
域

研
究
の
写
真
で
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
井

上
隆
雄
氏
が
撮
影
し
た
仏
教
美
術
、
す
な
わ
ち
芸
術
に
深
く
関
連
す
る

写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
、
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
経
験
を
し
て
こ
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
D
i
P
L
A
S
/
X
–

D
i
P
L
A
S
に
と
っ
て
あ
ら
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
要
素
が
大
き

か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
X
–
D
i
P
L
A
S
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
に
お
い
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
が
広
が
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
ぶ
ん

私
自
身
も
戸
惑
い
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
柄
を
進
め
て
い
る
状
況
な

の
で
す
。
本
日
は
、
そ
う
し
た
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
ま
か
な
作
業
フ
ロ
ー
を
説
明
し
ま
す
と
、
原
版
が
デ
ジ
タ
ル
の
場
合
と
ア

ナ
ロ
グ
の
場
合
と
で
作
業
工
程
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
ス

テ
ッ
プ
を
経
て
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
写
真
登
録
が
お
こ
な
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
一
連
の
作
業
チ
ャ
ー
ト
の
中
で
も
(図
1
)、
五
つ

の
関
門
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
実
は
、
作
業
を
す
る
側
に
と
っ

て
、
原
版
を
預
か
っ
て
状
態
を
確
認
す
る
ま
で
は
、
戦
々
恐
々
と
原
版
の
受
け

渡
し
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
順
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
第
一
関
門
。
な
か
な
か
原
版
を
渡
し
て
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
2
0
2
1
年
度
ま
で
の
D
i
P
L
A
S
時
代

は
、
公
募
制
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
採
択
し
て
い
た
の
で

す
が
、
採
択
後
に
写
真
を
な
か
な
か
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
す
。
ご
多
忙
で
あ
る
と
か
、
整
理
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
で
あ
る
と

か
、あ
と
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
よ
く
あ
る
話
な
の
で
す
け
ど
、地
域
の
人
々

と
お
酒
を
飲
ん
で
、
激
し
く
酔
っ
て
い
る
場
面
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
に
は

ば
か
ら
れ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
う
ま
く
折
り
合

い
を
つ
け
な
が
ら
写
真
を
整
理
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
初
の
関
門
な

の
で
す
。

　
第
二
関
門
は
、
マ
ウ
ン
ト
の
補
修
、
交
換
の
手
間
で
す
（
図
2
）。
特
に

70
年
代
、
80
年
代
ぐ
ら
い
、
ス
ラ
イ
ド
、
ポ
ジ
で
、
紙
マ
ウ
ン
ト
に
入
っ
て

い
る
原
版
で
あ
る
と
手
間
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
経
年
劣
化
で
マ
ウ
ン

ト
が
は
が
れ
た
り
曲
が
っ
た
り
す
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
用
い
る
装
置
(コ

ダ
ッ
ク
社
の
ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
改
造
し
た
も
の
)の
ポ
ケ
ッ
ト

に
、
う
ま
く
ス
ラ
イ
ド
マ
ウ
ン
ト
が
落
ち
な
い
、
出
て
こ
な
い
こ
と
も
発
生

し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
マ
ウ
ン
ト
交
換
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
第
三
関
門
と
し
て
、
出
し
て
い
た
だ
く
原
版
は
基
本
的
に
時
系
列
に
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
す
が
、テ
ー
マ
別
に
、既
に
分
け
て
し
ま
っ

て
い
る
方
も
た
ま
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
う
い
う
場
合
に
は
ど
う
い
う
順
番

に
す
る
か
。
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
際
に
は
、
画
像
の

リ
ス
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
必
須
な
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
名
を
付

し
て
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ト
化
す
る
か
、
こ
う
し
た
こ
と
も
案
件
ご
と
に
異
な
っ

た
対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　
第
四
関
門
は
、
写
真
の
保
存
状
態
で
す
。
第
二
関
門
で
触
れ
た
マ
ウ
ン
ト
の

状
況
と
も
関
連
し
ま
す
が
、
カ
ビ
や
ホ
コ
リ
か
、
あ
る
か
な
い
か
、
あ
れ
ば
そ

れ
が
ど
れ
く
ら
い
取
れ
る
の
か
。
こ
う
い
う
状
況
い
か
ん
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
作

業
の
ス
ピ
ー
ド
が
極
端
に
鈍
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
の
第
五
関
門
は
、
テ
キ
ス
ト
情
報
の
入
力
作
業
で
す
。
こ
れ
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
画
像
登
録
が
完
了
し
た
後
に
、
撮
影
し
た
方
、
撮
影
者
が

故
人
の
場
合
は
、
申
請
し
た
方
に
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
で
何
を
撮
っ
た
か
と

い
う
情
報
を
入
れ
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
こ
の
作
業
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
手
間
が
か
か
る
作
業
と
い
う
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い

る
の
で
す
が
、こ
こ
は
、作
業
す
る
方
が
「
孤
独
」
に
陥
ら
な
い
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。

　
図１　作業チャートにおける五つの関門
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デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
情
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入
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肖
像
権
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ハ
ー
ド
ル
お
よ
び
活
用
事
例

井上隆雄写真資料のデジ︎タルアーカイブ化支援

　
文
系
を
専
門
と
す
る
方
々
の
中
の
一
定
数
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
対
す
る
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
感
じ
て
い
ま
す
。
情
報
入

力
を
す
る
枚
数
も
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
よ
う
で
す
。
D
i
P
L
A
S
/

X
–
D
i
P
L
A
S
で
は
一
年
度
に
5
0
0
0
枚
以
内
と
い
う
基
準
を
設

け
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
枚
数
の
情
報
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
と

言
っ
て
も
、
そ
う
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
撮
影
者
が
も
う

既
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
後
に
残
っ
た
人
々
は
ど
の
よ
う
な
情
報
を
ど

の
よ
う
に
つ
け
た
ら
い
い
の
か
躊
躇
す
る
。
こ
う
し
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
ル
を
ど
の
よ
う
に
下
げ
る
か
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
撮
影
者
の
方
に
写
真
番
号
と
必
要
な
情
報
を

I
C
レ
コ
ー
ダ
ー
に
吹
き
込
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
こ
ち
ら
側
で
起
こ
し

て
い
く
。
こ
の
方
法
は
、
今
の
と
こ
ろ
一
件
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
他

の
方
法
と
し
て
は
、
撮
影
者
の
方
と
作
業
補
助
者
の
ペ
ア
に
よ
っ
て
、
撮
影
者

が
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
画
像
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
れ
を
も
と

に
作
業
補
助
者
が
撮
影
日
や
撮
影
地
を
は
じ
め
と
し
た
テ
キ
ス
ト
情
報
の
入
力

を
す
す
め
て
い
く
方
法
で
す
。

　
撮
影
者
が
故
人
の
場
合
は
、
そ
の
方
の
生
前
に
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
た
方
が
い
る
場
合
は
別
と
し
て
、
画
像
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
情
報

入
力
が
さ
ら
に
困
難
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
そ
の
画
像
を
見
て
、
わ

か
る
範
囲
で
テ
キ
ス
ト
情
報
を
入
力
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
『
片
倉

も
と
こ
「
ア
ラ
ブ
社
会
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
事
例
な
の
で
す
が
、
片
倉
氏
は

故
人
で
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
申
請
者
は
ま
た
別
の
方
で
、ま
ず
撮
影
対
象
物
、

す
な
わ
ち
何
が
写
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
情
報
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
リ
ス
ト

を
作
っ
て
も
ら
う
。そ
の
リ
ス
ト
に
沿
っ
て
作
業
者
が
写
真
を
見
な
が
ら
、キ
ー

ワ
ー
ド
(撮
影
対
象
物
)を
割
り
振
っ
て
い
く
。
リ
ス
ト
の
中
で
当
て
は
ま
る

語
が
な
い
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
申
請
者
の
方
と
作
業
者
、
私
も
交
え
て

相
談
し
な
が
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
増
や
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の

数
と
し
て
は
1
0
0
か
ら
1
5
0
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
キ
ー
ワ
ー

ド
を
絞
り
こ
ん
で
い
く
作
業
が
結
構
大
変
で
す
。
そ
こ
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
あ

る
程
度
機
械
的
に
作
業
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
片
倉
も
と
こ
「
ア
ラ
ブ
社
会
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
で
は
、
も
う
一
つ
大
き

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
肖
像
権
の
問
題
で
す
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
撮

影
さ
れ
た
写
真
が
多
い
の
で
す
が
、
地
域
の
社
会
・
文
化
規
範
を
か
ん
が
み
る

と
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
画
像
の
公
開
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
研
究
チ
ー
ム
が
現
地
に
行
っ
て
、
人
物
、
特
に
女
性
が
写
っ
て
い
る

画
像
は
一
枚
一
枚
、
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
確
認
し
、
公
開
す
る
場
合
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ら
良
い
か
、
閉
じ
ら
れ
た
場
な
ら
良
い
か
、
日
本
語
な
ら
良
い
か
、

ア
ラ
ビ
ア
語
な
ら
良
い
か
、
英
語
な
ら
良
い
か
と
い
う
よ
う
に
確
認
し
て
、
承

諾
を
取
る
と
い
う
作
業
で
す
。
こ
う
し
た
確
認
作
業
に
は
私
も
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
私
は
女
性
の
場
に
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
女
性
の
写
真
の
確
認

は
、
女
性
共
同
研
究
者
の
役
割
と
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
作
業
の
ス
ピ
ー
ド

は
決
し
て
速
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
体
の
1
万
5
0
0
0
枚
(風
景
の
み
の

画
像
を
含
む
)の
う
ち
1
0
0
0
枚
程
度
の
進
捗
状
況
な
の
で
す
。
肖
像
権

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
こ
れ
が
一
番
確
実
な
方
法

で
す
。
し
か
し
、人
に
よ
っ
て
意
見
が
異
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
ち
ら
側
で
い
く
つ
か
の
基
準
を
設
け
て
肖
像
権
処
理
に
あ
た
ろ
う

と
し
て
も
、
そ
れ
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
事
態
が
出
て
し
ま
う
の
で
す
。
肖
像
権

に
関
し
て
は
、
そ
う
い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
の
場
合
は
、
現
地
の
方
が
写
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
大
半
は
仏
教
壁
画
な
の
で
、
肖
像
権
の
ハ
ー
ド
ル
は
比
較
的
低
い
か

と
想
像
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
手
間
の
か
か
る
作
業
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
、
興
味
深
い
研

究
成
果
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
片
倉
氏
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
起
点
と

し
て
、
展
示
の
実
現
(民
博
の
企
画
展 
2
0
1
9
年
度
)、
書
籍
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
書
籍
で
の
活
用
例
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
現
地
で
確
認
し
た

結
果
、
右
上
の
女
性
の
方
は
ぼ
か
せ
ば
日
本
語
書
籍
で
使
用
し
て
も
良
い
と
い

う
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個
別
の
地
域
、
文
化
に
よ
っ
て
、
肖
像

権
処
理
の
や
り
方
が
違
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
難
し
さ
で
あ
る
と
と
も
に
面
白
さ

井
上
隆
雄
写
真
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
作
業
の
特
徴

も
感
じ
る
よ
う
に
私
は
な
り
ま
し
た
。

　
他
の
活
用
事
例
と
し
て
は
、「
リ
ピ
ー
ト
写
真
」
と
い
う
も
の
で
、
同
じ
場

所
で
同
じ
角
度
で
、
こ
の
場
合
50
年
ぐ
ら
い
の
間
隔
を
隔
て
て
写
し
て
い
く
。

そ
う
す
る
と
、
井
戸
が
枯
れ
た
と
か
、
過
去
と
現
在
の
対
比
が
視
覚
的
に
提
示

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
井
上
隆
雄
さ
ん
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
話
を
す
す
め
ま
す
と
、
難
易

度
は
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
側
の
立
場
で
は
、
D
i
P
L
A
S
史
上
、
三
指
に

入
り
ま
す
。

　
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
第
一
関
門
、
原
版
の
預
か
り
は
す

ん
な
り
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
正
垣
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
説
明
い
た
だ

い
た
よ
う
に
、
D
i
P
L
A
S
に
応
募
い
た
だ
く
前
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の

準
備
を
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。
ま
た
、
収
蔵
場
所
の
京
都
市
立

芸
術
大
学
か
ら
民
博
ま
で
の
距
離
が
近
い
た
め
、
受
け
渡
し
前
の
対
面
で
の
や

り
と
り
と
、
お
預
か
り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
や
す
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
第
二
関
門
で
あ
る
ポ
ジ
・
マ
ウ
ン
ト
の
劣
化
等
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
マ
ウ
ン
ト
、
ス
リ
ー
ブ
、
そ
し
て
35
㎜
、
中
版
の
複
数
サ
イ
ズ
が
混
在

し
て
い
た
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
事
前
準
備
と
し
て
の
整
理
・
収
納
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。

　
第
三
関
門
の
画
像
の
順
番
決
定
と
リ
ス
ト
化
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
整

理
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
原
版
を
一
旦
お
預
か
り
し
た
後
に
、
追
加
と
か

順
番
変
更
、
こ
ち
ら
で
お
預
か
り
す
る
前
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
た
画
像
の
重

複
、
反
転
、
回
転
な
ど
の
確
認
に
手
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

第
四
関
門
の
保
管
状
況
も
、
空
調
設
備
が
な
い
旧
小
学
校
の
校
舎
と
い
う
こ
と

で
、
原
版
が
結
構
劣
化
し
て
い
る
か
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
良
い

状
態
で
お
預
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
の
写
真
家
が
撮
っ
た
も
の
で
し
た
の
で
、
先
ほ
ど
の
申
し
上
げ
ま
し
た

と
お
り
、
ポ
ジ・マ
ウ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
、
中
版・ス
リ
ー
ブ
な
ど
多
種
の
フ
ィ

ル
ム
が
混
在
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
法
を
選
び
ま

し
た
。
こ
こ
も
手
間
が
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
の
第
五
関
門
、
文
字
情
報
入
力
に
関
し
て
は
、
と
に
か
く
正
垣
さ
ん
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
熱
意
と
人
を
巻
き
込
む
力
で
、
私
た
ち
も
巻
き
込
ま
れ
て
し

ま
っ
て
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
精
神
的
負
担
を
ご
ま
か
し
な
が
ら
進

ん
で
い
る
状
況
で
す
。
精
神
的
負
担
が
少
な
い
理
由
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
と

も
か
く
少
し
ず
つ
で
も
進
ん
で
い
く
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
正
垣

さ
ん
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
で
す
。

そ
れ
か
ら
正
垣
さ
ん
、
み
ん
ぱ
く
に
来
て
い
た
だ
く
た
び
に
お
土
産
を
持
っ
て

き
て
く
れ
る
（
笑
）。
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
な
の
で
す
が
、
人
間
の
ア
ナ
ロ
グ
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
デ
ジ
タ
ル
に
持
っ
て
い
く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

重
要
で
あ
る
な
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、五
つ
の
関
門
の
他
に
、大
き
な「
試
練
」が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
岡
田
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
D
i
P
L
A
S
で
扱
っ
た
地
域
研
究
画
像
の
場
合
、
色
味

が
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。時
に
は
、ス
キ
ャ
ナ
ー

で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
場
合
、
色
味
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
撮
影
者
の
方
に
恐
る
恐
る
確
認
し
て
み
る
の
で
す
が
、「
だ
め
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
井
上
隆
雄
さ
ん
の
場
合
、「
色
が
、
色

が
、
色
が
」
と
い
う
意
見
が
多
く
、
私
た
ち
の
ほ
う
で
露
出
を
変
え
て
2
回
ぐ

ら
い
撮
り
直
し
を
し
て
、
そ
の
あ
と
岡
田
さ
ん
に
さ
ら
に
色
補
正
を
か
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
色
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
い
う
理
由
は
、
今
日
の
シ
ン

ポ
を
通
じ
て
、私
自
身
も
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
点
が
こ
れ
ま
で
の
案
件
で
は
な
か
っ
た
点
な
の
で
す
。
D
i
P
L
A
S

に
と
っ
て
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
は
ど
の
よ
う
に
対

処
し
た
か
と
い
う
と
、
実
は
D
i
P
L
A
S
の
こ
れ
ま
で
の
作
業
体
制
、
ス

キ
ー
ム
だ
と
、
色
補
正
の
行
程
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
し
、
私
も
も
ち
ろ

ん
そ
の
点
は
素
人
で
す
。
そ
こ
で
今
日
の
第
三
発
表
者
の
岡
田
さ
ん
が
、
専

門
家
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
色
補
正
を
地
道
に
や
っ
て
、
正
垣
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活
用
へ
の
期
待

井上隆雄写真資料のデジ︎タルアーカイブ化支援

さ
ん
お
よ
び
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
が
納
得
す
る
色
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
作
業
を
今
度
は
X
–
D
i
P
L
A
S

の
ほ
う
に
還
元
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
と
、
X
–
D
i
P
L
A
S

が
で
き
る
作
業
オ
プ
シ
ョ
ン
が
ひ
と
つ
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
何
を
撮
っ
た
か
と
い
う
テ
キ
ス
ト
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
育
っ
て
い
く
わ
け
で

す
が
、井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真・画
像
、そ
し
て
正
垣
さ
ん
た
ち
の
関
心
に
沿
っ

た
仏
教
壁
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
場
合
、
地
域
研
究
と
は
異
な
る
種
類
の
情
報
が

付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
、

今
後
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
完
成
度
が
上
が
っ
て
く
に
つ
れ
て
、
面
白
く
な
っ
て
く

る
と
こ
ろ
か
な
と
思
い
ま
す
し
、
色
補
正
の
問
題
も
現
在
対
処
し
て
い
る
最
中

で
す
か
ら
、
今
の
段
階
で
落
ち
着
い
て
作
業
を
振
り
返
る
っ
て
こ
と
は
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
と
い
う
か
、
進
化
、
深
化
し

て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
近
い
将
来
そ
う
い
う
と
こ
も
正
垣
さ
ん
チ
ー
ム
と
関

係
者
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
自
己
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
活
用
法
に
関
し
て
も
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
す
。
先
ほ
ど
、
リ
ピ
ー
ト
写
真
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
定
番
的
な
、
50
年
前
と
今
を
可
視
的
に
比
較
で
き
る

よ
う
に
す
る
方
法
で
す
。
で
は
芸
術
関
連
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
場
合
、
新

た
な
活
用
法
が
出
て
く
る
の
か
、
恐
ら
く
模
写
な
ど
へ
の
活
用
な
の
だ
と

想
像
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
X
–
D
i
P
L
A
S
の
可
能
性
も

お
の
ず
と
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
作
業
を
日
々
し
て
い
ま
し
て
、
井
上
さ
ん
だ

け
の
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
じ
っ
く
り
と

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
い
く
つ
も
の
案
件
を
同
時
進
行
さ

せ
て
、
そ
れ
ら
の
中
で
ど
こ
に
ど
う
手
間
を
か
け
て
、
ど
う
い
う
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
で
、
何
枚
で
、
色
は
ど
う
か
っ
て
、
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
一
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
手
間
を
か
け
る

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
X
–
D
i
P
L
A
S
全
体
で
考
え
る

と
、
ど
の
辺
で
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
は

撮
影
し
た
方
、
応
募
し
た
方
々
、
多
数
の
人
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
も
か

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
で
も
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
を
核
に

集
っ
た
人
々
は
非
常
に
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
私
自
身
、
ア
フ
リ
カ
・
中
東
の
地
域
研
究
者
と
し
て
凝
り
固
ま
り
は

じ
め
て
い
る
、
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
活
用
法
に
対
し
て
い
か
に
風

穴
を
通
し
て
も
ら
え
る
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
非
常
に
期
待
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
あ
と
の
発
表
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

け
れ
ば
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図 2　DiPLAS 作業部屋に掲示されているマウント交換の見本図（小林直明作成）
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DiPLAS 活動紹介
デジタルライブラリの作成について

　
井
上
隆
雄
写
真
資
料
は
、
新
学
術
研
究
領

域
（
研
究
領
域
提
案
型
）
学
術
研
究
支
援
基

盤
形
成
・
研
究
基
盤
リ
ソ
ー
ス
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
「『
地
域
研
究
に
関
す
る
学
術
写
真
・

動
画
資
料
情
報
の
統
合
と
高
度
化
』（
課
題

番
号16H

06281 

中
核
機
関
：
国
立
民
族

学
博
物
館
、
代
表
者
：
𠮷
田
憲
司
）」（
以
下

D
i
P
L
A
S
）
に
2
0
2
1
年
度
に
採

択
さ
れ
、
研
究
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
人
間
文
化
研
究
機
構 

共
創
先
導
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
共
創
促
進
研
究
）「
学
術
知
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
の
国
立
民
族
学
博
物

館
拠
点
（
X
–
D
i
P
L
A
S
）
に
引
き
継

が
れ
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
構
築
と
充

実
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
研
究
者
が
世
界
各
地
で
調
査
す
る
際
に

撮
影
し
た
写
真
や
動
画
な
ど
の
画
像
資
料
は
、
調

査
当
時
の
実
態
を
記
録
し
た
研
究
資
源
で
あ
る
と

同
時
に
、
日
本
の
学
術
史
を
反
映
す
る
学
術
遺
産

で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
世
界
諸
地
域
を
対
象
と
し
て
現

在
進
行
中
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
画
像
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化・デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
支
援
し
、

将
来
に
わ
た
る
研
究
情
報
の
集
積
と
共
有
化
の
基

盤
を
整
備
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業

の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
進
行
中
の
科
研
費
採
択
者

を
対
象
に
広
く
公
募
を
行
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
た

公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
は
写
真
・
映
像
資

料
の
整
理
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

進
め
、
さ
ら
に
は
画
像
内
容
に
関
わ
る
テ
キ
ス
ト

入
力
の
支
援
も
行
う
こ
と
で
、
研
究
に
活
用
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作

成
し
て
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
公
開
可
能
な
画
像

に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
共
有
化
を
は
か
り
、
分

野
の
別
を
超
え
た
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
盤

を
構
築
し
ま
す
。

D
i
P
L
A
S
公
募
趣
旨

（
2
0
1
6

−

2
0
2
1
年
度
）

デジタルデータベースは共同編集が可能

ポジフィルムのデジタル化作業

活
動
支
援
の
流
れ

デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
画

像
の
利
用
に
つ
い
て
、
撮
影
者(

ま
た
は
著

作
権
継
承
者)

か
ら
民
博
が
利
用
許
諾
を
取

得
し
ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
、
案
件
申
請
代
表
者
、
案
件

メ
ン
バ
ー
は
、
自
由
記
述
欄
な
ど
へ
の
書
き

こ
み
を
と
お
し
て
、
写
真
に
つ
い
て
の
情
報

を
豊
か
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
関
係
者
と

情
報
共
有
を
お
こ
な
え
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
さ
れ
た
内
容
は
、

個
々
の
画
像
に
つ
い
て
著
作
権
者
が
お
こ
な

う
公
開
・
非
公
開
の
判
断
や
、
人
物
写
真
が

権
利
侵
害
や
尊
厳
棄
損
に
つ
な
が
る
可
能
性

に
つ
い
て
の
判
断
な
ど
を
ふ
ま
え
、
関
係
法

令
や
国
立
民
族
学
博
物
館
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
学
術
情
報
公
開
の
た
め
の
指
針
」、

な
ら
び
に
同
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
準
拠
し

て
利
用
範
囲
と
権
利
関
係
を
確
認
し
た
う
え

で
、
可
能
な
も
の
は
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

国
立
民
族
学
博
物
館
の
技
術
支
援
員
が
画
像

資
料
（
ネ
ガ
、
ポ
ジ
、
ガ
ラ
ス
乾
板
）
の
所

在
地
に
赴
き
、
資
料
の
保
存
状
態
を
確
認
し

た
う
え
で
、
資
料
を
民
博
に
輸
送
し
て
民
博

で
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
、
資
料
の
所
在
地
に

お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
を
判
断
し
ま

す
。
点
数
も
確
認
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
た
め
に
、
撮
影
者(

ま

た
は
申
請
代
表
者)

か
ら
民
博
が
利
用
許
諾

を
取
得
し
ま
す
。

資
料
に
通
し
番
号
（
I
D
）
を
付
与
し
、
原

版
が
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
る
場
合
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
方
法
と
手
順
を
検
討
し
、
原
版
収
納
状

態
の
記
録
、
ポ
ジ
マ
ウ
ン
ト
の
補
修
、
ポ
ジ

マ
ウ
ン
ト
等
に
記
載
さ
れ
た
情
報
の
リ
ス
ト

化
な
ど
の
行
程
を
経
た
の
ち
に
画
像
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
ま
す
。

リ
ス
ト
化
さ
れ
た
基
本
情
報
、
画
像
分
析
に

よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
A
I
タ
グ
を
付
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
提
供
し
ま
す
。
こ
の
段
階

で
は
、
ア
ク
セ
ス
権
限
を
持
つ
人
だ
け
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

DiPLAS 活動紹介デジ︎タルライブラリの作成について

公
募

採
択

資
料
状
態
の
確
認

原
版
の
預
か
り

デ
ジ
タ
ル
原
版

ポ
ジ
・
ネ
ガ
原
版

ト
レ
イ
に
移
替
・
撮
影

重
複
画
像
チ
ェ
ッ
ク

重
複
画
像
チ
ェ
ッ
ク

フ
ァ
イ
ル
リ
ネ
ー
ム

リ
ス
ト
表

コ
ン
タ
ク
ト
シ
ー
ト
作
成

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録

権
利
処
理

テ
キ
ス
ト
情
報
入
力
作
業

フ
ァ
イ
ル
番
号
付
与

リ
ス
ト
作
成

デ
ジ
タ
ル
化

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開

D
i
P
L
A
S

保
有
機
材

専
門
業
者へ

外
注

撮
影
マ
ウ
ン
ト
補
修
・

交
換
・
記
載
情
報
記
録

事
前
調
査

許
諾
取
得

一
般
公
開

画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

基
本
情
報
の
登
録

画
像
と
基
本
情
報
を
登
録
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
への
画
像
登
録

画
像
分
析
と
情
報
付
与

6

６

5

５
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２
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※ DiPLAS 公式 HP の内容を再編
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報告

Ｘ
‐
Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
が
構
築
す
る
画
像
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
特
徴

丸
川
雄
三

Ｘ-ＤｉＰＬＡＳが構築する画像デジ︎タルライブラリの特徴

　
国
立
民
族
学
博
物
館
（
民
博
）
の
丸
川
で
す
。
石
山
さ
ん
か
ら
も
お
話
が
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
科
研
の
支
援
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
域
研
究
画
像
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
（
D
i
P
L
A
S
）」
と
し
て
2
0
1
6
年
か
ら
5
年
、

こ
の
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
支
援
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は

人
間
文
化
研
究
機
構
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
学
術
知
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ（
X
–
D
i
P
L
A
S
）」へ
移
行
し
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
(図

1
)。
正
式
名
称
や
U
R
L
な
ど
の
詳
細
は
、
要
旨
集
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
こ
の
D
i
P
L
A
S
か
ら
X
–
D
i
P
L
A
S
へ
と

続
く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
担
当
と
し
て
開
発
に
関
わ
っ

て
参
り
ま
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
い
う
こ
と
で
お
話
し
い
た

し
ま
す
。
後
半
で
は
井
上
先
生
の
写
真
を
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実
際
の
画
面
に

よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。
写
真
は
現
時
点
で
は
非
公
開
の
も
の
で
す
の
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ご
参
加
の
皆
様
も
、
画
面
の
撮
影
、
キ
ャ
プ
チ
ャ
等
は
お
控
え
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

D
i
P
L
A
S
お
よ
び
X
–
D
i
P
L
A
S
は
、
民
博
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
研
究
に
関
す
る
写
真
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を

研
究
活
用
す
る
上
で
の
支
援
を
す
る
取
り
組
み
で
す
。
民
博
は
創
立
当
初
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
人
文
学
研
究
の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
長
年
に
わ
た
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
運
用
し
て
き
た
実
績

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
地
域
研
究
に
か
か
わ
る
用
語
や
資
料
整
理
な
ど

の
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
蓄
積
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
両
方
兼

ね
備
え
て
い
る
研
究
機
関
と
し
て
、
民
博
が
研
究
支
援
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ス
ラ
イ
ド
は
支
援
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
要
件
を
挙
げ
た
も
の
で
す
。
本
日

は
、
こ
の
中
で
特
に
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
を
用
い
た
索
引
、
す
な
わ
ち
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
の
生
成
を
中
心
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
枚
の
写
真
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
い
つ
、
ど
こ
で
撮
影
さ
れ
た
か
、
ま

た
何
が
写
っ
て
い
る
か
と
い
う
詳
細
な
情
報
は
、
写
真
を
整
理
す
る
時
点
で
は

な
か
な
か
全
部
は
わ
か
ら
な
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
入
れ
る
入
れ

物
を
ま
ず
は
用
意
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
写
真

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
本
的
な
情
報
で
す
。
こ
の
う
ち
「
公
開
条
件
」
は
、
写
真

が
研
究
者
の
間
で
限
定
的
に
公
開
さ
れ
る
場
合
（
こ
れ
は
井
上
隆
雄
先
生
の
写

真
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
す
で
に
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
）、
さ
ら
に
は
一
般

公
開
の
対
象
に
な
る
場
合
に
、
そ
の
可
否
を
判
定
す
る
た
め
の
情
報
を
入
れ
て

お
く
項
目
で
す
。
例
え
ば
許
可
を
得
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
か
ど
う
か
な
ど
、
当

時
の
状
況
を
よ
り
正
確
に
入
力
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
撮
影
し
た
ご
本
人

か
、
あ
る
い
は
そ
の
地
域
に
詳
し
い
研
究
者
、
専
門
の
方
に
入
れ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
項
目
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
写
真
原
板
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
お
こ
な
う
よ
り

も
以
前
か
ら
、
箱
な
ど
に
整
理
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
箱
に

は
撮
影
場
所
や
撮
影
時
期
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は

マ
ウ
ン
ト
の
余
白
に
や
は
り
メ
モ
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
文
字
情
報
は
、
写
真
の
基
本
情
報
を
埋
め
る
上
で
も
た
い
へ
ん

に
重
要
な
情
報
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
き
ち
ん
と
格
納
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
項

目
を
用
意
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
は
私
の
担
当
で
は
な
い
の
で
す
が
、
実

際
に
手
書
き
の
メ
モ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
打
ち
込
ん
で
い
く
と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
地
道
な
作
業
が
あ
り
ま
す
。
貴
重
な
写
真
に

関
連
す
る
情
報
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
留
意
を
し
な
が
ら
記
録
を
取
り
、
エ
ク

セ
ル
シ
ー
ト
に
整
理
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
登
録
し
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
撮

影
機
材
の
情
報
も
登
録
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
は
そ
の
大
き
さ
に
よ

り
、「
35
ミ
リ
」「
6
×
7
」「
6
×
9
」
の
よ
う
な
種
別
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
ネ
ガ
と
ポ
ジ
、
カ
ラ
ー
と
白
黒
、
マ
ウ
ン
ト
の
有
無
な
ど
も
記
録
し
て
お

き
ま
す
。
な
お
井
上
先
生
の
写
真
の
場
合
、
今
挙
げ
た
す
べ
て
の
種
類
の
原
板

が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
最
近
の
写
真
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
、
撮
影
機
材
な
ど
の
情
報
が
画
像
の
メ
タ

デ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
設
定
を
し
て
い
な
い
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
場
合
、
知
ら
ず
の
う
ち
に
そ
の
場
所
の
緯
度
経
度

が
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
意
図
せ
ず
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
緯
度
経

度
は
、
写
真
と
と
も
に
広
ま
る
こ
と
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
の
元
と
な
り
ま
す
の

で
、
少
な
く
と
も
一
般
公
開
す
る
前
に
は
緯
度
経
度
情
報
を
削
除
す
る
と
い
っ

た
配
慮
も
必
要
に
な
り
ま
す
。そ
の
他
に
、撮
影
日
時
や
レ
ン
ズ
の
焦
点
距
離
、

絞
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
等
の
情
報
も
記
録
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
画
像
と
そ
れ
に
付
随
す
る
情

報
を
寄
せ
集
め
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
ま
す
。
こ
れ
は
松
原
正
毅
先
生
の

写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
松
原
正
毅「
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
社
会
」コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
面
の
例
で
す
。
最
も
大
事
な
写
真
の
画
像
が
左
上

に
中
程
度
の
大
き
さ
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、
拡
大
し
て
閲
覧
す
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
画
像
の
メ
タ
デ
ー
タ
や
緯
度
経

度
の
情
報
は
、
そ
の
左
下
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

次
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
登
録
と
付
与
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
は
、
撮
影
者
や
そ
の
地
域
の
研
究
者
な
ど
、
写
真
の
撮
影
さ
れ

た
時
の
状
況
や
、
撮
影
内
容
が
わ
か
る
方
を
中
心
に
情
報
入
力
作
業
を
進
め
ま

す
が
、
井
上
隆
雄
先
生
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
先
生
が
ス
ラ
イ
ド

ボ
ッ
ク
ス
や
マ
ウ
ン
ト
に
書
き
込
ま
れ
た
メ
モ
が
断
片
的
な
情
報
と
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
撮
影
地
域
や
年
代
を
半
自
動
で
、
半
分
は
手
動
で
抽

出
し
写
真
に
付
与
す
る
試
み
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
D
I
Y
（D

o It 

Yourself

）
型
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
支
援
シ
ス
テ
ム
と
名
付
け
た
、
国

立
民
族
学
博
物
館
に
お
い
て
独
自
に
開
発
し
た
支
援
環
境
も
使
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
井
上
隆
雄
先
生
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ト
ッ

プ
画
面
で
す
（
45
頁
参
照
）。
今
回
、
二
度
に
分
け
た
作
業
に
よ
っ
て
、

5
0
0
0
枚
弱
の
写
真
を
登
録
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
「
画
像
情
報
全
件
表

示
」
と
い
う
ボ
タ
ン
が
画
面
中
央
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
で
登
録
さ
れ
て
い

る
写
真
を
全
て
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
果
一
覧
画
面
の
左
方
に
は
結

果
の
件
数
が
表
示
さ
れ
、
全
部
で
4
9
7
6
件
の
登
録
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
こ
で
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
例
を
示
し
ま
す
。
最
初
に
試
験
的
に
登
録

し
た
2
9
7
枚
の
写
真
を
一
覧
表
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ル
チ
に
あ
る
三
つ

の
お
堂
の
内
部
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
写
真
の
情

報
に
は
お
堂
の
名
前
だ
け
で
は
な
く
、
堂
内
の
一
階
か
二
階
か
、
あ
る
い
は
正

面
で
あ
る
か
、
天
井
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
、
撮
影
場
所
を
細
か
く
記
録
し

た
テ
キ
ス
ト
が
付
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
情
報
を
「
地
域
」
の
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
に
よ
っ
て
構
造
化
し
ま
す
と
、
例
え
ば
最
初
の
お
堂
の
う
ち
、
天
井
の
写

真
だ
け
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
検
索
画
面
で
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は

プ
ル
ダ
ウ
ン
で
選
択
す
る
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
写
真
が
あ
る
程
度
整

理
さ
れ
た
状
態
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
お
返
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
た
際
に
登
録
さ
れ
た
初
期
の
テ
キ
ス
ト
を
活
用

し
た
情
報
整
理
の
具
体
例
で
す
。
最
初
に
何
も
手
が
か
り
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
整
理
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
正
確
な
情
報
が
写
真

に
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
生
成
す
る

こ
と
で
本
質
的
に
情
報
の
量
が
増
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
使
い
勝

手
の
上
で
も
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
ス
ラ
イ
ド
が
格
納
さ
れ
て
い
た
箱
や
マ
ウ
ン
ト
に
書
き
込
ま
れ
た
テ
キ

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
機
能
に
よ
る
写
真
の
整
理

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
と
情
報
の
登
録

は
じ
め
に
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ス
ト
の
活
用
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
最
初
に
写
真
の
原
板
を
整
理
す
る
際

に
、
格
納
さ
れ
て
い
た
元
の
箱
か
ら
新
し
い
箱
へ
移
す
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
元
の
箱
に
は
番
号
を
つ
け
て
、
そ
の
箱
に
書
か
れ
て
い
た
タ
イ
ト
ル
を
新

し
い
箱
に
移
し
替
え
ま
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
こ
の
箱
ご
と
の
単
位
で
写

真
を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
キ
ー
ワ
ー
ド
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
生
成
し
ま
す
。
画

面
で
は
、例
と
し
て「
5
–
03
」と
い
う
整
理
用
の
番
号
が
付
与
さ
れ「
壁
画
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
た
写
真
を
表
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
撮
影
内
容
に
関
す
る
用
語
を
取
り
出
し
て
作
成
し
た
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
た
写
真
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
が
あ
れ
ば
、
フ

リ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
機
能
で
テ
キ
ス
ト
を
入
力
し
て
写
真
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
利
用
者
に
と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
検

索
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
箱
や
撮
影
内
容
に
関
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
が
、
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
万
人
向
け
の
わ
か
り
や
す
い
入
り
口
と
な
り

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
写
真
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
案
内
で
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
初
の

2
9
7
枚
の
ア
ル
チ
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
お
い
て
も
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
タ
グ
」
の
形
で
検
索
一

覧
や
写
真
の
詳
細
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
般
若
波
羅
蜜
仏
母
」
と

い
う
タ
グ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
付
与
さ
れ
た
写
真
ば
か

り
を
取
り
出
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
(図
2
)。

そ
の
ほ
か
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
「
A
I
タ
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
画
像
認
識
技
術
に
よ
っ
て
付
与
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
で
す
。
例
え
ば
「T

extile

」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
択
す
る
と
、

壁
画
を
中
心
と
し
た
1
5
0
0
枚
余
り
の
写
真
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
A
I
タ
グ
は
画
像
情
報
の
み
を
参
照
し
付
与
さ
れ
ま
す
の
で
、
テ
キ
ス

ト
に
よ
る
情
報
が
全
く
付
与
さ
れ
て
い
な
い
写
真
も
含
め
て
検
索
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
こ
ろ
が
強
み
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
第

3
セ
ミ
ナ
ー
室
で
今
回
特
別
に
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
試
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

続
け
て
D
I
Y
型
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
支
援
シ
ス
テ
ム
（
D
I
Y
型

シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
ち
ら
が
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
す
。

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
あ
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
項
目
の
入
力
割
合
を
見
る
と
、
お
お

よ
そ
半
分
程
度
の
写
真
に
テ
キ
ス
ト
情
報
が
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
D
I
Y
型
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
出
し
一
覧
を
自

動
で
生
成
し
ま
す
。
こ
の
画
面
は
D
I
Y
型
シ
ス
テ
ム
が
出
力
し
た
エ
ク
セ

ル
の
例
で
す
。
D
I
Y
型
シ
ス
テ
ム
で
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
写
真
へ
の
対
応

付
け
を
自
動
で
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
こ

こ
で
作
成
し
ま
す
。
い
わ
ば
メ
ー
ル
の
振
り
分
け
設
定
の
よ
う
な
機
能
で
す
。

テ
キ
ス
ト
は
手
書
き
文
字
の
書
き
起
こ
し
で
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
表
記
に
は

揺
ら
ぎ
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の
異
な
る
表
記
に
対
し
て
ひ
と
つ
の
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
揺
ら
ぎ
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

D
I
Y
型
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
先
ほ
ど
説
明
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
一
括
で
生
成
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
登
録
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。最

後
に
、
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
支
援
す
る
新
し
い
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
だ
開
発
中
の
も
の
で
す
が
、
P
C
の
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
で
写
真
を
フ
ォ
ル
ダ
に
整
理
を
す
る
よ
う
な
直
感
的
な
操
作
が
で
き
る

仕
組
み
を
備
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
た

複
数
の
写
真
を
、
ま
と
め
て
ひ
と
つ
の
フ
ォ
ル
ダ
に
追
加
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
フ
ォ
ル
ダ
に
登
録
し
た
写
真
全
て
に
同
じ
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
る
な
ど
の
一
括
編
集
機
能
も
備
え
て
お
り
ま
す
。
写
真
の
整
理
と
利
用
の
た

め
の
環
境
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

以
上
、
D
i
P
L
A
S
か
ら
X
–
D
i
P
L
A
S
へ
と
続
く
シ
ス
テ
ム
開

発
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
取
り
組
み
を
、
井
上
隆
雄
先
生
の
写
真
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
例
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
適
切
に
生
成
す
る

こ
と
で
、
原
板
の
整
理
状
況
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
反
映
し
継
承
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
画
像
認
識
技
術
や
D
I
Y
型
シ
ス
テ
ム

の
活
用
に
よ
っ
て
、
情
報
の
構
造
化
を
支
援
し
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
高
度
化

を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
研
究
写
真
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の

さ
ら
な
る
充
実
と
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

D
I
Y
型
シ
ス
テ
ム
の
活
用

お
わ
り
に

図 1　人間文化研究機構共創先導プロジ︎ェクト（共創促進研究）
　　　「学術知デジ︎タルライブラリの構築」国立民族学博物館拠点（X-DiPLAS）
　　   公式サイトトップページ︎（https://www.r.minpaku.ac.jp/x-diplas/）

図 2　キーワードインデックス「般若波羅蜜仏母」による検索結果例
          （「井上隆雄写真データベース」より）



69 68

報告

井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
の
実
践
と
課
題

岡
田
真
輝

井上隆雄アーカイブ活動の実践と課題

　
ご
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
」
に
て

研
究
補
助
と
し
て
、
色
補
正
作
業
な
ど
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
岡
田
真
輝
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
は
同
大
学
大
学
院
の
芸
術
学
専

攻
出
身
で
、
専
門
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
代
美
術
で
す
。
写
真
資
料
の
扱
い
や
仏

教
美
術
に
つ
い
て
は
本
来
専
門
外
の
分
野
で
す
が
、
初
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
山
下
晃
平
先
生
の
ゼ
ミ
の
後
輩
と
し
て
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
修
士
在
学
中
か
ら
資
料
整
理
に
関
わ
り
、
2
0
1
7
年
か
ら
現
在
ま
で

五
年
間
ほ
ど
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
、
重
複
す
る
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
概
要
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
井
上
隆
雄
氏
は
京
都
市
立
芸
術
大

学
出
身
の
写
真
家
で
非
常
に
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
6

年
に
ご
逝
去
さ
れ
た
後
、
ご
遺
族
の
方
よ
り
連
絡
を
受
け
、
京
都
市
立
芸
術
大

学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
で
井
上
氏
が
遺
さ
れ
た
膨
大
な
作
品
資
料
群
を
お

預
か
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
し
た
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
本
学
の
1
3
0
年
を

超
え
る
歴
史
の
中
で
、
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
て
き
た
教
育
研
究
の
成
果
や

収
蔵
品
な
ど
の
資
料
を
、
単
な
る
記
録
や
保
存
資
料
と
し
て
で
は
な
く
、
新
た

な
芸
術
創
造
の
源
で
あ
り
有
用
な
教
育
資
源
と
し
て
捉
え
、
ア
ー
カ
イ
ブ
理
論

の
研
究
と
実
践
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
資
源
や
新
た
に
生
ま
れ
る
資
源
を
体
系
的

に
整
理
し
活
用
に
努
め
る
こ
と
を
目
指
す
機
関
で
す
。
活
動
状
況
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
本
学
の
教
育
研
究
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
創
造
や
研
究

の
促
進
、
芸
術
文
化
の
振
興
、
芸
術
産
業
の
振
興
な
ど
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
は
、
芸
資
研
に

お
い
て
、
2
0
1
6
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
「
美
術
関
連
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ

構
築
と
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
2
0
1
8

年
に
は
、
現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
正
垣
先
生
が
共
同
研
究
者

と
し
て
参
加
さ
れ
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
仏
教
壁
画
関
連
の
資
料
群
を
重
点
的
に
扱
っ

た
研
究
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
1
年
度
に
は
「
仏
教
美
術

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
の
共
同
研
究
と
、
国
立
民
族
学
博
物
館
拠
点
の

科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
D
i
P
L
A
S
」
に
よ
る
研
究
支
援
が
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
に
加
え
て
、
ビ
ル
マ
で
撮
影
さ
れ
た
資
料

群
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

次
に
資
料
の
受
け
入
れ
当
初
か
ら
の
動
き
を
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

初
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
山
下
晃
平
氏
に
よ
り
、
2
0
1
6
年
、
井

上
氏
ご
逝
去
か
ら
間
も
な
く
、
ア
ト
リ
エ
に
て
受
け
入
れ
資
料
の
確
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
度
ま
で
、
山
下
先
生
を
中
心
に
膨
大
な
資
料
群
を

概
観
す
る
目
録
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
芸
資
研
に
は
受
け
入
れ
資
料
を
保
管
、

収
蔵
す
る
た
め
の
環
境
を
備
え
た
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
資
料
群
は
大
学
移

転
予
定
地
の
廃
小
学
校
の
空
き
教
室
に
移
さ
れ
、
こ
ち
ら
を
拠
点
に
資
料
整
理

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
類
が
保
存
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
は
平
均
し
て

1
0
0
枚
単
位
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
仏
教
美
術
関
連
以
外
に
も
、

京
都
の
神
社
仏
閣
、
自
然
、
茶
道
関
連
、
美
術
作
品
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
各
地
の
写
真
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
分
野
の
撮
影
資
料
が
遺
さ
れ
ま
し

は
じ
め
に

井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
く
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
に
つ
い
て

た
。
ま
た
フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
き
と
い
っ
た
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
資
料
以
外
に
も
、

井
上
氏
の
写
真
展
で
使
用
さ
れ
た
大
判
の
ポ
ス
タ
ー
や
展
示
パ
ネ
ル
等
も
寄
贈

さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
類
は
マ
ウ
ン
ト
用
の
保
存
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
封
筒
に
ス
リ
ー
ブ
の
状
態
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
、

ま
た
サ
イ
ズ
も
中
判
サ
イ
ズ
か
ら
35
ミ
リ
ま
で
、
多
種
多
様
の
形
態
の
資
料
が

入
り
乱
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
と
は
い
え
、
整
理
を
進
め
て
い
く
中

で
、
井
上
氏
自
身
の
手
に
よ
る
分
類
整
理
は
非
常
に
細
や
か
な
も
の
だ
と
実
感

す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
概
観
す
る
た
め
の
手
引
き
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
存
在
せ

ず
、
井
上
氏
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
資
料
を
ま
と
め
て
い
た
の
か
不
明
の
ま

ま
、
手
探
り
で
の
分
類
作
業
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
の
も
と
、
資
料
全
体
の
把
握
と
リ
ス
ト
化
が
進

め
ら
れ
、
資
料
の
貸
し
出
し
や
問
い
合
わ
せ
へ
の
返
答
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
仏
教
関
連
の
資
料
群
の
存
在
か
ら
本
共
同
研
究
が
開
始
、
目
録
の
作
成
最

中
か
ら
資
料
の
利
活
用
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
目
録
作
成
や
仏
教

壁
画
関
連
の
共
同
研
究
と
並
行
し
て
、
展
覧
会
を
通
じ
て
の
広
報
活
動
も
節
目

節
目
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
の
大
学
校
舎
が
西
京
区

の
沓
掛
に
移
る
以
前
の
、
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
の
様
子
を
撮
影
し
た
資
料
を
展

示
し
た
企
画
展
も
開
催
し
ま
し
た
。
本
学
は
今
年
の
夏
に
も
京
都
駅
横
へ
移
転

す
る
の
で
す
が
、
移
動
を
繰
り
返
す
大
学
の
変
遷
、
歴
史
を
記
録
す
る
も
の
と

し
て
も
貴
重
な
作
品
群
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
仏
教
壁
画
関
連
の
共
同
研

究
の
始
動
に
伴
い
、活
動
報
告
を
行
う
展
示
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
正
垣
先
生
が
研
究
協
力
者
と
し
て
参
加
さ
れ
た
当
初
は
先
生

の
ラ
ダ
ッ
ク
壁
画
研
究
の
ご
経
験
か
ら
知
識
を
お
借
り
し
、
撮
影
さ
れ
た
壁
画

の
寺
院
の
同
定
や
、
尊
像
名
な
ど
の
情
報
を
目
録
へ
追
加
し
て
い
く
こ
と
が
主

な
作
業
内
容
で
し
た
。
そ
の
中
で
井
上
氏
の
高
度
な
撮
影
技
術
に
よ
り
、
細
部

ま
で
明
瞭
に
確
認
で
き
る
写
真
か
ら
、
現
状
模
写
に
も
取
り
組
む
芸
術
実
践
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
の
ち
ほ
ど
、
正
垣
先
生
か
ら

詳
し
く
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
す
。

井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
中
で
重
点
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
資
料
群
の
研
究
活
動
で
す
が
、

2
0
2
1
年
3
月
、
こ
こ
ま
で
の
数
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
総
覧
す
る
企

画
展
を
開
催
し
、
研
究
成
果
の
報
告
も
行
い
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
度
か
ら

は
地
域
研
究
画
像
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
「
D
i
P
L
A
S
」
か
ら
支
援
を
受

け
、
仏
教
壁
画
関
連
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
構
築
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

ラ
ダ
ッ
ク
の
資
料
群
は
既
に
芸
資
研
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る
程
度
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
撮
影
さ
れ
た
資
料
群
は
み
ん
ぱ
く
の
機
材
、
技

術
の
支
援
を
受
け
、
4
0
0
0
枚
を
超
え
る
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
文
字
情

報
の
入
力
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室
で
は
実
際
に
丸
川
先
生

か
ら
ご
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
実
際
の
検
索
画
面
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た

井
上
写
真
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
活
用
の
利
便
性
が
向
上
し
、
井
上
資

料
は
研
究
資
源
と
し
て
の
価
値
を
一
段
と
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

芸
資
研
の
活
動
意
義
の
観
点
か
ら
、
こ
の
D
i
P
L
A
S
の
検
索
機
能
に
期

待
し
て
い
る
、
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
芸
術
家
の
養
成
も
目
的
と
し
て
い

る
本
学
で
、
こ
う
し
た
過
去
の
芸
術
表
現
が
読
み
取
れ
る
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ

す
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
と
、
学
生
た
ち
に
も
自
身
の
創
作
活
動
に
生
か
せ

る
参
考
資
料
と
し
て
還
元
で
き
た
ら
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
現

在
登
録
を
予
定
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
群
は
学
術
的
な
専
門
用
語
が
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
専
門
知
識
を
持
た
な
い
人
間
で
も
、
ア
ク
セ
ス
が
容

易
に
な
る
抽
象
度
の
高
い
語
彙
、例
え
ば
赤
い
青
い
、四
角
い
丸
い
な
ど
と
い
っ

た
簡
単
な
色
彩
や
様
態
を
示
す
語
彙
も
組
み
込
み
設
定
す
る
こ
と
で
、
広
義
の

絵
画
表
現
の
サ
ン
プ
ル
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
も
繋
げ
ら
れ
る
の

で
は
？
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
出
て
き
ま
し
た
。
今
後
実
際
に
取
り
組
む
か
は
ま

だ
全
く
未
定
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
資
料
の
活
用
の

幅
を
さ
ら
に
広
げ
て
く
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
2
0
2
2
年
度
に
私
が
主
に
従
事
し
た
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
井
上
隆
雄
写
真
資
料
の
仏
教
壁
画
関
連

は
模
写
に
よ
る
芸
術
実
践
も
行
わ
れ
、
美
術
関
連
資
料
と
し
て
の
高
い
価
値
か

ら
活
用
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ィ
ル
ム
資
料
群
の
多
く
に

色
補
正
の
試
行
に
つ
い
て
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⾊味の違い

スキャナー付属の
退⾊復元機能による

⾃動補正

『井上隆雄
チベット密教壁画』

駸々堂 1978年

『Alchi: Ladakh's Hidden 
Buddhist Sanctuary 

-The Sumtsek』
Serindia Publications

1996年

1 原板 2 ⾃動補正 3 出版物 4 出版物

6×7 版
ポジフィルム

程
度
の
差
は
あ
れ
、
経
年
劣
化
に
よ
る
退
色
が
見
ら
れ
ま
す
。
美
術
関
連
資
料

と
し
て
利
活
用
の
模
索
を
図
る
本
研
究
に
お
い
て
、
壁
画
の
描
線
や
色
、
併
記

さ
れ
た
経
典
の
文
言
な
ど
の
要
素
は
表
現
技
法
を
探
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な

情
報
で
す
。
み
ん
ぱ
く
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
バ
ガ
ン

の
資
料
群
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
画
像
を
登
録
す
る
前
に
、
実
際
の
色
味
に

近
づ
け
る
た
め
色
補
正
を
試
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

色
味
の
問
題
に
つ
い
て
実
例
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
同
じ
内
容
の
写
真
が

四
枚
並
ん
で
い
ま
す
が
、
ス
ラ
イ
ド
左
か
ら
向
か
っ
て
一
番
目
が
劣
化
し
退
色

し
て
し
ま
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
板
で
す
。
二
番
目
は
芸
資
研
で
ス
キ
ャ
ン
し

た
際
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
付
属
の
機
能
を
使
っ
て
退
色
復
元
を
自
動
的
に
行
っ
た

も
の
。
三
番
目
は
1
9
7
8
年
に
出
版
さ
れ
た
写
真
集
の
印
刷
。
四
番
目
は

1
9
9
6
年
出
版
の
資
料
の
印
刷
で
す
(図
1
)。
二
番
目
の
色
味
は
、
そ
の

ほ
か
と
比
べ
る
と
青
み
や
緑
み
が
強
い
印
象
で
、
三
番
、
四
番
の
印
刷
物
は
出

版
時
の
色
校
正
に
よ
る
違
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
書
籍
自
体
の
劣
化
も
考
慮

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
、二
、三
番
は
井
上
氏
撮
影
の
も
の

な
の
で
す
が
、
四
番
は
海
外
の
研
究
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
四
番
は
撮
影

時
期
も
異
な
る
た
め
壁
画
自
体
の
状
態
も
20
年
分
異
な
り
、
そ
の
間
、
劣
化
が

進
む
、
あ
る
い
は
修
復
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
撮
影
機
器

や
照
明
の
違
い
な
ど
も
あ
り
、
ど
れ
が
実
際
の
色
味
に
近
い
の
か
、
断
定
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。
ま
た
、
表
示
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
の
精
度
に
よ
っ
て

も
見
え
方
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
精
度
を
高

く
保
て
る
よ
う
、
カ
ラ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
ニ
タ
ー
を
用
い
、
画
像
編
集
ソ
フ

トPhotoshop

で
の
色
補
正
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
色
補
正
を
行
う
こ
と
に
は
い
く
つ
か
問
題
点
と

限
界
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
画
像
に
多
く
の
参
考
資
料
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
が
撮
影
さ
れ
、
印
刷
さ
れ
る
ま
で
の
背
景
は
同
じ
条
件
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
解
を
見
つ
け
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
非
常
に
難
し
い
で

す
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
本
資
料
は
実
際
の
壁
画
の
表
現
や
現
地
の
状
況
に
加

え
、
井
上
氏
の
撮
影
技
術
や
表
現
が
加
わ
っ
た
画
像
で
も
あ
り
ま
す
。
記
録
だ

け
を
目
的
と
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
一
枚
一
枚
が
井
上
氏
の
作
品
で
も
あ
る

た
め
、
恣
意
的
な
編
集
を
加
え
て
、
写
真
家 

井
上
隆
雄
の
表
現
を
損
な
う
恐

れ
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
劣
化
し
た
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
来
作
品
が
持
つ
資
料
的
価
値
や
美
術
的
価
値
の
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
2
0
2
2
年
度
の
色
補
正
作
業
で
は
、
資
料
の
持

つ
情
報
の
読
み
取
り
を
妨
げ
ず
、
絵
画
表
現
と
し
て
鑑
賞
に
耐
え
得
る
色
味
に

戻
す
こ
と
を
目
標
に
実
験
を
試
み
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
の
構
造
は
、
大
雑
把
に
光
の
三
原
色
で
発
色
す
る
青
色
感

光
層
、
緑
色
感
光
層
、
赤
色
感
光
層
と
、
緑
色
感
光
層
、
赤
色
感
光
層
に
青
色

光
が
入
る
の
を
防
ぐ
イ
エ
ロ
ー
フ
ィ
ル
タ
層
の
四
つ
の
層
か
ら
な
り
ま
す
。
一

般
的
に
現
像
後
は
イ
エ
ロ
ー
の
色
層
か
ら
抜
け
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
正

解
の
色
味
が
わ
か
ら
な
い
中
、
R
G
B
す
べ
て
の
値
を
操
作
す
る
の
は
非
常

に
難
し
い
と
い
う
専
門
家
の
助
言
を
受
け
、
第
一
次
補
正
で
は
ブ
ル
ー
の
値

の
み
を
操
作
し
、
イ
エ
ロ
ー
の
不
足
を
補
う
方
向
で
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
比
べ
る
と
、
壁
画
と
し
て
色
味
に
近
づ
い
た
印
象
で
す
が
、

2
0
1
0
年
代
前
半
に
寺
井
先
生
が
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
と
比
較
す
る

と
、
地
の
白
さ
や
植
物
文
様
の
後
背
の
緑
み
が
再
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
十
分

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
(図
2
)。

並
行
し
て
、
壁
画
以
外
の
人
々
の
営
み
や
建
築
が
撮
影
さ
れ
た
資
料
に
も
同

じ
設
定
で
補
正
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も
良
い
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
も
そ
も
資
料
群
は
す
べ
て
が
同
程
度
の
劣
化
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
フ
ィ
ル
ム
の
種
類
や
保
存
法
の
違
い
に
よ
っ
て
か
、
退
色
が
進
ん
で
い

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
こ
ま
で
気
に
な
ら
な
い
程
度
に
収
ま
っ
て
い
る
も
の
も

混
在
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
資
料
の
退
色
の
具
合
が
同
程
度
で
あ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
イ
エ
ロ
ー
の
補
正
の
み
、
か
つ
、
一
括
で
の
作
業
を
行
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
一
枚
一
枚
目
視
で
確
認
し
、
R
G
B
す
べ
て
の
値
を
そ
の
都
度

調
整
す
る
方
針
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
第
二
次
色
補
正
で
、
R
G
B

の
値
す
べ
て
を
手
動
で
調
整
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
第
一
次

色
補
正
、
第
二
次
色
補
正
と
見
比
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
第
一
次
色
補
正
で

強
す
ぎ
た
イ
エ
ロ
ー
が
少
し
ば
か
り
抜
け
た
印
象
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
ち
ら
も
寺
井
先
生
撮
影
の
写
真
と
見
比
べ
ま
す
と
、
ト
ー
ン
も
暗
く
、 図 1　各資料の色の比較

オリジナル 補正後 寺井淳⼀⽒ 撮影

第1次⾊補正 ブルーの値のみを調整しイエローを補う
地の⽩さや緑みを帯びた顔料の再現には⾄らず不⼗分

図 2　オリジ︎ナルと第1次補正、2010 年代撮影画像との比較
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井上隆雄アーカイブ活動の実践と課題

オリジナルネガ 反転

描
線
も
不
鮮
明
で
あ
り
、
目
標
と
す
る
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
が
現
時
点
で
行
え
る
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
色
補
正
の
限
界
か
と
考

え
、
次
に
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
資
料
群
の
色
味
の
確
認
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
ス

ラ
イ
ド
の
画
像
は
、
70
年
代
当
時
、
井
上
氏
が
密
教
壁
画
群
の
展
示
を
百
貨
店

に
て
開
催
し
た
際
の
記
録
写
真
で
す
(図
3
)。
み
ん
ぱ
く
で
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
際
に
撮
影
時
点
で
ネ
ガ
の
色
味
を
反
転
し
た
も
の
で
す
が
、
会
場
内
の
蛍
光

灯
の
光
の
影
響
で
、
不
自
然
な
緑
が
か
っ
た
画
像
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
み
ん
ぱ
く
収
蔵
資
料
の
記
録
写
真
の
撮
影
を
ご
担
当
さ
れ
て
い
る
増
田
大

輔
氏
に
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
扱
い
に
つ
い
て
の
相
談
を
す
る
中
、
思
い
が
け
ず

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
色
補
正
に
も
援
用
で
き
る
方
法
が
判
明
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム

の
中
間
色
を
抜
き
出
し
、
画
像
そ
の
も
の
の
情
報
に
基
づ
い
て
補
正
を
行
う
と

い
う
方
法
で
、
先
ほ
ど
ま
で
保
留
し
て
い
た
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
色
補
正
作
業
を

再
開
し
ま
し
た
。
増
田
氏
か
ら
得
た
知
見
を
基
に
、
第
三
次
色
補
正
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
第
二
次
色
補
正
で
問
題
と
な
っ
た
ト
ー
ン
の
暗
さ
を
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
第
二
次
色
補
正
ま
で
は
参
考
資
料
と
の
見
比
べ
と
い
う
非
常

に
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
作
業
従
事
者
で
あ
る
私
自
身
の

色
感
覚
に
頼
る
方
法
で
し
た
が
、
第
三
次
色
補
正
で
行
っ
た
中
間
色
の
抜
き
出

し
と
い
う
方
法
か
ら
は
客
観
的
な
判
断
要
素
が
加
わ
り
ま
す
。
寺
井
先
生
撮
影

の
も
の
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
異
な
る
色
調
で
す
が
、
寺
井
先
生
の
写
真
は
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
で
2
0
1
0
年
代
に
撮
ら
れ
た
も
の
、
壁
画
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
補
修
が
入
っ
た
あ
と
の
も
の
と
い
う
点
を
考
慮
し
、
井
上
氏
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
た
参
考
書
籍
の
印
刷
の
色
味
と
も
見
比
べ
、
こ
ち
ら
の
第
三
次
色
補
正

が
、
現
時
点
で
行
え
る
補
正
の
及
第
点
で
あ
る
と
判
断
し
、
今
回
の
作
業
を
最

終
的
に
進
め
ま
し
た
。

四
枚
の
画
像
を
並
べ
て
み
ま
す
(図
4
)。
完
璧
と
は
も
ち
ろ
ん
い
え
ま
せ

ん
が
、
第
三
次
色
補
正
が
こ
の
中
で
は
一
番
鮮
明
に
図
像
を
読
み
取
れ
る
レ
ベ

ル
ま
で
持
っ
て
い
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
資
料
の
持
つ
情
報
の
読

み
取
り
を
妨
げ
ず
、
絵
画
表
現
と
し
て
鑑
賞
に
耐
え
得
る
色
味
の
近
似
値
に
戻

す
と
い
う
目
標
に
向
け
、
こ
の
よ
う
に
三
段
階
に
わ
た
り
色
補
正
の
試
行
を
行

図 3　ネガフィルムの色補正試行

い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
登
録
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
退
色
傾
向
の
詳
細
を
探
る
べ
く
、
井
上
資
料
群
の
フ
ィ
ル
ム
の
現
状
を
さ

ら
に
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
詳
し
い
分
析
の
前
に
デ
ジ
タ

ル
化
を
行
い
ま
し
た
が
、そ
れ
以
前
に
、フ
ィ
ル
ム
の
メ
ー
カ
ー
や
型
番
と
い
っ

た
情
報
か
ら
、
ど
の
種
類
の
フ
ィ
ル
ム
は
ど
の
よ
う
な
劣
化
傾
向
が
あ
る
の
か

な
ど
の
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
分
析
の
結
果
、
特
定
の
退
色

傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、

多
様
な
分
野
で
、
昨
今
必
要
が
迫
ら
れ
て
い
る
写
真
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
研
究
全
体
に
と
っ
て
有
用
な
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
際
の
活
動
報
告
と
課
題
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
技
術
的
に
は
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
が
必
要
な
点

は
多
い
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
井
上
隆
雄
写
真
資
料
群
を
扱
っ
て
行
え
る
研

究
の
可
能
性
、
意
義
深
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
単
な
る
記
録
で
は
な
い
、
芸
術

家
と
し
て
の
技
術
と
視
点
が
確
か
に
現
れ
て
い
る
井
上
氏
の
仕
事
を
、
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
研
究
が
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
駆
け
足

で
し
た
が
、
以
上
で
私
か
ら
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

オリジナル 第1次⾊補正 第2次⾊補正 第3次⾊補正

図 4　オリジ︎ナルと第1次〜第3次までの色補正比較
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井
上
隆
雄
撮
影
の
バ
ガ
ン
壁
画
と
可
能
性

寺
井
淳
一

報告

井上隆雄撮影のバガン壁画と可能性

番
号
で
す
。
私
の
手
元
に
届
い
た
際
は
、
そ
の
ま
と
ま
り
毎
に
フ
ォ
ル
ダ
が
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
の
ま
と
ま
り
に
属
す
る
写
真
の
枚
数
は
バ
ラ
バ
ラ
で

す
が
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
同
じ
寺
院
壁
画
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
一
枚
ず
つ
お
寺
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
有

名
な
寺
院
壁
画
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
が
、
候
補
が
幾
つ
か
思
い
浮
か

ぶ
場
合
、
一
枚
ず
つ
手
持
ち
の
デ
ー
タ
と
突
き
合
わ
せ
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
そ
れ
が
少
し
面
倒
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
写
真
群
も
あ
り
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
て
い
る
部
分

で
は
、
寺
院
の
外
観
を
撮
っ
た
写
真
で
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
外
観
だ
け
が

連
な
っ
て
く
る
と
、
壁
画
と
の
関
連
が
全
く
無
い
の
で
、
外
観
の
特
徴
だ
け
で

寺
院
を
同
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
頭
の
中
で
、
似
た
よ
う
な
規
模

や
構
造
の
寺
院
が
幾
つ
か
浮
か
ん
で
く
る
の
で
、
な
か
な
か
候
補
を
絞
る
こ
と

が
で
き
ず
、
か
な
り
困
難
な
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
前
後
の
写
真
を
見
比
べ
、

一
緒
に
写
り
込
ん
だ
寺
院
や
背
景
を
参
考
に
し
て
、
時
に
は
井
上
さ
ん
の
行
動

ル
ー
ト
を
想
定
し
な
が
ら
、
幾
つ
か
当
た
り
を
つ
け
て
私
が
持
っ
て
い
る
写
真

と
見
比
べ
、
あ
る
い
は
目
録
に
載
っ
て
い
る
古
写
真
と
見
比
べ
な
が
ら
、
同
定

を
し
て
い
き
ま
し
た
。

次
に
壁
画
を
お
見
せ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
パ
ガ
ン
の
仏
教
壁
画
』
と

い
う
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
壁
画
で
す
。「
合
掌
す
る
菩
薩
的
特
徴
の
王
」
と

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
4
9
5
号
寺
院
」
の
も
の
で
あ
る
と
、
こ
の
本
の

中
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
4
9
5
号
と
い
う
の
は
古
い
目
録
番
号

で
、
2
0
0
0
年
代
に
新
た
に
出
版
さ
れ
た
目
録
に
よ
る
と
、
1
1
4
9
と

い
う
番
号
が
付
け
ら
れ
た
お
寺
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
の
壁
画
が
存
在
す

る
場
所
は
、
新
し
い
目
録
で
1
1
5
0
号
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
寺
院
内

で
す
。
整
理
作
業
に
お
い
て
、
同
書
や
井
上
さ
ん
の
手
書
き
メ
モ
を
よ
く
参
照

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
情
報
に
誤
り
が
あ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
自

身
の
手
持
ち
デ
ー
タ
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
の
壁
画
が
壁
面
の
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
、
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
次
の
ス
ラ
イ
ド
へ
い
き
ま
す
と
、
と
て
も
小
さ
い
部
分
で
、

赤
で
囲
っ
た
部
分
を
切
り
取
っ
た
の
が
こ
の
写
真
に
な
り
ま
す
(図
1
)。

広
い
壁
面
の
中
の
本
当
に
小
さ
い
部
分
を
切
り
取
っ
て
撮
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
、
井
上
写
真
の
特
徴
に
な
り
ま
す
。
記
録
の
た
め
に
壁
面
全
体
を
撮
る

と
い
う
よ
り
は
、
恐
ら
く
、
井
上
さ
ん
の
感
性
で
、
こ
こ
の
部
分
が
良
い
と

切
り
取
っ
て
撮
影
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
私
は
こ
の
お
寺

に
、
2
0
0
5
年
12
月
と
2
0
1
1
年
9
月
に
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二

つ
の
写
真
を
見
比
べ
て
も
分
か
る
通
り
、
こ
の
短
期
間
で
も
壁
画
の
状
態
が
変図 1　壁画全体（左）と井上氏が撮影した部分（右）

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、
東
京
外
国
語
大
学
の
特
別
研
究
員
と
し
て
バ
ガ

ン
遺
跡
の
研
究
を
し
て
い
る
寺
井
で
す
。
バ
ガ
ン
遺
跡
を
何
度
も
訪
れ
、
遺
跡

を
構
成
す
る
寺
院
や
仏
塔
、
そ
し
て
寺
院
内
の
仏
教
壁
画
の
写
真
を
た
く
さ
ん

撮
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
で
今
回
、
こ
う
し
て
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
光
栄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
井
上
隆
雄

さ
ん
の
バ
ガ
ン
を
始
め
と
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
関
係
の
写
真
の
分
類
、
整
理
作
業

を
行
う
過
程
で
気
づ
い
た
井
上
写
真
の
特
徴
や
、
そ
れ
が
今
後
ど
の
よ
う
に
研

究
に
活
用
で
き
る
か
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
構
成
と
し
て
は
、
井
上
写
真
の
概
要
、
整
理
作
業
に
お
け
る
難
点
、
そ
の

紹
介
を
通
し
て
井
上
写
真
の
特
徴
の
一
端
を
紹
介
し
、
最
後
に
可
能
性
に
つ
い

て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
井
上
隆
雄
さ
ん
の
撮
影
地
は
図
の
通
り
で
す
。
こ

の
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
た
時
点
で
、
私
が
分
類
、
整
理
作
業
を
行
っ
た
の
が

3
1
8
4
枚
で
す
。
そ
の
作
業
を
一
通
り
、
先
日
終
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後

で
他
に
写
真
群
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
仏
教
壁
画
で

は
な
く
、
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
、
祭
り
な
の
で
、
私
の
専
門
と
は
離
れ
ま
す

が
、
ま
だ
情
報
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
少
し
増
え
ま
し
た
。
一

旦
作
業
が
終
わ
っ
た
時
点
で
の
情
報
で
す
が
、
井
上
さ
ん
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
全
体

で
は
77
カ
所
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
地
点
で
も
、
寺
院
が
違
え
ば
分
け

て
数
え
、
77
カ
所
に
な
り
ま
す
。
地
名
で
言
う
と
、
ヤ
ン
ゴ
ン
、
バ
ゴ
ー
、
バ

ガ
ン
、
マ
ン
ダ
レ
ー
、
ア
マ
ラ
プ
ー
ラ
、
ザ
ガ
イ
ン
、
モ
ン
ユ
ワ
ー
な
ど
で
撮

影
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
図
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
通
り
、
広
い
ミ
ャ

ン
マ
ー
を
か
な
り
精
力
的
に
移
動
し
て
、様
々
な
土
地
を
訪
れ
、壁
画
を
含
め
、

そ
の
土
地
に
生
き
る
人
々
の
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が

あ
る
と
言
え
ま
す
。

続
け
て
、
井
上
写
真
の
中
で
枚
数
が
一
番
多
く
、
私
の
専
門
で
も
あ
る
バ
ガ

ン
の
写
真
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
バ
ガ
ン
遺
跡
に
お
け
る
井
上
さ
ん
が
撮

影
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
60
カ
所
ぐ
ら
い
で
す
。
バ
ガ
ン
遺
跡
の
規
模
は
、

地
図
中
の
グ
リ
ッ
ド
が
1
㎞
四
方
な
の
で
、
全
体
で
12
㎞
四
方
ほ
ど
の
広
さ

を
持
つ
遺
跡
群
に
な
り
ま
す
。
バ
ガ
ン
遺
跡
は
目
録
が
出
版
さ
れ
て
い
て
、

2
8
0
0
以
上
の
建
築
遺
構
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
井
上
さ
ん
は
、
そ
の

中
で
大
体
60
カ
所
を
訪
れ
て
撮
影
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
整
理
し
た
中
で
撮
影
枚

数
が
多
い
お
寺
を
挙
げ
ま
す
と
、
一
番
多
い
の
が
ナ
ン
ダ
ミ
ィ
ン
ニ
ャ
ー
（
目

録
番
号
5
7
7
）と
い
う
お
寺
で
2
0
6
枚
で
す
。
そ
れ
に
次
い
で
、パ
ヤ
ー

ト
ン
ズ
ー
（
目
録
番
号
4
7
7
–
9
）
と
い
う
三
つ
の
お
堂
が
連
な
っ
た
お

寺
で
、
1
8
6
枚
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き

た
い
の
は
、
撮
影
枚
数
の
少
な
い
寺
院
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
を
挙
げ
て

い
く
と
、目
録
番
号
1
1
4
9
の
お
寺
で
は
二
枚
し
か
撮
影
さ
れ
て
お
ら
ず
、

グ
ー
ビ
ザ
ッ
（
目
録
番
号
1
6
6
2
）
と
い
う
お
寺
で
も
、
三
枚
し
か
撮
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
お
寺
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
て
い
る
枚
数
に
差
が
あ
る
と
い
う

点
も
、
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

写
真
の
整
理
作
業
を
進
め
て
い
く
う
え
で
困
っ
た
点
を
紹
介
し
ま
す
。
ス
ラ

イ
ド
は
、
整
理
作
業
で
使
用
し
た
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
の
画
面
で
す
が
、
各
画

像
に
与
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
名
の
最
初
の
03
が
ボ
ッ
ク
ス
番
号
で
、
そ
の
あ
と

の
04
が
ボ
ッ
ク
ス
内
の
一
つ
の
ま
と
ま
り
、
最
後
の
三
桁
の
数
字
が
各
写
真
の

井
上
隆
雄
撮
影
の
写
真
整
理
作
業
に
お
け
る
難
点

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
井
上
隆
雄
の
撮
影
地

は
じ
め
に
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わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
状
態
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
、
劣
化
や
剥

落
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
井
上
さ
ん
が
1
9
7
0
年
代
に
撮
っ
た
写
真
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
も
う
一
つ
だ
け
、
困
っ
た
点
を
紹
介
し
ま
す
。
ペ
ッ
レ
イ
と
い
う
仏
塔

で
す
が
、
こ
れ
は
仏
塔
の
周
り
を
壁
の
よ
う
に
囲
む
形
で
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
い

う
ブ
ッ
ダ
の
前
世
の
物
語
を
描
い
た
素
焼
き
の
粘
土
板
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
、
上
座
部
仏
教
だ
と
5
4
7
話
と
た
く
さ
ん
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ペ
ッ
レ
イ
に
は
そ
れ
ら
が
数
百
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
幾
つ
か
を
井
上
さ
ん
が
写
真
に
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
お
寺

毎
に
分
か
れ
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
こ
の
ペ
ッ
レ
イ
と
い
う
仏
塔
は
実

は
、
地
図
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
向
か
い
合
っ
て
同
時
期
、
同
規
模
、
同
形

式
の
も
の
が
並
ん
で
い
て
、
東
側
に
あ
る
も
の
が
東
ペ
ッ
レ
イ
（
目
録
番
号

1
0
3
0
）、
西
側
に
あ
る
の
が
西
ペ
ッ
レ
イ
（
目
録
番
号
1
0
3
1
）
と
呼

ば
れ
、
確
認
し
た
デ
ー
タ
上
で
は
こ
の
東
西
ペ
ッ
レ
イ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
写
真

が
入
り
乱
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
ペ
ッ
レ
イ
の
写
真
が
多
く
載
っ
て

い
る
『
ビ
ル
マ
の
仏
塔
』
で
は
、
東
西
の
記
載
に
誤
り
が
散
見
さ
れ
、
こ
の
場

合
も
手
持
ち
の
デ
ー
タ
と
先
行
研
究
で
発
表
さ
れ
て
い
る
資
料
等
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
同
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
作
業
も
少
し
大
変
で
し
た
。
ま
た
、

ス
ラ
イ
ド
の
右
手
の
写
真
が
、私
が
撮
っ
た
も
の
で
す
が
、こ
の
一
つ
の
ジ
ャ
ー

タ
カ
の
粘
土
板
の
中
で
も
、
井
上
さ
ん
が
撮
ら
れ
て
い
る
の
は
左
端
の
部
分
だ

け
な
の
で
、
や
は
り
場
面
全
体
で
は
な
く
、
気
に
な
っ
た
箇
所
し
か
撮
影
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
、
井
上
さ
ん
の
写
真
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。す

で
に
井
上
写
真
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
改
め

て
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
井
上
さ
ん
が
撮
っ
た

1
0
7
7
号
寺
院
の
壁
画
写
真
で
す
が
(図
2
)、
こ
の
写
真
が
壁
面
の
ど
の

部
分
か
と
言
い
ま
す
と
、
赤
で
示
し
た
部
分
が
井
上
写
真
で
切
り
取
ら
れ
た
部

分
で
す
(図
3
)。
こ
れ
は
従
三
十
三
天
降
下
と
呼
ば
れ
る
仏
伝
中
の
一
場
面

で
す
。
天
上
界
か
ら
降
り
て
く
る
釈
迦
を
表
し
て
い
る
場
面
で
す
が
、
そ
の
場

面
全
体
を
撮
っ
て
い
る
写
真
は
、
や
は
り
あ
り
ま
せ
ん
。
特
定
の
場
所
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
切
り
取
り
、
井
上
さ
ん
は
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
ス
ラ
イ
ド
に
載
せ
て
い
る
写
真
は
、
月
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
上

界
を
表
し
て
い
る
の
で
、
月
の
反
対
側
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
太
陽

だ
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
も
う
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
は
4
8
0
号
寺
院
の
壁
画
で

す
が
、
左
側
が
井
上
さ
ん
の
写
真
で
、
右
側
が
私
の
撮
っ
た
写
真
で
す
。
こ
の

場
合
も
、
井
上
さ
ん
は
赤
で
囲
っ
て
い
る
部
分
だ
け
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
も
や
は
り
、
従
三
十
三
天
降
下
と
い
う
場
面
全
体
で
は
な
く
、
梵
天
だ
け
を

切
り
取
っ
て
撮
影
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
タ
ッ
カ
レ
ー
（
目
録
番
号

5
7
2
）
と
い
う
名
前
の
寺
院
内
に
あ
る
壁
画
で
す
。
こ
れ
ら
は
両
方
と
も
天

井
の
写
真
で
、
井
上
さ
ん
が
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
実
際
に
こ
の
お

寺
に
行
く
と
、
四
分
割
さ
れ
て
い
る
天
井
の
残
り
二
区
画
を
含
め
、
他
に
も
た

く
さ
ん
の
壁
画
で
荘
厳
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
井

上
さ
ん
は
こ
の
二
種
類
し
か
撮
っ
て
い
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
撮
る
べ
き
も
の
を

取
捨
選
択
し
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
特
定
の
場
所
だ
け
撮
る
よ
う
に
し
て
い

る
、
こ
こ
に
井
上
さ
ん
の
写
真
の
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
壁
画
の
位
置
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
の

左
側
の
大
き
な
写
真
が
井
上
さ
ん
の
も
の
で
、
右
側
は
私
が
撮
っ
た
写
真
で

す
。
比
較
す
る
も
の
が
な
く
、
人
が
立
っ
て
い
な
い
の
で
分
か
り
づ
ら
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
壁
画
は
寺
院
内
で
も
少
し
高
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

井
上
さ
ん
の
写
真
は
、
し
っ
か
り
正
面
で
撮
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
普
通
に
撮
る

と
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
形
と
な
り
、
そ
う
し
て
撮
ら
れ
た
写
真
は
斜
め
に
な
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
井
上
さ
ん
は
し
っ
か
り
正
面
で
捉
え
て
い
る

の
で
、
こ
の
点
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、同
じ
観
点
か
ら
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。こ
れ
は
パ
ヤ
ー
ト
ン
ズ
ー

（
目
録
番
号
4
7
7
–
9
）
と
い
う
寺
院
の
壁
画
で
、
井
上
さ
ん
が
特
に
多

く
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
場
所
に
な
り
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
の
左
側
が
井
上
さ
ん

の
写
真
で
、
右
下
の
私
が
撮
っ
た
写
真
で
位
置
を
確
認
す
る
と
、
赤
で
囲
ん
だ

部
分
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
分
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
が
、
天
井
に
近
く
、

寺
院
内
で
も
か
な
り
上
の
方
の
写
真
で
す
。
ブ
ッ
ダ
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る

壁
画
の
一
部
を
捉
え
、
切
り
取
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
下
か
ら
見
上
げ
た
写

真
で
は
な
く
、
正
面
か
ら
し
っ
か
り
撮
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
井
上
写
真
の
特

徴
が
現
れ
て
お
り
、
非
常
に
価
値
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
写
真
を

ど
の
よ
う
に
撮
っ
た
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
様
子
を
窺
わ
せ
る

写
真
が
一
枚
あ
り
ま
す
。
少
し
ぼ
や
け
て
い
る
の
が
残
念
で
す
が
、
こ
れ
は
ナ

ガ
ー
ヨ
ン
（
目
録
番
号
1
1
9
2
）
と
い
う
お
寺
の
内
部
の
写
真
で
、
足
場

を
組
ん
だ
上
に
井
上
さ
ん
が
写
っ
て
い
ま
す
(図
4
)。
全
て
で
は
な
い
に
し

て
も
、
一
部
の
写
真
は
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
足
場
を
組
ん
で
撮
影
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
井
上
さ
ん
の
写
真
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
こ
の
写
真

は
、
テ
ッ
チ
ャ
ム
ニ
（
目
録
番
号
1
4
7
）
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
お
寺
の

壁
画
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
ー
チ
状
に
か
け
ら
れ
た
天
井
の
一
部
で
す
が
、
赤
で 図 2　1077 号寺院の従三十三天降下図中の月 (井上撮影)図 3　1077 号寺院の従三十三天降下図（寺井撮影）

図 4　足場に上り壁画を観察する井上隆雄

井
上
隆
雄
撮
影
の
写
真
の
可
能
性

井
上
隆
雄
撮
影
の
写
真
の
特
徴
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囲
っ
て
い
る
部
分
が
井
上
さ
ん
の
写
真
部
分
に
該
当
し
ま
す
。
井
上
さ
ん
が

1
9
7
0
年
代
に
撮
影
し
た
写
真
と
、
私
が
2
0
1
1
年
9
月
に
撮
っ
た
写

真
を
見
比
べ
て
い
き
ま
す
(図
5
)。
私
の
写
真
の
方
が
拙
い
の
は
一
目
瞭
然

で
す
が
、
井
上
さ
ん
の
写
真
が
と
て
も
鮮
明
で
細
部
ま
で
は
っ
き
り
と
確
認
で

き
る
と
い
う
の
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
壁
画
の
劣

化
も
確
認
で
き
ま
す
。
壁
画
は
、
そ
の
お
寺
に
ず
っ
と
あ
る
も
の
で
、
そ
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
、
や
は
り
雨
漏
り
や
虫
類
の
侵
入
、
風
化
な
ど
で
傷
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
お
寺
の
中
に
コ
ウ
モ
リ
が
巣
く
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
劣
化
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現

在
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
劣
化
が
進
ん
で
い
な
い
1
9
7
0
年
代
の

井
上
さ
ん
の
写
真
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
基
に
修
復
や
復
元
が
可
能
に
な

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
壁
画
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
先
に
紹
介
し
た
ペ
ッ
レ
イ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
粘
土
板
で
す
が
、
こ
れ
も

1
9
7
0
年
代
の
井
上
写
真
と
2
0
1
1
年
12
月
の
私
の
写
真
を
見
比
べ
る

と
、
一
部
が
欠
け
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
過
去
の
状
況
と
現
在
の
状
況
を
比
べ
る
こ
と
で
、
修
復
に
役
立

つ
資
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
石
山
さ
ん
の
発
表
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
景
観

の
比
較
と
い
う
点
で
も
役
に
立
つ
、
あ
る
い
は
研
究
資
料
と
し
て
価
値
を
持

つ
と
思
い
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
で
は
、
タ
ン
ブ
ー
ラ
（
目
録
番
号
4
8
2
）

と
い
う
お
寺
の
上
に
登
っ
て
、
そ
こ
か
ら
眺
め
た
写
真
を
示
し
て
い
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
結
構
、
い
ろ
い
ろ
な
お
寺
に
登
っ
て
お
ら
れ
て
、
風
景
写
真
、

バ
ガ
ン
遺
跡
の
景
観
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
ガ

ド
ー
パ
リ
ン
（
目
録
番
号
1
6
2
2
）
や
テ
ィ
ー
ロ
ー
ミ
ン
ロ
ー
（
目
録
番

号
1
8
1
2
）
な
ど
の
非
常
に
大
き
く
て
、
バ
ガ
ン
遺
跡
の
中
で
も
背
が
高

い
お
寺
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
で
は
安
全
上
の
問
題
で
登
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
お
寺
な
の
で
、
現
在
は
見
ら
れ
な
い
景
観
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
価
値
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
井
上
さ
ん
が
登
っ
て

景
観
を
撮
っ
て
い
る
寺
院
の
中
で
、
唯
一
タ
ン
ブ
ー
ラ
だ
け
が
私
も
登
っ
て
写

真
を
撮
っ
て
い
る
寺
院
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
見
比
べ
る
と
、
1
9
7
0

年
代
に
は
崩
落
し
て
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
2
0
1
1
年
に
は
修
復
や

復
元
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
手
前

の
囲
壁
や
、
奥
に
見
え
る
タ
ヨ
ウ
ピ
ェ
ー
（
目
録
番
号
5
3
9
）
と
い
う
寺

院
の
上
部
構
造
な
ど
に
変
化
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
も
は
や
作
り
替
え
と
も
言
え

る
よ
う
な
変
化
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
全
て
の
修
復
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
く
、
機
械
的
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
得
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
修
復
前
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る
井
上
写
真
の
存
在
は
重
要
だ
と
言

え
ま
す
。

次
に
、
私
の
専
門
に
引
き
つ
け
て
、
井
上
写
真
の
価
値
を
紹
介
し
ま
す
。
バ

ガ
ン
遺
跡
の
寺
院
壁
画
に
は
、
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
墨
で
書
か
れ
た
文
字
、

一
般
に
墨
文
や
墨
書
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
井
上
さ
ん

の
写
真
を
見
る
と
、
や
は
り
鮮
明
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
で
示
し
て
い
る
の
は
、
コ
ン
ド
ー
ヂ
ー
（
目
録
番
号
1
5
1
）
と

い
う
名
前
の
お
寺
の
壁
画
で
す
。
私
が
撮
っ
た
写
真
で
も
解
読
は
可
能
で
す

が
、
井
上
写
真
は
非
常
に
ク
リ
ア
に
見
え
る
の
で
解
読
し
や
す
く
、
研
究
者
に

と
っ
て
大
変
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
で
写
真
の
左
に
示
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
13
世
紀
頃
の
古
ビ
ル
マ
文
字
を
ロ
ー
マ
字
転
写
し
た
も
の
と
日
本

語
訳
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
も
う
一
つ
、
研
究
に
役
立
つ
点
と
し
て
考
え
た
の
が
、
様
式
の
比
較

と
い
う
視
点
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
井
上
写
真
は
非
常
に
精
彩
に

撮
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
基
に
し
て
、
輪
郭
線
で
あ
っ
た
り
、
筆
致
で

あ
っ
た
り
、
細
部
ま
で
明
瞭
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
ガ
ン
研
究
に

お
い
て
、
様
式
の
変
化
は
あ
ま
り
厳
密
に
検
討
さ
れ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
初
期

の
も
の
を
除
き
、
大
ま
か
に
13
世
紀
の
も
の
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
数

十
年
単
位
で
様
式
の
変
化
を
追
っ
た
研
究
は
あ
り
ま
せ
ん
。
井
上
写
真
を
資
料

と
す
る
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
研
究
の
突
破
口
を
開
く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
で
は
、
顔
だ
け
を
切
り
取
っ
た
画
像
を
並
べ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
容
貌
を
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
数
と
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
碑
文
か
ら
大
ま
か
な
制
作
年
代
が

わ
か
る
壁
画
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
基
準
と
し
て
様
式
の
変
化
を
精

緻
化
で
き
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
こ
の
研
究
チ
ー
ム
の
よ
う

に
、
こ
れ
を
模
写
す
る
こ
と
で
、
描
い
た
人
の
素
性
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
想
像
す
る
と
、
研
究
の
可
能
性
は
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
行
う
作
業
と
し
て
は
、
井
上
さ
ん
の
写
真
に
対
し
て
、
さ
ら
に
情
報
を

付
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
付
与
し
て
い
く
か

は
、
今
後
、
こ
の
チ
ー
ム
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図 5　テッチャムニ（No.147) 天井壁画の撮影精度の比較

お
わ
り
に
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ミャンマー遺跡地図 ( 肥塚隆編 . 2019.
「東南アジ︎ア地図」『アジ︎ア仏教美術論集 :
 東南 アジ︎ア』中央公論美術出版より改変 )

寺井淳一

バガン遺跡と
その概要

バガン遺跡とその概要

　
東
南
ア
ジ
ア
の
最
西
端
に
位
置
す
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

イ
ン
ド
、 

中
国
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
と
国

境
を
接
し
て
い
る
。
バ
ガ
ン（
パ
ガ
ン
）

遺
跡
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ほ
ぼ
中
央
を

南
北
に
流
れ
る
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
河

中
流
域
左
岸
に
位
置
す
る
。
ベ
ン
ガ
ル

湾
か
ら
吹
く
湿
っ
た
風
は
、
西
側
の

ヤ
カ
イ
ン
山
脈
に
ぶ
つ
か
り
、 

そ
の
東

側
、
つ
ま
り
バ
ガ
ン
の
あ
る
中
央
平
原

地
帯
で
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
乾
燥

し
た
風
と
な
っ
て
吹
き
下
ろ
す
。
そ
の

た
め
、
バ
ガ
ン
周
辺
の
年
間
降
水
量
は 

6
0
0
ミ
リ
か
ら 

1
0
0
0
ミ
リ
程

度
と
非
常
に
乾
燥
し
て
い
る
。
こ
の
乾

燥
し
た
土
地
に
9
世
紀
に
は
城
砦
が

築
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
11

世
紀
か
ら
13
世
紀
に
か
け
て
、
ビ
ル

マ
人
最
初
の
王
朝
の
都
と
し
て
繁
栄

し
、
バ
ガ
ン
に
は 

3
0
0
0
以
上
の

宗
教
建
造
物
が
建
て
ら
れ
た
。
無
数
の

寺
院
や
仏
塔
が
林
立
す
る
景
観
は
、
こ

の
遺
跡
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
が
1
9
9
2
年
か

ら
2
0
0
1
年
に
か
け
て
出
版
し
た

遺
跡
目
録
に
は
、
2
8
3
4
も
の
遺

構
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
11
世

紀
か
ら
14
世
紀
に
建
立
さ
れ
た
も
の

が
1
9
2
2
基
あ
り
、
内
部
に
仏
像

を
安
置
し
た
り
壁
画
を
描
く
空
間
を
も

つ
寺
院
建
築
が
47
%
、
内
部
空
間
の
な

い
仏
塔
が
26
%
、
僧
侶
が
起
居
す
る
僧

院
が
20
%
を
占
め
る
。
ま
た
時
代
別

に
み
る
と
、
11
世
紀
の
も
の
が
2
%
、

12
世
紀
が
11
%
、
13
世
紀
が
78
%
、
14

世
紀
が
9
%
と
、
13
世
紀
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
と
ん
ど
が

煉
瓦
で
造
ら
れ
て
い
る
が
、
石
造
の
も

の
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
が
仏
教
寺
院
だ
が
、王
城（
オ
ー

ル
ド
・
バ
ガ
ン
）
内
に
一
基
だ
け
、 

ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
（
ナ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
寺

院
（
№
1
6
0
0
）
が
あ
る
。

※ シンポジ︎ウム当日に会場に設置した
パネル展示の内容を再構成したものです。

 

左
図
の
通
り
、
東
突
出
部
の
北
壁
と
南

壁
下
部
の
壁
画
は
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
英
領
期
に
ド
イ
ツ
人
ト
マ
ン
に
よ
り
剥

ぎ
取
ら
れ
た
跡
で
あ
る
。
北
壁
と
南
壁
は

ほ
ぼ
同
じ
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
最
上
段

に
過
去
仏
成
道
図
（
作
図
中
の
数
字
は
出

世
順
）、
左
右
両
端
に
仏
伝
図
、
中
央
に

仏
坐
像
、 

そ
の
周
囲
を
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本

生
話
:作
図
中
の
数
字
は
パ
ー
リ
経
典
中

の
話
数
）
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
北
壁
の

仏
伝
は
梵
天
勧
請
と
成
道
後
第
一
週
か
ら

第
七
週
、
南
壁
の
仏
伝
は
出
胎
、
初
転
法

輪
、
双
神
変
、
従
三
十
三
天
降
下
、
獼
猴

奉
蜜
、 

酔
象
調
伏
、
葬
儀
、
舎
利
分
骨
時

の
ド
ー
ナ
の
仲
裁
で
あ
る
。
堂
内
東
側
に

安
置
さ
れ
て
い
る
本
尊
の
左
右
に
は
攻
撃

す
る
悪
魔
（
マ
ー
ラ
）
の
軍
勢
（
本
尊
右

側
）
と
退
散
す
る
悪
魔
の
軍
勢
（
本
尊
左

側
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
東
本
尊
を
含
む

四
体
の
仏
坐
像
の
上
部
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
各
仏

陀
の
成
道
時
の
菩
提
樹
を
表
し
て
お
り
、

そ
の
葉
の
形
か
ら
東
が
瞿
曇
（
ゴ
ー
タ

マ
）、
南
が
拘
留
孫
（
カ
ク
サ
ン
ダ
）、
西

が
拘
那
含
（
コ
ー
ナ
ー
ガ
マ
ナ
）、
北
が

迦
葉
（
カ
ッ
サ
パ
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
よ
う
に
過
去
四
仏
を
祀
る
寺
院

は
バ
ガ
ン
に
多
く
存
在
す
る
。

 

グ
ー
ビ
ャ
ウ
チ
ー
と
呼
ば
れ
る

寺
院
は
バ
ガ
ン
に
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
城
壁
で
囲
ま
れ
た
オ
ー
ル

ド
・
バ
ガ
ン
の
南
約
一
キ
ロ
の

ミ
ィ
ン
カ
バ
ー
村
に
あ
り
、
も
う

一
つ
は
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
が
並
び

市
場
も
あ
る
バ
ガ
ン
観
光
の
拠
点

の
一
つ
ニ
ャ
ウ
ン
ウ
ー
に
ほ
ど
近

い
ウ
ェ
ッ
チ
ー
イ
ン
村
に
あ
る
。

両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
村
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
。

建
築
装
飾
や
壁
画
の
様
式
か
ら 

13
世
紀
に
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
が
、
碑
文
を
含
め
、
そ

の
建
造
に
関
わ
る
記
録
は
現
存 

し
て
い
な
い
。
内
部
に
は
中
央
西

寄
り
に
巨
大
な
レ
ン
ガ
柱
が
あ

り
、
そ
れ
を
背
に
し
て
四
方
に
仏

坐
像
が
そ
れ
ぞ
れ
一
体
ず
つ
安
置

さ
れ
て
い
る
。
東
側
だ
け
広
い
空

間
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
多
く
の

壁
画
が
残
さ
れ
て
い
る
。

バガン遺跡地図 (Pichard, P. 1992.
 ‘Pagan Archaeological Map’ . in Inventory of
 Monuments at Pagan. UNESCO より改変 )

ウェッチーイン・グービャウチー寺院平面図
(Pichard, P. 1993. Inventory of Monuments at 
Pagan. vol.2. UNESCO: 61. より改変 )

ウェッチーイン・グービャウチー
寺院東突出部北壁配置図

ウェッチーイン・グービャウチー寺院東本尊の右側
( 左 ) と左側 ( 右 ) の壁画 ( 井上隆雄撮影 )

ウェッチーイン・グービャウチー寺院東突
出部北壁 (Bautze-Picron, C. 2003.Buddhist 
Murals of Pagan: Timeless Vistas of the 
Cosmos. Bangkok: pl.239.)

ウェッチーイン・グービャウチー
寺院外観 (2015年8月寺井撮影 )
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バガン遺跡とその概要

2

1 スィンビューシン寺院 (No.697) からの眺め (2015 年 8 月撮影 )
2 バガン遺跡の夕景 (2014年 2月撮影 ) 左端の仏塔はシュエズィーゴン・パゴダ (No.1)

（写真は全て寺井淳一撮影）

3 ナッフラウン寺院 (2015 年 8 月撮影 ) 4 チャウンヂー・ニィーマ寺
院 (No.998)、 このように遺跡に住居や畑が隣接することがよくある。
寺院内を牛やヤギが通過することもある。(2011 年 9 月撮影 ) 5 タン
ブーラ寺院 (No.482) 西側の囲壁横を通る車道、非常に乾燥している。

(2011 年 9 月撮影 ) 6 オウギヤシの花序からとれる樹液を入れる壺の
交換作業、この樹は比較的乾燥に強くバガン周辺でよく植えられてい
る。樹液を煮詰めて砂糖にしたり、発酵させて酒として飲んだりする。
(2012 年 9 月撮影 ) （写真は全て寺井淳一撮影）

3 4

5 6

1
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井上隆雄写真を活用した
仏教寺院壁画の模写

ウェッチーイン・グービャウチー寺院
仏教壁画《仏伝図》を題材に

模 写 制 作

井上隆雄写真の活用 模写による壁画表現の再現

　
今
回
、
井
上
隆
雄
氏
の
写
真
画
像
を
活
用
し
、
バ

ガ
ン
遺
跡
に
あ
る
ウ
ェ
ッ
チ
ー
イ
ン
・
グ
ー
ビ
ャ
ウ

チ
ー
寺
院
の
壁
画
模
写
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
私
は
、
以
前
よ
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
バ
ガ
ン
遺
跡
に

関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
2
0
0
8
年
と
2
0
1
6

年
に
バ
ガ
ン
遺
跡
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
沢
山
の

寺
院
や
仏
塔
が
林
立
す
る
景
観
、
寺
院
内
部
の
仏
像

や
壁
画
を
見
て
大
い
に
感
動
し
、
い
つ
か
模
写
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
二
回
目
の
調
査

で
は
、ヤ
ン
ゴ
ン
で
船
に
乗
り
、エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー

川
を
遡
上
し
バ
ガ
ン
遺
跡
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の

道
中
の
美
し
さ
は
、今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
私
が
模
写
を
し
た
場
面
は
、
井
上
隆
雄
氏

が
1
9
7
4
年
頃
撮
影
し
た
写
真
で
、
場
所
は
バ

ガ
ン
遺
跡
ウ
ェ
ッ
チ
ー
イ
ン
・
グ
ー
ビ
ャ
ウ
チ
ー
寺

院
（wetkyi-in kubyauk-gyi

)の
内
陣
南
壁

「
仏
伝
図
」（
13
世
紀
前
半
）
で
す
。
私
が
調
査
し
た

時
、
堂
内
は
暗
く
、
壁
画
は
7
0
0
年
の
時
間
の

劣
化
や
剝
落
が
あ
り
ま
し
た
が
、
壁
画
が
持
つ
「
美

し
さ
」「
情
報
」
は
直
感
で
感
じ
ま
し
た
。
井
上
隆

雄
写
真
を
最
初
に
見
た
瞬
間
、
現
地
で
取
材
を
し
た

時
の
感
覚
が
一
致
し
ま
し
た
。
私
は
、
写
生
に
基
づ

く
絵
画
制
作
が
中
心
で
、
模
写
に
専
念
す
る
機
会
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
模
写
制
作
で
は
、
井
上

隆
雄
氏
が
撮
影
し
た
写
真
か
ら
壁
画
の
真
実
性
を
読

み
取
り
、
約
7
0
0
年
前
に
壁
画
を
描
い
た
絵
師

と
対
話
が
で
き
た
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
私
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
模
写
制
作
は
井
上
隆
雄
写
真
に
基
づ
く
現

状
模
写
で
す
。
模
造
壁
の
上
に
線
描
を
描
き
、
着
彩

を
行
い
ま
し
た
。
一
つ
の
場
面
と
し
て
、
仏
陀
や
尊

像
の
視
線
が
生
き
る
よ
う
に
気
を
配
り
ま
し
た
。
素

材
料
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
や
こ
れ
ま
で

の
模
写
研
究
を
参
考
に
、正
垣
雅
子
氏
と
協
議
の
上
、

選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
画
面
の
最
下
部
に
ビ
ル
マ

語
の
古
文
字
の
墨
文
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
寺
井
淳

一
氏
の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
文
字
の
形
が
理
解

で
き
た
の
で
、
筆
写
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
墨
文

は
「
仏
陀
が
大
通
り
で
立
ち
止
ま
っ
て
、
タ
ナ
パ
ー

と
い
う
象
を
お
と
な
し
く
す
る
よ
う
叱
っ
て
い
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
今
回
の
模
写
制
作
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
時

代
は
変
わ
っ
て
も
、我
々
は
伝
統
を
学
び
、継
続
し
、

そ
し
て
伝
統
か
ら
新
し
い
創
造
へ
と
向
か
う
と
い
う

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

2008年 バガンにて

2016年 バガンの風景（翟建群撮影）

模写制作過程壁画模写の完成
（102 ページ︎参照）

壁画の線描と剥落を描き起こす 模造壁に墨線を転写する 模造壁に賦彩

2016年 バガンにて
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既
知
の
素
材
か
ら
ど
の
よ
う
に
未
知
な
る
対
象
を
比
定
し
う
る
か

ア
ル
チ
寺
三
層
堂
『
成
就
者
肖
像
集
』
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

菊
谷
竜
太

は
じ
め
に　
寺
院
複
合
体
と
撮
影
者
の
視
点

ラ
ダ
ッ
ク
王
国
の
創
建
と
大
翻
訳
官
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ

「
ラ
ダ
ッ
ク
」
と
は
何
か

「
ア
ル
チ・チ
ョ
ス
コ
ル
（
ア
ル
チ
寺
院
複
合
体
）」
に
お
け
る
「
三
層
堂
」

の
位
置

「
三
層
堂
」
に
お
け
る
「
三
菩
薩
」

既知の素材からどのように未知なる対象を比定しうるか

高
野
山
大
学
の
菊
谷
竜
太
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
わ
た
し
が
こ
れ
か
ら
お
伝
え
し
た
い
内
容
に
関
し
て
で
す
が
、
そ
れ

は
「
ラ
ダ
ッ
ク
」、
さ
き
ほ
ど
何
人
か
の
登
壇
者
の
先
生
た
ち
か
ら
ご
紹
介
さ

れ
た
イ
ン
ド
北
部
・
国
境
近
く
に
位
置
す
る
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
に
お
け
る
仏
教
の

あ
り
よ
う
を
「
ア
ル
チ
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
寺
院
複
合
体
を
通
じ
て
検
討
す
る

と
い
う
こ
と
と
、
さ
ら
に
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
を
通
し
て
見
出
さ
れ
る
独
自

の
視
点
が
寺
院
複
合
体
の
空
間
設
計
を
ひ
も
と
く
手
が
か
り
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
お
話
し
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
「
ラ
ダ
ッ
ク
」
っ
て
い
っ
た
い
ど
こ
な
ん
だ
、
具
体
的
に
な
に
を

指
し
て
る
の
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
現
在
の
地
図
上
で
言
え
ば
そ
れ

は
イ
ン
ド
北
部
に
位
置
す
る
旧
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
東
部
の
地
方
、

す
な
わ
ち
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
と
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
に
挟
ま
れ
た
一
帯
を
指
し
ま

す
。複
数
の
国
々
と
国
境
を
接
し
て
お
り
、現
在
パ
キ
ス
タ
ン
の
支
配
下
と
な
っ

て
い
る
バ
ル
テ
ィ
ス
タ
ー
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
に
も
近
く
、
現
在
中
華

人
民
共
和
国
の
実
効
支
配
下
に
あ
る
ア
ク
サ
イ
チ
ン
も
か
つ
て
は
ラ
ダ
ッ
ク
の

支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
ラ
ダ
ッ
ク
が
ど
う
し
て
む
か
し
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
の
か
と

言
う
と
、
地
域
的
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ベ
ッ
ト
文
化
圏
に
属
し
、
比
較
的
古
層
の

カ
シ
ミ
ー
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
様
式
の
寺
院
建
築
が
遺
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
ん
で

す
。
イ
ン
ド
統
治
下
に
あ
っ
た
ラ
ダ
ッ
ク
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
勃
発
し

た
国
境
紛
争
以
来
長
ら
く
外
国
人
の
立
入
を
禁
じ
て
い
ま
し
た
。
1
9
7
4

年
に
よ
う
や
く
外
国
人
の
立
ち
入
り
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
お
く
の
旅

行
者
が
ラ
ダ
ッ
ク
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
僧
院
の
組
織
的
調
査
も
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
な
か
で
も
海
外
の
研
究
機
関
に
さ
き
ん
じ
て
松
長
有
慶
猊
下
を
団
長

に
調
査
団
を
派
遣
し
た
の
が
、
高
野
山
大
学
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
高
野
山
大
学
よ
り
も
早
く
現
地
入
り
し
た
写
真
家
が
い
た
わ
け
な
ん
で

す
ね
。そ
う
で
す
、井
上
隆
雄
さ
ん
ご
本
人
で
す
。す
ご
い
行
動
力
で
す
よ
ね
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
の
ラ
ダ
ッ
ク
は
外
国
人
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
未
知
の
領

域
で
し
た
。

地
理
上
の
問
題
へ
と
は
な
し
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
こ
と
で
ラ
ダ
ッ
ク
と

い
っ
て
も
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
に
沿
っ
て
「
上
ラ
ダ
ッ
ク
」
と
「
下
ラ
ダ
ッ
ク
」

い
う
二
つ
の
地
域
に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
。
上
ラ
ダ
ッ
ク
よ
り
北
に
向
か
っ
た

地
域
を「
ヌ
プ
ラ
」と
呼
び
、下
ラ
ダ
ッ
ク
か
ら
や
や
南
東
に
位
置
す
る
地
は「
ザ

ン
ス
カ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
「
ラ
ダ
ッ
ク
」
っ
て
い
う
こ
と
ば

の
成
り
立
ち
そ
の
も
の
が「
峠
を
こ
え
た
と
こ
ろ
」、す
な
わ
ち
4
0
0
0
メ
ー

ト
ル
近
く
の
峠
に
周
囲
を
取
り
囲
ま
れ
た
地
域
を
指
し
て
い
て
、
比
較
的
あ
た

ら
し
い
呼
び
名
な
ん
で
す
ね
。
も
と
も
と
は「
マ
ル
ユ
ル
」す
な
わ
ち「
低
地
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ラ
ダ
ッ
ク
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
の
は
お
お
よ
そ
8
世
紀
ご
ろ
。
吐
蕃
王
国
が

ラ
ダ
ッ
ク
を
占
領
し
て
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
吐
蕃
王
国
の
解
体
と
と

も
に
初
代
キ
デ
・
ニ
マ
ゴ
ン
に
よ
っ
て
9
世
紀
半
ば
に
王
国
は
創
建
さ
れ
、
10

世
紀
頃
の
ラ
チ
ェ
ン
・
パ
ル
ギ
ゴ
ン
が
ラ
ダ
ッ
ク
を
統
一
し
た
最
初
の
王
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
隣
国
の
グ
ゲ
王
国
を
は
じ
め
ラ
ダ
ッ
ク
王
国
に
隣
接
す

る
西
チ
ベ
ッ
ト
一
帯
で
は
仏
教
を
復
興
さ
せ
る
た
め
の
運
動
が
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
排
仏
運
動
の
の
ち
吐
蕃
王
国
が
解
体
す
る
ま
で
仏

教
は
ま
っ
た
く
勢
力
圏
外
の
状
態
で
、
王
国
が
滅
亡
し
た
あ
と
各
地
で
小
国
が

少
し
ず
つ
か
た
ち
を
な
し
て
い
く
う
ち
次
第
に
仏
教
を
信
仰
す
る
地
域
も
ま
た

ち
ょ
っ
と
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
ね
。
最
近
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

こ
の
仏
教
復
興
運
動
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
に
な
ぞ
ら
え
る
人
も
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
仏
教
復
興
運
動
が
高
ま
る
な
か
、
グ
ゲ
王
国
イ
ェ
ー
シ
ェ
ー

ウ
ー
王
は
組
織
的
な
仏
教
の
導
入
を
目
指
し
、
21
人
も
の
若
者
を
集
め
て
留
学

団
を
組
織
し
て
西
方
カ
シ
ミ
ー
ル
へ
と
派
遣
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
地
の
過

酷
な
環
境
も
あ
り
、
生
き
残
っ
て
帰
還
し
た
者
は
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
と
レ
ク

ペ
ー
シ
ェ
ー
ラ
プ
の
二
人
だ
け
で
し
た
。

こ
の
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
こ
そ
、大
翻
訳
官
と
呼
ば
れ
、そ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
膨
大
な
量
の
経
典
の
翻
訳
を
手
が
け
た
だ
け
で
な
く
、
留
学
先
の
カ
シ
ミ
ー

ル
か
ら
32
人
の
建
築
家・仏
師・絵
師
を
連
れ
帰
り
、
グ
ゲ
の
ト
リ
ン
、
ラ
ダ
ッ

ク
の
ニ
ャ
ル
マ
、
ス
ピ
テ
ィ
の
タ
ボ
な
ど
、
チ
ベ
ッ
ト
各
地
に
数
多
く
の
、
一

説
に
は
1
0
8
も
の
ゴ
ン
パ
（
僧
院
）
を
建
立
し
た
人
物
で
し
た
。
チ
ベ
ッ

ト
後
伝
期
に
お
け
る
仏
教
再
興
を
ま
さ
し
く
そ
の
双
肩
に
に
な
っ
た
綜
合
指
揮

者
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

個
人
的
に
、
わ
た
し
は
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
と
い
う
存
在
は
、
後
の
時
代
に

お
け
る
シ
ャ
ル
派
の
プ
ト
ゥ
ン
・
リ
ン
チ
ェ
ン
ト
ゥ
プ
、
あ
る
い
は
サ
キ
ャ
派

に
お
け
る
ゴ
ル
チ
ェ
ン
・
ク
ン
ガ
サ
ン
ポ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
よ
り
あ
ら
た
に

導
入
し
た
知
識
を
積
極
的
に
活
用
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
教
え
を
基
盤
に
寺
院
空

間
設
計
を
も
得
意
と
し
た
学
僧
の
ひ
と
り
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
理
と
空
間
が

融
合
し
た
「
ル
ー
ラ
ン
キ
ン
コ
ル
（
立
体
曼
荼
羅
）」
を
生
み
出
し
た
、チ
ベ
ッ

ト
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
を
切
り
拓
い
た
改
革
者
の
ひ
と
り
と
い
う

わ
け
で
す
ね
。

さ
て
、
前
置
き
が
い
さ
さ
か
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
き
ょ
う
実
際

に
取
り
上
げ
る
の
は
ラ
ダ
ッ
ク
に
あ
る
「
ア
ル
チ
・
チ
ョ
ス
コ
ル
」
と
い
う
寺

院
複
合
体
の
は
な
し
で
す
。
川
沿
い
の
棚
田
の
な
か
に
あ
り
、
写
真
を
み
る
と

ち
ょ
う
ど
春
の
季
節
で
コ
ノ
ハ
ナ
や
菜
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
て
綺
麗
で
す
よ

ね
。
僧
院
全
体
を
塀
が
ぐ
る
っ
と
取
り
囲
み
、
塀
の
中
に
立
方
体
ブ
ロ
ッ
ク
状

の
建
物
が
い
く
つ
か
見
え
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
写
真
中
央
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ
三
階
建
て
の
四
角
い
積
み
木
を
積

み
上
げ
た
よ
う
な
建
物
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
さ
ら
に
そ
の
脇
に
も
う
ひ
と
つ
四

角
い
建
物
が
あ
る
の
が
見
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
実
は
こ
れ
ら
の
建
物
こ
そ
が

ア
ル
チ
僧
院
の
核
に
な
る
も
っ
と
も
だ
い
じ
な
建
造
物
た
ち
で
す
。
こ
こ
で
取

り
上
げ
た
い
の
は
三
階
建
て
の
建
物
の
ほ
う
で
、「
三
層
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ざ
っ
と
チ
ベ
ッ
ト
建
築
史
を
た
ど
っ
て
み
て
も
三
階
の
建
造
物
っ
て
か

な
り
珍
し
い
ん
で
す
ね
。
さ
き
ほ
ど
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
の
創
建
と
さ
れ
る
僧

院
を
具
体
的
に
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
な
か
で
も
ト
リ
ン
寺
に

は
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
が
み
ず
か
ら
指
導
し
た
、
ア
ル
チ
と
同
様
の
構
造
を

も
っ
た
「
三
層
堂
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
上
層

に
あ
た
る
二
層
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
第
一
層
し
か
遺
さ
れ
て
い
な
い

ん
で
す
が
、
金
色
に
輝
く
曼
荼
羅
（
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
パ
ー
ダ
流
「
秘
密
集
会
」

19
尊
曼
荼
羅
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
失
わ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は

か
ろ
う
じ
て
写
真
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
お
り
、
む
か
し
は
た
し
か
に
三
層
の

構
造
物
が
ト
リ
ン
に
あ
っ
た
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
す

る
ア
ル
チ
の
「
三
層
堂
」
は
カ
シ
ミ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
宗
教
建
築
技

術
の
粋
を
集
め
た
最
高
傑
作
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
三
層
堂
」
に
は
そ
の
創
建
に
関
し
て
1
2
2
0
年
頃
の
銘
文

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
は
1
0
5
5
年
没
と
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
ア
ル
チ
の
な
か
で
も
比
較
的
古
層
に
位
置
す
る
「
三
層
堂
」
も
含
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既知の素材からどのように未知なる対象を比定しうるか

図 1　アルチ寺三層堂 文殊菩薩塑像図 2　文殊菩薩塑像のドゥーティー
         （腰布）に描かれた八十四成就者

図 3　成就者たちの筆頭・パダンパ・サンギェー像

井
上
隆
雄
の
視
座

寺
院
に
秘
め
ら
れ
た
空
間
設
計
を
読
み
解
く

め
た
ア
ル
チ
・
チ
ョ
ス
コ
ル
創
建
を
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
へ
と
直
接
結
び
付
け

る
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
様
式
や
構
造
は

間
違
い
な
く
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
が
伝
え
た
カ
シ
ミ
ー
ル
の
伝
統
に
の
っ
と
っ

た
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

建
物
内
部
に
目
を
移
し
ま
し
ょ
う
。
南
向
き
に
入
口
が
あ
り
、
北
・
東
・
西

へ
と
張
り
出
し
た
三
つ
の
龕
室
が
お
の
お
の
中
央
の
仏
塔
を
取
り
囲
む
よ
う
に

建
物
全
体
が
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
龕
室
す
な
わ
ち
ホ
ー
ル
内
部
に
は
、
お
よ

そ
4
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
も
っ
た
、
個
別
に
肌
の
色
が
塗
り
分
け
ら
れ

た
弥
勒
（
赤
）・
文
殊
（
黄
）・
観
音
（
白
）
と
い
う
菩
薩
の
三
立
像
が
格
納
さ

れ
、
仏
塔
が
据
え
置
か
れ
た
中
央
は
三
階
ま
で
、
菩
薩
た
ち
が
格
納
さ
れ
る
龕

室
は
二
階
ま
で
の
吹
き
抜
け
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
二
階
と
三
階
の

壁
面
に
は
合
計
13
を
も
数
え
る
曼
荼
羅
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

三
体
の
菩
薩
は
い
ず
れ
も
頭
冠
に
化
仏
（
自
分
が
属
す
る
部
族
主
）
を
い

た
だ
き
、
上
半
身
は
だ
か
で
大
き
な
花
飾
り
を
首
に
掛
け
、
下
半
身
に
巻
き

つ
け
た
ド
ゥ
ー

テ
ィ
ー
（
腰
布
）

(図
1
)に
は
、

①
仏
伝
図
（
弥

勒
）、
②
八
十
四

成
就
者
（
文
殊
）

(図
2
)、
③
カ

シ
ミ
ー
ル
宮
廷
図

（
観
音
）
と
が
と

て
も
精
緻
に
き
ら

び
や
か
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
細
密
画
の
様

式
も
そ
れ
ぞ
れ
の

菩
薩
間
に
お
い
て

た
が
い
に
異
な
っ

て
い
て
、
両
脚
あ
る
い
は
そ
の
あ
い
だ
に
垂
れ
さ
が
っ
た
中
央
帯
の
部
分
に
蔓

草
や
格
子
、
あ
る
い
は
襞
模
様
を
も
ち
い
て
各
ス
ト
ー
リ
ー
の
場
面
を
仕
切
っ

て
隙
間
な
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
①
②
に
描
か
れ
た
画
面
構
成
を
見
た
と
こ

ろ
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
も
の
が
た
り
の
筋
道
は
基
本
的
に
菩
薩
た
ち
の
右
足

の
付
け
根
を
起
点
と
し
て
、
ぐ
る
っ
と
下
半
身
を
一
周
し
て
左
太
腿
で
終
わ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
仔
細
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
よ
う
な
立
体
に
細
密
画
を
描
き
、
下
半
身
を
中
心
に
場
面
展
開
を
設
計
し
て

ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
い
で
い
く
よ
う
な
や
り
か
た
は
カ
シ
ミ
ー
ル
様
式
な
い
し
リ

ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
様
式
と
通
称
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
い
っ
た
い
ど
う
し
て
高
野
山
大
学
は
い
ち
は
や
く
ラ

ダ
ッ
ク
に
調
査
隊
を
派
遣
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
我
が
国
に
伝
わ
る
金

剛
界
曼
荼
羅
と
出
自
を
同
じ
く
す
る
曼
荼
羅
が
ア
ル
チ
の
「
三
層
堂
」
あ
る
い

は
「
大
日
堂
」
に
も
遺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヘ
ル
マ

ン
・
フ
ラ
ン
ケ
の
報
告
を
通
じ
て
高
野
山
大
学
の
栂
尾
祥
雲
教
授
が
掴
ん
で
い

ま
し
た
。
栂
尾
先
生
は
近
代
的
な
密
教
学
を
か
た
ち
作
っ
た
立
役
者
の
ひ
と
り

で
、
松
長
猊
下
の
先
生
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
高
野
山

大
学
の
調
査
隊
は
も
と
も
と
目
当
て
の
曼
荼
羅
が
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
そ
の
対

象
物
を
目
指
し
て
撮
影
し
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
さ

き
に
す
で
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
ア
ル
チ
・
チ
ョ
ス
コ
ル
は
寺
院
複
合
体
で
あ

り
、
建
物
・
仏
像
・
壁
画
と
が
た
が
い
に
結
び
付
き
融
合
し
た
寺
院
空
間
設
計

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
三
層
堂
」
を
例
に
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
三
人
の
菩
薩
の
頭
上
に
は
お
の

お
の
化
仏
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
化
仏
や
菩
薩
の
配
置
は
菩
薩
が
ま

と
う
ド
ゥ
ー
テ
ィ
ー
（
腰
布
）
あ
る
い
は
壁
面
に
描
か
れ
た
曼
荼
羅
の
内
容
と

密
接
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

－

も
う
す
こ
し
具
体
的
に
言
え
ば
、
弥
勒
の
頭
上

に
は
四
面
大
日
如
来
を
中
心
と
す
る
金
剛
界
曼
荼
羅
の
五
仏
の
冠
が
載
っ
て
い

ま
す
が
、そ
れ
は
真
言
宗
に
お
け
る
両
部
の
大
経
の
ひ
と
つ『
金
剛
頂
経
』（『
真

実
摂
経
』）
系
の
曼
荼
羅
が
こ
こ
で
意
図
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
二
階
の
壁
面

に
は
「
金
剛
頂
系
」
に
属
す
る
曼
荼
羅
が
複
数
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
立
体
と
平
面
と
い
う
一
見
異
な
っ
た
素
材
（
パ
ー
ツ
）
に
た
と
え
見
え
て

い
た
と
し
て
も
、
寺
院
複
合
体
と
い
う
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
そ
れ
ら

は
有
機
的
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
わ
た
し
た
ち
は
意
識

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
井
上
さ
ん
が
撮
っ
た
写
真
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
が
な
い
時
代
、
う
す
暗
い
堂
内
の
過
酷
な
環
境
に
お
い
て
、
多
く
の
写

真
が
す
で
に
撮
影
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
っ
て
い
た
よ
う
に
撮
影
さ
れ
て
い
る

点
は
さ
す
が
専
門
家
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
も
む
か
し
同
じ
よ
う
な
環
境
で

フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
現
像
し
た
ら
そ
こ
に
あ
る
の

は
「
た
だ
な
に
か
写
っ
て
い
る
」
だ
け
の
し
ろ
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
高
い
技
術
の
一
方
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
特
徴
と
し
て
は
井
上
さ
ん

が
と
く
に
ラ
ダ
ッ
ク
で
撮
っ
た
写
真
は
一
見
す
る
と
芸
術
性
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
記
録
性
に
重
き
が
置
か
れ
る
点
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
件
に
関
し

て
は
彼
の
身
近
に
い
た
か
た
が
た
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
と
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
同
じ
記
録
性
に
重
き
を
置
い
て
い
た
と
は
い
え
、

国
内
外
の
調
査
団
が
撮
っ
た
写
真
と
井
上
写
真
と
は
い
さ
さ
か
様
子
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
彼
ら
に
も
専
属
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
同
行
し
て
い
ま
し
た

か
ら
、ど
う
や
ら
単
純
に
技
術
の
問
題
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

念
の
た
め
に
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
わ
た
し
個
人

の
感
想
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
た
う
え
で
、
わ
た
し
が
考
え
る
井

上
写
真
の
核
心
部
分
に
入
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
つ
は
立
体
を
撮
影
す
る
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
。
さ

き
に
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
カ
シ
ミ
ー
ル
様
式
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
立
体
造
形

へ
の
細
密
画
で
す
が
、
反
射
の
光
沢
を
可
能
な
限
り
押
さ
え
撮
影
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
平
面
も
よ
く
撮
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
と
く
に
文
殊
菩
薩
の
下

半
身
の
部
分
は
資
料
的
価
値
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
対
象
を
取
り
巻
く
空
間
を
も
撮
っ
た
写
真
が
多
い
こ
と
。
こ

れ
は
あ
ら
か
じ
め
目
的
の
撮
影
対
象
（
特
定
の
曼
荼
羅
な
ど
）
が
あ
っ
た
こ
と

と
違
っ
て
、
自
由
な
視
座
を
も
っ
て
い
た
井
上
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
直
感
的
に
寺

院
の
空
間
構
造
を
捉
え
た
撮
影
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
も
し

か
し
た
ら
偶
然
の
一
致
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
き
の
文
殊
の
ド
ゥ
ー

テ
ィ
ー
（
腰
巻
き
）
部
分
で
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
数
十
人
の
聖
者
た
ち
の
中

心
人
物
・
パ
ダ
ン
パ
・
サ
ン
ギ
ェ
ー
（
黒
き
聖
者
）
(図
3
)に
注
目
し
、
堂

宇
の
空
間
設
計
を
意
図
し
た
視
点
に
も
と
づ
き
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
井
上
写
真
が
そ
な
え
る
特
徴
は
、
今
後
は
ア
ル
チ
・
チ
ョ
ス
コ

ル
に
限
定
さ
れ
ず
に
寺
院
空
間
を
読
み
解
く
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ん
だ
か
思
い
付
く
ま
ま
お
話
し
し
て
し
ま
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で

い
っ
た
ん
わ
た
し
の
は
な
し
を
締
め
く
く
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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は
じ
め
に

絵
画
の
模
写
制
作
に
つ
い
て

図３《般若波羅蜜仏母》壁画の位置 ( 黄色）

ア
ル
チ
寺
三
層
堂
壁
画
《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
》
の
模
写
に
つ
い
て

図 2　キジ︎ル石窟での壁画模写（郭峰撮影）

井上隆雄写真の活用 模写による壁画表現の再現

図 1　法隆寺壁画を模写する入江波光
       （『京都市立芸術大学百年史』より）

井
上
隆
雄
写
真
の
活
用

模
写
に
よ
る
壁
画
表
現
の
再
現

正
垣
雅
子

井
上
隆
雄
写
真
の
活
用

模
写
に
よ
る
壁
画
表
現
の
再
現

正
垣
雅
子

報告　
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
画
専
攻
の
正
垣
で
す
。今
日
お
話
し
す
る
内
容
は
、

私
の
専
門
、
模
写
の
こ
と
を
中
心
に
構
成
し
ま
し
た
。
井
上
隆
雄
写
真
資
料
を

使
っ
た
模
写
制
作
に
つ
い
て
、絵
描
き
の
立
場
か
ら
写
真
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、

と
い
っ
た
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

　
私
ど
も
京
芸
日
本
画
専
攻
で
は
、
古
画
を

写
す
＝
模
写
い
う
こ
と
が
、
絵
画
制
作
の
表

現
研
究
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
画
家
の
修
練
と
し
て
手
本
ど
お
り
に

ま
ね
て
描
く
こ
と
か
ら
脱
却
し
、
表
現
研
究

の
絵
画
と
し
て
の
模
写
を
確
立
し
た
の
は
、

法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
模
写
事
業
に
携
わ
っ
た

入
江
波
光
（
図
１
）
と
い
う
画
家
で
す
。
入

江
波
光
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。「
模
写
は
、
伝
統
を
学
ぶ
必
要
を
唱
導
し
た

も
の
で
、伝
統
の
認
識
と
自
覚
は
民
族
性
を
知
る
捷
径
で
あ
り
、模
倣
（
模
写
）

は
先
学
の
目
に
従
っ
て
自
然
の
秘
密
、
宇
宙
の
神
秘
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
」。
単
に
画
を
ま
ね
て
写
し
て
、
も
う
一
つ
同
じ
も
の
を
描
い
て
表
現
技
法

を
知
り
得
る
だ
け
で
は
な
い
、
壮
大
な
理
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

入
江
波
光
の
姿
勢
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
具
体
的
に
模

写
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
か
を
順
に
追
っ
て
説
明
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
模
写
の
対
象
と
な
る
作
品
（
原
本
）
を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
学
術
の
先
行
研
究
や
、
科
学
分
析
、
修
理
報
告
な
ど
、
い
ろ
ん
な
専

門
家
が
原
本
を
調
べ
た
知
見
を
知
る
こ
と
で
す
。

　
次
に
、自
分
自
身
が
実
感
す
る
こ
と
、そ
れ
は
、原
本
に
出
会
う
こ
と
で
す
。

私
の
場
合
、
研
究
対
象
の
壁
画
は
基
本
、
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

現
地
で
調
査
し
ま
す
。
美
術
館
や
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
間
近

で
観
察
（
熟
覧
）
し
ま
す
。
何
の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
か
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ

る
の
か
、
現
在
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
模
写
制
作
の

原
動
力
は
高
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
画
家
は
描
く
力
を
伸
ば
す
、
つ
ま
り
鍛
錬
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
よ

く
描
く
た
め
に
は
、よ
く
見
る
こ
と
（
観
察
）
が
基
本
で
す
。
理
解
で
き
た
ら
、

手
は
動
く
と
い
う
頭
と
体
の
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。写
生
で
描
写
の
鍛
錬
を
し
、

道
具
や
素
材
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
い
う
手
技
の
経
験
が
積
み

重
な
る
と
、
原
本
を
描
い
た
画
家
に
共
感
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
完
璧
に
同
化

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
当
然
な
が
ら
、
別
の
時
代
に
生
き
る
、
別
の
人
間
で
あ

る
以
上
、
古
画
と
そ
の
画
家
の
全
て
が
解
る
、
全
て
が
同
じ
と
い
う
の
は
不
可

能
で
す
。
し
か
し
、
で
き
る
だ
け
近
づ
き
た
い
と
願
う
。
こ
の
表
現
は
苦
労
し

た
だ
ろ
う
な
と
か
、
面
白
く
筆
を
動
か
し
て
い
る
な
ぁ
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ

画
家
と
し
て
、
原
本
を
描
い
た
画
家
に
共
感
で
き
れ
ば
、
絵
画
表
現
に
対
し
て

親
し
み
あ
る
眼
差
し
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
模
写
に
は
、
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は

原
本
を
あ
る
が
ま
ま
写
す
こ
と
、こ
れ
を
現
状
模
写
と
い
い
ま
す
。
文
字
通
り
、

今
、
目
の
前
に
あ
る
状
態
や
雰
囲
気
を
あ
る
が
ま
ま
写
す
た
め
に
は
、
そ
れ
に

適
し
た
模
写
独
自
の
表
現
技
法
も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
復
元
模
写
ま
た

は
想
定
復
元
模
写
と
い
う
方
法
で
す
。
当
時
の
画
家
が
ど
の
よ
う
に
描
い
た
か

を
調
べ
て
、
素
材
、
表
現
技
法
、
作
画
の
踏
襲
を
試
み
る
模
写
で
す
。
画
家
は

何
を
感
受
し
て
、
何
を
体
得
し
て
、
何
を
伝
え
る
か
に
よ
っ
て
、
方
向
性
と
方

法
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
模
写
は
、
原
本
が
存
在
す
る
の
で
、
表
現
の
到
着
点
や
、
作
画
の
筋
道
に
正

解
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
模
写

を
描
く
姿
勢
、
誠
実
さ
は
模
写
作
品
に
反
映
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
模
写
を
し
た

画
家
の
観
察
力
、
感
性
、
解
釈
の
深
度
、
素
材
や
道
具
の
選
択
と
扱
い
、
模
写

を
す
る
画
家
の
表
現
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

模
写
は
、
画
家
の
思
想
や
感
性
で
対
象
を
理
解
し
表
現
し
た
作
品
で
あ
り
、
一

般
的
な
創
作
絵
画
と
同
様
の
一
つ
の
絵
画
作
品
と
考
え
る
の
が
素
直
だ
と
考
え

ま
す
。

　
模
写
を
す
る
際
の
問
題
と
し
て
、
画
家
が
ど
の
よ
う
に
原
本
に
接
す
る
機
会

を
得
る
か
は
、
い
つ
の
時
代
も
悩
ま
し
い
も
の
で
す
。
原
本
に
近
接
し
て
模
写

を
描
け
る
の
が
理
想
で
す
。
か
つ
て
、
私
は
、
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の

キ
ジ
ル
石
窟
内
で
壁
画
の
模
写
を
行
い
ま
し
た
（
図
２
）。
一
ヶ
月
ほ
ど
窟
内

で
模
写
を
し
た
の
で
、
一
日
の
う
ち
の
石
窟
内
の
温
度
、
湿
度
、
光
の
角
度
と

い
っ
た
環
境
変
化
は
、
居
続
け
る
こ
と
で
体
感
で
き
ま
す
。
石
窟
壁
画
に
対
し

て
、
画
家
が
ど
う
い
っ
た
姿
勢
で
、
ど
の

よ
う
な
絵
具
の
濃
さ
で
壁
画
を
描
い
た
か

を
理
解
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
し

た
。
現
在
で
は
、
原
本
に
近
接
し
な
が
ら

の
模
写
は
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
難

し
く
な
り
ま
し
た
。
原
本
が
近
く
に
無
い

場
合
、
ど
う
す
る
の
か
。
一
つ
は
、
誰
か

が
描
い
た
模
写
を
模
写
す
る
と
い
う
「
孫

模
写
」
で
す
。
そ
れ
に
、
何
の
意
味
あ
る

の
？ 

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
人
の
画
家
の
解
釈
と
判

断
の
成
果
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
模
写
で
あ
る
な
ら
、
原
本
を
描
い
た
画
家
、
模

写
を
し
た
画
家
、
二
人
の
画
家
の
感
性
や
視
点
を
意
識
し
な
が
ら
表
現
を
理
解

す
る
、と
い
う
重
層
的
な
鑑
賞
と
実
践
と
な
り
ま
す
。
な
に
よ
り
、絵
具
が
の
っ

て
い
る
作
品
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
大
変
多
い
の
で
す
。
原
本
で
あ
れ
、
模

写
で
あ
れ
、
実
物
の
絵
画
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
大
変
多
い
。「
孫
模
写
」
は
、

京
芸
で
よ
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
学
び
の
手
段
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
現
在
で
は
、
写
真
や
複
製
を
資
料
と
し
て
模
写
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
昔
は
良
質
な
資
料
や
写
真
が
無
く
、描
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

描
け
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、
高
精
細
画
像
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
入
手
で
き
、
高
精
細
に
出
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
模
写
は
随
分
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
気

を
つ
け
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
写
真
や
印
刷
物
は
、
絵
画
作
品
の
実
在
感
は
あ

り
ま
せ
ん
。
紙
に
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
、
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
た
光
の
色

と
い
う
こ
と
を
画
家
は
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
精
細
印
刷
や
拡
大
画

像
で
見
え
る
内
容
、
色
の
再
現
に
注
力
が
過
ぎ
る
と
、
答
え
合
わ
せ
の
模
写
に

な
っ
て
し
ま
い
、絵
画
性
が
損
な
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

画
家
が
原
本
の
実
在
感
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
が
大
切
で
す
。
原
本
の
観

察
、
取
材
、
表
現
技
法
、
画
力
の
鍛
錬
と
い
う
画
家
自
身
の
感
性
と
手
技
の
蓄

積
が
備
わ
る
こ
と
で
、
写
真
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
模
写
制
作
が

進
む
と
思
い
ま
す
。

　　
模
写
に
つ
い
て
の
説
明
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
を

活
用
し
た
壁
画
模
写
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
展
示
し
て
あ
る
模
写
作
品
は
、

ア
ル
チ
寺
三
層
堂
一
階
壁
画
の
《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
》
で
す
。
こ
の
壁
画
は
、

三
層
堂
を
入
っ
て
左
壁
の
巨
大
な
仏
龕
内
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
観
音
菩
薩
像

（
塑
像
）
の
右
足
首
の
真
横
あ
た
り
の
壁
に
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
壁
画

の
す
ぐ
上
に
は
、
壁
か
ら
飛
び
出
し
て
い
る
塑
像
が
あ
り
、
当
時
の
画
家
は

身
体
を
丸
め
て
こ
の

壁
に
向
き
合
っ
た
だ

ろ
う
と
推
察
さ
れ
ま

す
。
井
上
隆
雄
さ
ん

の
写
真
は
、
こ
の
壁

画
に
対
し
て
真
正
面

に
撮
影
し
て
あ
る
の

で
、
恐
ら
く
井
上
隆

雄
さ
ん
は
観
音
菩
薩
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図 4　ラマユル寺の寺院壁画制作の道具

図 5　肉身の暈しを入れる　　

写
真
か
ら
模
写
す
る
上
で
の
注
意
点

図 6　マンギュ寺壁画の光学撮影画像 （末森薫撮影）

井上隆雄写真の活用 模写による壁画表現の再現

塑
像
の
足
元
に
潜
り
込
み
、
カ
メ
ラ
を
構
え
た
の
で
し
ょ
う
。
三
層
堂
内
部
は

暗
く
、
埃
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
で
す
。
壁
画
表
面
は
や
や
光
沢
感
が
あ
る
う
え
に
、

う
っ
す
ら
埃
が
か
ぶ
っ
て
い
る
せ
い
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
当
て
る
と
反
射
し
、

何
も
写
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
井
上
隆
雄
さ
ん
の
フ
ィ
ル
ム

カ
メ
ラ
で
の
壁
画
の
撮
影
は
大
変
困
難
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
し
、
鮮

明
な
写
真
撮
影
に
成
功
し
た
こ
と
に
敬
服
し
ま
す
。

　
私
は
2
0
0
6
年
か
ら
ラ
ダ
ッ
ク
の
寺
院
壁
画
の
取
材
を
継
続
し
て
お
り
、

ア
ル
チ
寺
、
サ
ス
ポ
ー
ル
石
窟
、
マ
ン
ギ
ュ
寺
な
ど
の
壁
画
の
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ラ
ダ
ッ
ク
以
外
に
も
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
圏
の
寺
院
壁
画
も
調
査
し

て
き
た
の
で
、
壁
画
が
持
つ
雰
囲
気
や
用

い
ら
れ
る
色
材
に
つ
い
て
経
験
は
あ
り
ま

す
。
ア
ル
チ
寺
は
壁
画
管
理
が
非
常
に
厳

し
い
寺
院
で
す
。2
0
1
0
年
取
材
当
時
、

ア
ル
チ
寺
を
管
理
し
て
い
た
お
坊
さ
ん
に

壁
画
取
材
の
目
的
を
話
し
、
調
査
を
頼
み

ま
し
た
。
幸
い
、
巡
礼
者
が
来
る
前
（
早

朝
）
で
あ
れ
ば
、
壁
画
調
査
を
し
て
も
良

い
と
お
許
し
を
頂
け
た
た
め
、
翌
日
再
訪

し
、
近
接
し
て
観
察
、
採
寸
、
色
合
わ
せ

が
で
き
ま
し
た
。　

　
同
じ
取
材
時
に
、
タ
ン
カ
絵
師
デ
ュ
プ
イ
操
さ
ん
の
協
力
で
、
ダ
ラ
ム
サ
ラ

で
活
動
し
て
い
る
メ
ン
リ
派
タ
ン
カ
絵
師
を
取
材
し
ま
し
た
。
私
は
日
本
画
の

画
材
で
絵
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
東
洋
で
用
い
ら
れ
て
い
る
顔
料
、
染
料
に
は

共
通
す
る
も
の
が
多
い
の
で
す
。
毎
度
、
そ
の
土
地
限
定
の
特
別
な
色
や
、
昔

な
が
ら
の
道
具
に
出
会
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
が
、
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
す
か
ら
、
中
々
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。
現
地
の
絵
師
か
ら
「
い
い
筆
が
あ

る
よ
。」
っ
て
見
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
日
本
製
や
欧
米
の
有
名
メ
ー
カ
ー
製
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
便
利
で
良
質
な
も
の
を
求
め
る
人
の
気
持
ち
は
今
も
昔
も

変
わ
ら
ぬ
も
の
で
し
ょ
う
。
ダ
ラ
ム
サ
ラ
の
タ
ン
カ
絵
師
が
使
っ
て
い
た
絵
皿

が
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
絵
皿
（
図
４
）
と
同
じ
形
状
だ
っ

た
の
を
見
た
時
、「
変
わ
ら
ず
に
あ
っ
た
」
と
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
取
材
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ル
チ
寺
三
層
堂
の
寺
院
壁
画

の
模
写
に
は
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
理
由
は
、
原
寸
大
の

模
写
に
適
し
た
原
寸
大
の
資
料
が
無
か
っ
た
か
ら
で
す
。
出
版
物
で
は
、
画
像

が
小
さ
く
原
寸
拡
大
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
し
、
色
、
精
度
も
ば
ら
つ
き
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
て
、《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
》
の
6
×
7
㎝
の
ポ
ジ
が
存
在
す
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
高
精
細
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
原
寸
大
で
出
力
す
る
と
細
部
ま

で
よ
く
写
っ
て
い
る
画
像
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
よ
う
や
く
模
写
を
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
と
近
年
出
版
さ
れ
た
『A

lchi

』（
写
真

ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ム Peter vam

 H
am

）
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

撮
影
時
期
は
井
上
隆
雄
さ
ん
が
1
9
7
5
年
ま
た
は
1
9
7
7
年
、
ピ
ー

タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ム
さ
ん
は
2
0
1
7
年
で
す
。
三
層
堂
二
階
の
壁
画
の

緑
タ
ー
ラ
菩
薩
の
顔
部
分
を
比
べ
ま
す
と
、
井
上
隆
雄
写
真
の
菩
薩
像
は
、
輪

郭
線
周
辺
や
首
筋
に
細
い
筆
致
で
陰
影
や
暈
し
を
丁
寧
に
入
れ
て
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
目
は
眼
球
の
丸
み
を
表
現
す
る
た
め
に
、
目
尻
、
眼
頭
に
少
し

だ
け
赤
や
青
の
色
味
を
点
じ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ム
さ
ん
の

写
真
の
菩
薩
像
に
は
、
そ
の
微
細
な
筆
致
が
や
や
薄
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
近
年
に
行
わ
れ
た
壁
画
の
保
存
修
復
作
業
が
要
因
か
と
思
い
ま

す
。
修
理
作
業
で
は
、
壁
画
表
面
に
付
着
し
た
汚
れ
の
除
去
が
行
わ
れ
ま
す
。

修
理
者
は
、
慎
重
に
作
業
し
て
い
て
も
故
意
で
は
な
く
少
し
ば
か
り
取
れ
て
し

ま
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
井
上
隆
雄

さ
ん
の
撮
影
時
期

と
い
う
の
は
、
ラ

ダ
ッ
ク
地
域
が
外

国
人
に
開
放
さ
れ

た
ば
か
り
の
頃
で

す
の
で
、
近
代
的

な
修
理
が
入
る
前

の
姿
で
す
。
そ
う

い
っ
た
点
で
も
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
は
貴
重
で
す
。

　
写
真
や
取
材
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
壁
画
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
具
体
的

に
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
》
の
下
方
に
描
か

れ
て
い
る
男
女
の
供
養
者
は
世
俗
者
で
、
現
地
の
風
俗
を
表
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
衣
服
は
ど
の
よ
う
な
布
な
の
か
、
厚
み
や
質
感
な
ど
現
地
の
服
飾
を
調
べ

ま
す
。
単
色
な
彩
色
面
で
す
が
、
お
そ
ら
く
毛
織
物
で
す
。
実
物
を
知
っ
て
い

る
と
納
得
し
て
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
》
の
天
衣

に
表
さ
れ
る
文
様
は
、
今
で
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
っ
て
る
伝
統
的
意
象
に
見
ら

れ
る
十
字
絞
を
描
い
た
も
の
で
す
。
装
身
具
は
金
工
、
ガ
ラ
ス
製
、
獣
骨
を
加

工
し
た
玉
を
繋
い
だ
も
の
と
判
断
で
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
模
写
を
描
い
た
感
想
を
述
べ
ま
す
。
美
濃
紙
を
用
い
た
あ
げ
写
し
と

い
う
模
写
の
方
法
で
、
現
状
模
写
を
行
い
ま
し
た
。《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
》
の

体
躯
は
、
細
い
筆
を
使
い
、
短
い
ス
ト
ロ
ー
ク
を
何
度
も
重
ね
て
、
陰
影
を
つ

け
て
い
く
こ
と
で
彩
色
の
深
み
と
量
感
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
再
現
し
ま
し

た
(図
5
)。

　
《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
》
の
裙
の
文
様
に
は
、
パ
ル
テ
ィ
ア
ン
シ
ョ
ッ
ト
の
騎

馬
像
が
み
っ
ち
り
描
き
込
ま
れ
て
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
描
写
で
細
部
を

埋
め
尽
く
す
と
い
う
隙
間
恐
怖
症
的
な
美
意
識
が
あ
り
ま
す
。
単
色
の
色
面
が

少
し
で
も
あ
る
と
、
何
か
点
一
つ
で
も
打
た
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
よ
う
な
、

描
写
密
度
を
高
め
る
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
一
つ
と
し
て

い
い
加
減
な
筆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
を
立
て
て
、
ま
っ
す
ぐ
下
ろ
し
て
キ
チ

ン
と
点
を
打
つ
。
線
描
も
同
じ
よ
う
に
、
緊
張
感
を
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
均
一

な
線
で
す
。
タ
ン
カ
絵
師
を
取
材
し
た
時
に
、
彼
ら
は
キ
ャ
ン
バ
ス
を
木
枠
に

張
り
、
立
て
て
描
く
こ
と
が
通
常
で
す
。
こ
の
身
体
の
使
い
方
は
、
壁
画
と
共

通
し
て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
9
月
に
、
井
上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
の
一
環
で

行
っ
た
ラ
ダ
ッ
ク
の
壁
画
調
査
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
写
真
は（
図

6
）、
今
日
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
末
森
さ
ん
が
撮
影
し
た
マ

ン
ギ
ュ
寺
壁
画
の
文
殊
菩
薩
の
撮
影
画
像
で
す
。
全
て
、
同
じ
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
ま
し
た
。
上
段
左
は
通
常
の
撮
影
、
上
段
中
央
は
偏
光
フ
ィ
ル
タ
ー
を
用
い

て
正
反
射
光
を
取
り
入
れ
た
撮
影
、
上
段
右
は
正
反
射
光
を
除
去
し
た
撮
影
で

す
。
下
段
左
は
斜
光
を
当
て
た
撮
影
で
、
壁
の
凹
凸
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
下
段
中
央
は
、
赤
外
光
で
撮
影
し
た
も
の
、
下
段
右
は
紫
外
光
を
照
射
し

蛍
光
を
撮
影
し
た
写
真
で
す
。
す
べ
て
同
じ
環
境
で
、
同
じ
カ
メ
ラ
で
壁
画
を

撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、
光
源
な
ど
撮
影
方
法
を
変
え
る
こ
と
で
、
画
像
の
写

り
方
、
記
録
さ
れ
る
も
の
が
こ
れ
だ
け
違
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
画
像
に
何
が
記

録
さ
れ
て
い
る
の
か
、
写
真
を
扱
う
側
の
能
力
が
問
わ
れ
る
。
写
真
が
真
実
を
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図 7　シェーの風景

お
わ
り
に

井上隆雄写真の活用 模写による壁画表現の再現

写
し
て
い
る
と
依
存
す
る
と
、
絵
描
き
は
写
真
を
描
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
原
本
の
絵
画
表
面
を
模
写
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
、会
場
に
ご
来
場
頂
い
て
お
り
ま
す
イ
ン
ド
美
術
史
の
宮
治
昭
先
生
は
、

2
0
0
1
年
に
破
壊
さ
れ
た
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
大
仏
の
壁
画
に
つ
い
て
の
美
術

史
的
研
究
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
は
壁
画
の
描
き
起
こ
し
図
の
作
成
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
大
仏
は
東
大
仏
38
メ
ー
ト
ル
、
西
大
仏
55

メ
ー
ト
ル
で
、
頭
頂
部
の
仏
龕
壁
画
が
描
き
起
こ
し
の
対
象
で
す
が
、
あ
ま
り

に
巨
大
な
の
で
10
分
の
1
サ
イ
ズ
で
描
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
宮
治
先
生
が

参
加
し
た
1
9
6
9
年
か
ら
78
年
の
現
地
調
査
で
は
、
写
真
が
多
数
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。
巨
大
な
仏
龕
は
カ
ー
ブ
し
て
お
り
、
撮
影
位
置
、
光
の
色
、
角
度

等
ま
ち
ま
ち
で
す
。
今
回
の
再
現
で
は
、
こ
れ
ら
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
上
で
合
成

し
、
仏
龕
全
体
の
繋
が
り
を
一
枚
の
画
像
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
画
像
合
成

作
業
は
、
人
が
微
調
整
を
行
う
難
し
い
も
の
で
す
が
、
完
成
画
像
を
鵜
呑
み
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
に
は
行
っ
た
こ
と
が
無
い
の

で
、
つ
い
写
真
を
頼
っ
て
し
ま
い
、
写
真
に
生
じ
て
い
る
歪
み
や
ズ
レ
を
見
過

ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
単
純
に
写
真
を
な
ぞ
れ
ば
済
む
も
の
で

は
な
く
、
こ
の
壁
画
が
持
つ
世
界
観
の
意
味
を
把
握
し
、
尊
像
の
配
置
や
構
成

要
素
の
個
性
を
描
き
起
こ
す
こ
と
が
肝
要
な
仕
事
で
し
た
。
そ
こ
で
、
大
変
役

に
立
っ
た
の
は
、
宮
治
先
生
が
現
地
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
で
す
。
現
地
で
、
壁

画
を
見
て
、
直
線
な
の
か
、
曲
線
か
、
何
が
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
壁
画

表
現
の
構
成
要
素
を
一
つ
一
つ
宮
治
先
生
が
確
認
し
て
記
録
し
た
ス
ケ
ッ
チ
に

は
、
整
理
さ
れ
た
判
断
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
写
真
は
拡
大
し
て
細

部
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
壁
画
の
損
傷
や
剥
落
が
紛
ら
わ
し
く
、
表
現

が
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
箇
所
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
写
真
や
デ
ジ
タ

ル
画
像
は
、
芸
術
資
源
と
し
て
も
資
料
と
し
て
も
有
用
で
は
あ
る
こ
と
に
間
違

い
な
い
で
す
が
、
写
真
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
絵
画
表
現
の
真
実
の
姿
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
写
真
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
が
肝
心
で
、
画
像
の
表
面

だ
け
眺
め
ず
に
、
多
角
的
な
知
見
を
も
っ
て
、
表
現
研
究
の
資
料
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
で
、
模
写
の
精
度
は
高
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
画
家
の
視
点
で
、
古
画
の
模
写
制
作
、
写
真
の
活
用
と
取
り
扱
い
に
つ
い
て

お
話
し
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
、
竹
内
栖
鳳
の
言
葉
で
ま
と
め
ま
す
。「
寫

生
は
技
法
や
熟
技
が
す
ぎ
て
は
ゐ
け
な
い
。
こ
れ
は
新
し
い
も
の
を
そ
の
ま
ま

正
直
に
取
り
込
む
も
の
で
あ
る
。
絵
に
は
秘
傳
が
な
い
。
熱
心
に
生
れ
る
研
究

後
の
悟
り
で
あ
る
。」熱
心
に
生
ま
れ
る
研
究
後
の
悟
り
が
、絵
に
表
れ
る
こ
と
。

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
イ
ン
ド
・ 

ラ
ダ
ッ
ク
か
ら
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
N
P
O
法
人
の
ジ
ュ
レ
ー
・
ラ
ダ
ッ
ク
の
ス
カ
ル
マ
・
ギ
ュ
ル

メ
ッ
ト
（Skarm

a Gurm
et

）
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
の
ラ
ダ
ッ
ク

調
査
で
は
、
ス
カ
ル
マ
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

に
ヌ
ブ
ラ
地
方
で
壁
画
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
得
て
、
エ
ン
サ
・
ゴ
ン

パ
と
デ
ィ
ス
キ
ッ
ト
・
ゴ
ン
パ
へ
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
調
査
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
ス
カ
ル
マ
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
調
査
報
告

に
つ
い
て
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
研
究
起
用
（
67
）
に
発
表
し
て

お
り
ま
す
の
で
、、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
本
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
写
真
（
図
7
）
は
シ
ェ
ー
と
い
う
村
を
、
井
上
隆

雄
さ
ん
が
1
9
7
5
年
も
し
く
は
77
年
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
シ
ェ
ー
は

ス
カ
ル
マ
さ
ん
の
ご
実
家
の
あ
る
あ
た
り
で
す
。
緑
が
多
く
、
の
ど
か
で
、
美

し
い
風
景
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ス
カ
ル
マ
さ
ん
に
ご
紹
介
で
き
て
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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※ シンポジ︎ウム当日に会場に設置した
パネル展 示の内容を再構成したものです。

　
ラ
ダ
ッ
ク
は
イ
ン
ド
の
最
北
部
、
北
緯

33
〜
35
度
、
東
経
76
〜
79
度
に
位
置
し
、

標
高
6
0
0
0m
以
上
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

脈
と
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
に
挟
ま
れ
た
一
帯

で
、
旧
ジ
ャ
ン
ム
ー
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
東

部
を
示
す
地
域
名
で
あ
る
。
人
々
が
暮
ら

す
平
地
も
標
高
3
0
0
0m
前
後
と
い

う
山
岳
・
高
原
地
帯
で
、
空
気
は
薄
く
、

乾
燥
し
、
直
射
日
光
は
強
い
。
東
は
中
華

人
民
共
和
国
、
北
西
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
接

し
、
第
二
次
大
戦
後
に
各
国
が
こ
の
地
域

の
領
有
を
主
張
し
て
い
る
た
め
、
現
在
で

も
国
境
未
確
定
区
域
が
多
く
、
イ
ン
ド
軍

の
駐
留
基
地
が
大
き
く
展
開
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
ラ
ダ
ッ
ク
は
南
の
イ
ン
ド
、
西

の
カ
シ
ミ
ー
ル
、
北
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、

東
の
チ
ベ
ッ
ト
を
結
ぶ
中
継
地
と
し
て
、

交
易
、
文
化
の
伝
播
に
関
わ
っ
て
き
た
。

ラ
ダ
ッ
ク
を
南
東
か
ら
北
西
に
貫
い
て
流

れ
る
イ
ン
ダ
ス
川
は
、チ
ベ
ッ
ト
の
カ
ン・

リ
ン
ポ
リ
ェ
（
カ
イ
ラ
ス
山
）
を
源
流
に

も
ち
、
イ
ン
ダ
ス
川
と
そ
の
支
流
周
辺
の

平
地
で
耕
作
、
牧
畜
を
営
ん
で
い
る
。
古

く
か
ら
こ
の
地
域
に
人
が
住
ん
で
お
り
、

仏
教
が
伝
来
す
る
以
前
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
信

奉
を
示
す
岩
絵
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

　
ラ
ダ
ッ
ク
が
仏
教
史
お
よ
び
仏
教
美
術

の
観
点
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
カ
シ
ミ
ー

ル
様
式
の
美
意
識
で
建
立
さ
れ
た
寺
院

（Alchi Choskhor G
om
pa

と
そ
の

周
辺
の
数
寺
)で
あ
ろ
う
。10
世
紀
前
半
、

中
央
チ
ベ
ッ
ト
で
衰
退
し
た
仏
教
は
、
辺

境
に
逃
れ
た
王
家
の
末
裔
グ
ゲ
王
ラ
ラ

マ
・
イ
ェ
シ
ェ
ー
ウ
ー
の
時
代
に
、
仏
教

復
興
の
運
動
は
本
格
化
し
た
。
グ
ゲ
王
は

当
時
、
仏
教
が
栄
え
て
い
た
西
方
の
カ
シ

ミ
ー
ル
に
、
留
学
生
21
名
を
派
遣
し
た
。

帰
還
し
た
の
は
僅
か
二
人
、
大
訳
経
官
リ

ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
と
、
徒
弟
小
訳
経
官
レ

ク
ペ
ー
シ
ェ
ー
ラ
プ
で
あ
り
、
仏
教
聖
典

の
翻
訳
、
寺
院
建
立
を
行
っ
た
。
ま
た
、

リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
は
二
度
目
の
留
学
に

正垣雅子
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概要

派
遣
さ
れ
、
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
の
工
人
32

人
を
伴
っ
て
帰
還
し
た
。
彼
ら
の
職
能
は

そ
の
後
の
寺
院
建
設
に
活
か
さ
れ
、
こ
の

地
域
に
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
た

独
自
の
仏
教
美
術
が
展
開
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
、
ラ
ダ
ッ
ク
地
域
は
小
王
国

が
分
立
し
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ム
の

影
響
も
受
け
、
こ
の
仏
教
美
術
の
伝
統
は

廃
れ
て
し
ま
う
。
16
世
紀
に
ラ
ダ
ッ
ク
全

土
を
統
一
ナ
ム
ギ
ャ
ル
王
朝
以
降
、
中
央

チ
ベ
ッ
ト
の
美
術
様
式
が
普
及
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
ラ
ダ
ッ
ク
の
仏
教
文
化
を
例
え
る
時

に
、中
国
共
産
党
政
権
下
の
文
化
大
革
命

で
多
く
の
寺
院
を
失
っ
た
中
国
西
蔵
自
治

区
よ
り
も
「
チ
ベ
ッ
ト
ら
し
い
」
ま
た

「
リ
ト
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
」
と
称
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
、実
際
の
ラ
ダ
ッ
ク

は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
半
数
近
く
を
占
め
て

お
り
、純
仏
教
文
化
圏
と
は
言
い
難
い
。

仏
教
文
化
圏
と
イ
ス
ラ
ム
教
文
化
圏
の
境

界
、二
つ
の
混
成
地
域
と
い
う
理
解
が
現

実
的
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
に
、
外
国
人
が
入
域
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
1
9
7
4
年
。
秘

境
が
開
放
さ
れ
た
と
、
多
く
の
旅
行
者
が

来
訪
し
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
風
土
、
民
族
、
暮

ら
し
が
世
界
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
山
岳
・
高
原
風
景
の
素
晴
ら
し

さ
、
仏
教
寺
院
を
中
心
と
し
た
文
化
遺
産

は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
に
委
ね
る
人
々
の
暮

ら
し
方
が
紹
介
（
注
1
）
さ
れ
、
欧
米
を

中
心
に
注
目
さ
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。
ラ

ダ
ッ
ク
は
、
仏
教
再
興
の
地
と
し
て
隆
盛

し
、
戦
争
を
含
む
近
隣
諸
国
と
の
往
来
が

第
二
次
大
戦
後
に
失
わ
れ
た
こ
と
で
、
イ

ン
ド
の
辺
境
地
で
あ
り
、
政
情
が
不
安
定

な
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
近
年
は
観
光

地
と
し
て
の
開
発
、
街
の
拡
張
が
進
ん
で

い
る
。

1 ラダックの中心都市レーの王宮は 17世紀前
半に建立された。九層の王宮でラサのポタラ宮
のモデルになったとも伝えられる。山頂に建っ
ているのはナムギャルツェモという寺院（2006
年撮影）2 山間を流れる川の僅かな平地に、ポ
プラや柳が林立し、畑や果樹（杏・林檎）を

栽培している。チンコー麦は、雪解けの終わ
る 5月頃に種まき、収穫は 9月頃に行う ( ワン
ラゴンパからの景色 2008年撮影）３レー近郊
に亡命チベット人が多く住む村（チョグラムサ
ル）があることから、ダライラマ法王は時折ラ
ダックを訪れる。法王の訪問時には、そのお

姿、お声を拝しようと大勢の仏教信者が集まる。
（2010年、降雨により土石流が発生、多くの地
域が被害を受け、そのことを見舞われた来訪時
の様子。法王は左上部のテント中央）

『
懐
か
し
い
未
来
ラ
ダ
ッ
ク
か
ら
学
ぶ
』

ヘ
レ
ナ
・
ノ
ー
バ
ー
グ
＝
ホ
ッ
ジ
著

（
2
0
1
8
年 

懐
か
し
い
未
来
の
本
）

注
1

12

3
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インド・ラダックの概要

4 カシミール様式の仏教美術の至宝として世界的に知られているアルチ
ゴンパ（Alchi Choskhor Gompa) の三層堂入口。（2006年撮影）堂内に
入ると、左壁に観音菩薩立像、奥に弥勒菩薩立像、右壁に文殊菩薩立像
の巨大な塑像が取り囲む。塑像の頭部は 2 階へと届く大きさ。壁には隅々
まで仏菩薩が描かれ、天井も装飾文様で彩られている。アルチ寺は現在
リキルゴンパが管理し、僧院としての機能はない。現在は境内へのカメ

ラ持ち込みは禁止されている。5 アルチ三層堂一階　観音菩薩立像仏龕
内にに描かれた壁画。阿弥陀如来を礼賛する仏菩薩と宮廷人らしき人々
が描かれる。色の美しさ、精緻さ、描写密度に圧倒される美しさである。
(井上隆雄撮影）6 ティクセゴンパの弥勒菩薩（1980年造立）造仏時に、
日本の種智院大学が第２回学術調査を行っており、造仏の様子が報告さ
れている。

7 ティクセゴンパは、ティクセ村の岩山にそびえるゲルク派僧院で、壮
麗な伽藍の光景は、ラダックのイメージ写真によく用いられる（井上隆
雄写真）8 大仏はもちろん堂宇全体が荘厳された空間は、外の景色とは
別世界である。一家から一人、僧・尼僧を出すことは誉れであり、慣習

にもなっているため、幼い時に出家させることも多い。（2008年撮影）
9 ティクセ寺大仏堂一階の様子。壁、柱、天井が彩色で荘厳されている。

（1.2.3.6. 8. 9は正垣雅子撮影、4は宮本道夫撮影）

4

56

7

89
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1 1

３

３

１ 5

4

４

第 3 セミナー室 展示会場記録写真（増田大輔・正垣雅子撮影）

展示会場の見取り図（正垣雅子 作図）
井上隆雄写真資料の展示

芸術実践（ラダックおよびバガンの寺院壁画の模写・模型）
DiPLAS および X-DiPLAS によるフィルムのデジ︎タル化作業紹介とデジ︎タルライブラリの実演

シンポジ︎ウム展示会場紹介

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
態
を
概
観
で
き

る
よ
う
講
演
会
場
（
第
４
セ
ミ
ナ
ー
室
）
と

は
別
室
（
第
３
セ
ミ
ナ
ー
室
）
に
展
示
会

場
を
設
け
ま
し
た
。
展
示
内
容
は
、
井
上

隆
雄
写
真
資
料
の
展
示
、
D
i
P
L
A
S

お
よ
び
X
–
D
i
P
L
A
S
に
よ
る
フ
ィ

ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
紹
介
と
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
実
演
、
芸
術
実
践
（
ラ

ダ
ッ
ク
お
よ
び
バ
ガ
ン
の
寺
院
壁
画
の
模

写
・
模
型
）
で
構
成
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
当
日
限
り
の
展
示
と
な
り
ま
し
た

が
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
民
博
に
来
場
さ

れ
た
一
般
の
方
々
に
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
合

間
に
取
ら
れ
た
休
憩
時
間
中
に
は
、
こ
ち

ら
の
展
示
会
場
に
移
動
し
た
発
表
者
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
と
の
間
で
闊
達
な
交

流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

シンポジウム
展示会場紹介
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シンポジ︎ウム展示会場紹介

《酔象調伏》ウェッチーイン・グービャウチー寺院壁画模写  翟建群筆　　
880 × 390mm

《般若波羅蜜仏母》アルチ寺三層堂壁画模写  正垣雅子筆
700× 560mm



105 104シンポジ︎ウム当日の様子（増田大輔、肥後時尚撮影）

シンポジ︎ウム展示会場紹介

104 ページの作品は正垣雅子制作です。芳泉文化財団研究助成の成果を含みます。

《サスポール石窟第 3 窟》1/8scale 模型
600 × 900 × 500mm

《十一面千手千眼観音像》サスポール石窟壁画模写
650 × 550 × 70mm

《釈迦と二大弟子像》サスポール石窟第 3 窟壁画模写　
軸装 230 × 130mm

《多羅菩薩》サスポール石窟壁画模写
200 × 200mm

《白傘蓋仏母》サスポール石窟壁画模写
200 × 170mm
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ディスカッション

デジタルライブラリと芸術実践の可能性

末
森　
皆
様
、
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
最

後
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
始
し
た
い
と
思

い
ま
す
。初
め
に
、今
日
来
場
が
か
な
わ
な
か
っ

た
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
翟
建
群
さ
ん
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
バ

ガ
ン
の
壁
画
の
模
写
に
つ
い
て
少
し
ご
説
明
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
翟
さ
ん
、
今
回

の
バ
ガ
ン
の
壁
画
の
模
写
に
つ
い
て
、
ご
感
想

な
ど
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

翟　
こ
の
壁
画
の
模
写
は
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
一
番
の
感
想
で
す
。
井
上
隆

雄
さ
ん
の
写
真
を
通
し
て
、
自
分
自
身
が
模
写

を
制
作
す
る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
考
え
た

こ
と
が
な
く
、
本
当
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
模
写
を
は
じ
め
る
と
き
に
ど
こ
か
ら
手

を
つ
け
る
べ
き
か
な
ど
、
正
垣
先
生
か
ら
い
ろ

い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
な
が
ら
制
作
を
進

め
ま
し
た
。
私
自
身
は
普
段
は
絵
画
の
制
作
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
バ
ガ
ン
の
壁
画
を

模
写
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

本
当
に
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

末
森　
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

正
垣
さ
ん
、
翟
さ

ん
に
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
い
た

だ
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

正
垣　
翟
先

生
、
お
つ
か

れ
さ
ま
で
す
。

翟
さ
ん
の
バ

ガ
ン
の
壁
画

模
写
を
展
示

す
る
と
、壁
画
の
質
感
や
存
在
感
が
あ
る
か
ら
、

説
得
力
あ
る
、
伝
わ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
模
写
制
作
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

翟　
い
え
、
私
自
身
も
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
バ
ガ
ン
へ
は
二
回
ほ
ど
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
壁
画
を
見
た
瞬
間
、
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
模
写
を
実
現
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
う
い
う
機
会
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
昔
の
画
家
が
抱
い
て
い
た
仏
さ
ま
に

対
す
る
感
情
な
ど
含
め
て
、
色
と
か
形
と
か
い

ろ
い
ろ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
よ
か
っ

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

末
森　
バ
ガ
ン
研
究
者
の
寺
井
さ
ん
、
今
回
の

翟
さ
ん
の
模
写
を
ご
覧
に
な
っ
て
の
ご
感
想
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

寺
井　

描
い
て
い
た
だ
き
、
単
純
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
し
、
た
だ
漫
然
と
見
て
い
る
だ
け

で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
サ
ル
が

描
か
れ
て
い
た
り
す
る
と
い
う
の
に
、
今
回
気

づ
け
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

翟　
よ
か
っ
た
で
す
。

末
森　
そ
れ
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ

う
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
く
つ
か
質
問
も

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
質
問
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
、
前
半
三
人
の
石
山
さ
ん
、
丸
川
さ
ん
、
岡

田
さ
ん
に
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
作
る
側
の
立
場
と
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
後
半
の
三
人
、
寺
井
さ
ん
、
菊
谷
さ

ん
、
正
垣
さ
ん
に
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
整
理

さ
れ
た
情
報
を
使
う
側
、
あ
る
い
は
情
報
を
付

与
す
る
側
と
い
う
立
場
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
め
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
る
側
の
皆

さ
ん
に
い
た
だ
い
た
質
問
に
対
し
て
お
答
え
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
石
山
さ
ん

に
お
答
え
い
た
だ
く
の
が
い
い
か
な
と
思
い
ま

す
が
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
完
了
し
た
写
真
群
、

ネ
ガ
や
原
板
、
印
画
し
た
写
真
な
ど
を
所
蔵
者

に
返
却
し
た
あ
と
の
保
存
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
か
と
い
う
ご

質
問
で
す
。

石
山　
正
直
に
申
し
上
げ
る
と
、
特
に
フ
ォ

ロ
ー
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
お
返
し
す
る

と
き
に
、
写
真
で
ち
ょ
っ
と
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
保
存
専
用
の
吸
湿
性
の
あ
る
箱
に

入
れ
て
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
方
は
普
通
の
お
家
に
お
住
ま

い
で
し
ょ
う
か
ら
、
保
存
環
境
は
変
え
ら
れ
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な
い
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

D
i
P
L
A
S
、
X
–
D
i
P
L
A
S
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
、
保
存
箱
に
入
れ
替
え
お
返

し
す
る
、
そ
の
辺
が
現
状
で
は
限
界
か
と
思
い

ま
す
。

末
森　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
ん
ぱ

く
に
は
映
像
音
響
資
料
が
あ
り
、
フ
ィ
ル
ム

等
も
保
存
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

D
i
P
L
A
S
が
受
入
れ
た
案
件
で
、
み
ん

ぱ
く
の
資
料
に
な
っ
た
も
の
な
ど
は
ご
ざ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

石
山　
今
受
入
れ
の
話
が
進
み
か
け
て
い
る
案

件
が
、
二
つ
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
条
件

の
良
い
保
管
の

場
所
に
移
し
て

る
と
い
う
状
況

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

末
森　

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い
て
色
補
正
に
関
す
る

岡
田
さ
ん
へ
の
ご
質
問
が
い
く
つ
か
き
て
お
り

ま
す
。
ま
ず
、
色
補
正
に
つ
い
て
、
原
板
に
中

間
色
が
含
ま
れ
て
な
い
写
真
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
補
正
を
行
い
、
何
を
も
っ
て
O
K

と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
と
い
う
ご
質
問
で
す
。

岡
田　

ご
も
っ
と
も
な
ご
質
問
だ
と
思
い
ま

す
。ま
ず
中
間
色
と
い
う
の
が
一
体
何
な
の
か
、

に
つ
い
て
で
す
が
、
基
本
構
造
と
し
て
、
フ
ィ

ル
ム
は
、
通
常
は
セ
ル
ロ
ー
ス
酢
酸
エ
ス
テ

ル
、
も
し
く
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
で
作
ら
れ

た
薄
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ベ
ー
ス
に
、
感
光
剤

が
塗
布
さ
れ
て
お
り
、
露
光
さ
れ
る
こ
と
で
化

学
変
化
が
起
き
ま
す
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム
ベ
ー
ス

の
通
常
の
色
は
透
明
、
ま
た
は
透
明
に
近
い
ク

リ
ア
な
色
な
の
で
す
が
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
場

合
ク
リ
ア
な
オ
レ
ン
ジ
色
で
あ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
ベ
ー
ス
の
色
は
現
像
時
、
最
終
的

な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
画
像
を
生
成
す
る
際
に
補
正
効

果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
上
で
の
色
補

正
の
実
験
中
、
こ
の
オ
レ
ン
ジ
色
を
中
間
色
と

し
て
指
定
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
う
ま
く
補
正

機
能
が
働
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
の
フ
ィ
ル
ム

が
一
コ
マ
一
コ
マ
切
り
取
ら
れ
て
い
な
い
状
態

だ
と
、
こ
の
ベ
ー
ス
の
色
が
残
っ
て
ス
キ
ャ
ン

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
う

で
色
数
値
が
わ
か
り
ま
し
て
、
そ
の
数
値
を
元

に
、
ほ
か
の
色
と
の
関
係
性
が
分
か
り
ま
す
。

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
ほ
う
に
も
こ
の
機
能
を
援
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
か

ら
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
画
像
の
中
で
、
一
番
明

る
い
と
こ
ろ
か
ら
一
番
暗
い
と
こ
ろ
ま
で
の
中

間
に
当
た
り
そ
う
な
色
域
を
目
視
に
て
中
間
色

と
し
て
任
意
に

定
め
補
正
機
能

を
使
っ
て
み
ま

し
た
。
任
意
に

定
め
て
い
る
の

で
根
拠
が
な
い

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
色
の
変
更
を
行
っ
て
、
一
目
で
こ
れ
は
全

然
違
う
な
っ
て
い
う
と
き
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
は

自
然
の
色
味
に
近
い
な
と
見
え
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
作
業
を
何
回
も
繰
り
返
し
て
、
参

考
資
料
の
出
版
物
や
そ
の
他
の
研
究
者
が
撮
影

さ
れ
た
画
像
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
で
き

る
限
り
色
を
近
づ
け
て
い
き
ま
し
た
。
個
人
的

な
判
断
に
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
大
き
く

間
違
っ
て
は
い
な
さ
そ
う
だ
な
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
調
整
し
ま
し
た
。
変
換
の
あ
と
に
、
さ
ら

に
細
か
い
色
味
を
調
整
す
る
機
能
を
用
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
画
像
の
上
に

レ
イ
ヤ
ー
を
か
け
て
、
目
視
で
微
調
整
し
て
整

え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
方
法
が
有
効
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
以
前
は
、
R
G
B
の
ト
ー
ン

カ
ー
ブ
を
画
面
上
の
マ
ウ
ス
の
手
動
操
作
で
調

整
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い

く
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
目
視
で
制
御
す
る
と
い

う
、
よ
り
複
雑
で
難
し
い
作
業
で
し
た
。
中
間

色
を
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
指
定
す
る
機
能
は
、
す

ご
く
時
間
の
削
減
に
も
な
り
ま
し
た
し
、
作
業

に
よ
っ
て
目
が
疲
弊
し
判
断
が
曖
昧
に
な
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
正
解
が
な

い
中
で
微
妙
な
色
味
を
調
整
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い
作
業

だ
と
思
い
ま
す
。
3
0
0
0
枚
と
い
う
膨
大

な
数
の
画
像
を
調
整
す
る
と
い
う
非
常
に
大
変

な
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
で
中
間
色
を
指
定
す
る
と
い
う
方
法
が

わ
か
っ
た
の
は
、
実
は
補
正
の
方
法
を
い
ろ
い

ろ
と
検
討
し
、
あ
る
程
度
作
業
を
進
め
て
い
た

だ
い
た
あ
と
で
し
た
。
岡
田
さ
ん
が
三
ヶ
月
く

ら
い
か
け
て
進
め
て
き
た
作
業
が
中
間
色
を
指

定
し
一
瞬
で
で
き
た
時
、
岡
田
さ
ん
は
か
な
り

の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
繰
り
返
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
試

行
が
あ
り
、
今
回
ご
紹
介
し
た
方
法
に
い
き
つ

い
た
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
さ
て
、
追
加
で
、
補
正
し
た
情
報

は
ど
の
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
か
と
い
う
質

問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ス
キ
ャ
ン
し
た
元

の
情
報
と
補
正
し
た
後
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に

扱
っ
て
い
る
か
、と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

岡
田　
も
ち
ろ
ん
、
色
補
正
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
に
そ
の
ま
ま
上
書
き
保
存
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。Photoshop

を
用
い
て
、
一
次
補
正
か
ら
三
次
補
正
ま
で
色

補
正
を
試
行
し
ま
し
た
が
、
一
次
補
正
と
二

次
補
正
に
つ
い
て
は
、
そ
の
段
階
で
の
画
像
は

保
存
し
て
お
ら
ず
、
現
在
は
第
三
次
補
正
の

デ
ー
タ
の
み
を
保
存
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

3
0
0
0
枚
を
対
象
と
し
た
試
行
錯
誤
の
形
跡

す
べ
て
を
残
し
て
い
る
状
態
で
は
、
残
念
な
が

ら
あ
り
ま
せ
ん
。
試
行
錯
誤
し
た
デ
ー
タ
を
す

べ
て
残
し
て
い
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
今
後
の

色
補
正
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
デ
ー

タ
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
そ

の
余
裕
と
い
う
か
、
デ
ー
タ
が
膨
大
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
お
こ
な
っ
た
作
業
の
過
程
は
、
さ
き
ほ
ど

の
ス
ラ
イ
ド
で
ま
と
め
た
よ
う
な
記
録
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
補
正
し
た

情
報
は
、Photoshop

上
で
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
情
報
を
残
し
て
い
ま
す
か
。

岡
田　
は
い
。
残
し
て
い
ま
す
。

末
森　
こ
こ
で
丸
川
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
画
面
に

ど
の
よ
う
な
写
真
を
載
せ
る
の
が
良
い
か
を
議

論
し
た
際
、
丸
川
さ
ん
か
ら
は
ス
キ
ャ
ン
し
た

そ
の
ま
ま
の
デ
ー
タ
を
載
せ
た
ほ
う
が
良
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
れ
自
体
が
写
真
の
歴
史
で

は
な
い
か
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
々
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
色
褪
せ
た
画
像
は
井
上
さ
ん
が
撮
っ

た
と
き
と
は
状
態
が
違
う
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
に
な
る
画
面
に
は
色

補
正
を
お
こ
な
い
当
初
の
色
味
に
近
い
画
像
を

載
せ
た
い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
残
す
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
少
し
ご
説
明
を
お
願
い
で
き
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

丸
川　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す。

D
i
P
L
A
S
の
経
緯
か
ら
申
し
ま
す
と
、

現
在
構
築
し
て
い
る
D
i
P
L
A
S
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
、
原
板
管
理
用
と
い
う
意
味
合
い

が
強
い
で
す
。
原
板
と
い
う
の
は
、
本
来
は

フ
ィ
ル
ム
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
と
き
、
い
わ
ば
デ
ジ
タ
ル
原
板
を
管
理

す
る
と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
が
、
今
回

お
見
せ
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。
そ
の
考
え

方
に
沿
え
ば
、
色
補
正
す
る
前
の
も
の
が
原
板

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
案
件
で
は

そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
踏
み

込
ん
だ
研
究
へ
と
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

こ
を
踏
ま
え
て
、
若
干
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
は
あ

り
ま
す
が
、
色
補
正
を
し
た
も
の
を
実
際
に
見

て
い
た
だ
く
の
が
い
い
と
い
う
整
理
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
原
板
の
ほ
う
は
関
連
フ
ァ
イ

ル
と
い
う
か
た
ち
で
、
色
補
正
前
の
デ
ー
タ
と

し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
ア
ー
カ
イ
ブ
管
理
や
活
用
な
ど
、
目
的
に

応
じ
て
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
切
り
替
え
ら
れ
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
な

と
い
う
こ
と
を
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
考
え
、
学

ば
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で

す
。

末
森　
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
原
板
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
の
で
、

原
板
を
き
ち
ん
と
残
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
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い
う
こ
と
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
全
員
の

一
致
し
た
見
解
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
丸
川
さ

ん
に
は
、
通
常
と
は
異
な
る
形
で
臨
機
応
変
に

ご
対
応
い
た
だ
き
、
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。丸
川
さ
ん
に
引
き
続
き
お
聞
き
し
ま
す
。

D
i
P
L
A
S
で
は
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
や

「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
な
く
て
、「
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
」
と
い
う
用
語
を
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
に
込
め

ら
れ
た
意
味
合
い
や
想
い
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

丸
川　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
は
そ

の
都
度
き
ち
ん
と
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
点

な
の
で
す
が
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
と
い
う
の
は
、

活
用
さ
れ
る
準
備
が
整
っ
た
も
の
と
い
う
意
味

合
い
で
使
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
や
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
、
整
理
す
る
段
階
か
ら
ア
ー
カ
イ

ブ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。
今
回
の
井
上
先
生

の
写
真
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
向
か
う

途
中
の
段
階
に
あ
り
、
最
終
的
に
は
ラ
イ
ブ
ラ

リ
と
し
て
特
定
の
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
て
、

一
般
の
方
を
含
め
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ

く
、活
用
い
た
だ
く
と
い
う
、そ
の
段
階
に
な
っ

た
と
き
に
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
を
目
指
し
た
い
と
い

う
私
の
、
あ
る
い
は
X
–
D
i
P
L
A
S
の

考
え
方
も
あ
り
、「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
と
い
う
用

語
を
使
っ
て
い
ま
す

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
い

た
だ
い
た
ご
質
問
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ご
質
問
は
寺
井
さ
ん
と
菊
谷
さ
ん
、
正
垣

さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
壁
画
を

描
く
絵
師
の
世
界
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
。
描
き
手
は
男
性
だ
け
な
の
か
、
社
会
的

な
地
位
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
時
代
に

よ
っ
て
も
違
う
と
思
う
の
で
す
が
、
何
か
絵
師

に
関
す
る
情
報
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
ご
質
問
で
す
。
菊
谷
さ
ん
、
寺
井
さ

ん
、
当
時
の
絵
師
に
つ
い
て
、
情
報
な
ど
は
ご

ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

寺
井　
私
が
専
門
と
し
て
い
る
の
は
バ
ガ
ン
時

代
の
碑
文
で
す
。
石
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
読
ん

で
い
き
ま
す
。
碑
文
の
中
に
は
数
例
、
絵
師
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
男

女
の
差
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
絵
師
の
出
身
に

つ
い
て
は
、
ビ
ル
マ
語
で
カ
ラ
ー
と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
脈
で
言
う
と
、
厳

密
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
見
て
西
か
ら
来
た

人
々
と
い
う
く
く
り
に
な
り
、
主
に
イ
ン
ド
系

の
人
々
に
あ
た
り
ま
す
。
絵
師
の
中
に
は
イ
ン

ド
系
の
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
か
と

思
い
ま
す
。
た

だ
、
彼
ら
が
男

性
か
女
性
か
は

私
の
見
て
い
る

資
料
だ
け
で
は

言
え
ま
せ
ん
。

菊
谷　
ラ
ダ
ッ
ク
の
ア
ル
チ
の
例
を
お
話
し
し

ま
す
と
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
リ
ン
チ
ェ
ン
・
サ

ン
ポ
は
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
職
人
を
連
れ
て

き
て
、
造
営
に
あ
た
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト

人
の
職
人
を
育
成
す
る
の
で
は
な
く
、
ネ
パ
ー

ル
か
ら
や
っ
て

き
た
職
人
が
チ

ベ
ッ
ト
の
お
坊

さ
ん
の
指
示
の

も
と
で
絵
画
の

作
成
に
携
わ
っ

た
と
い
う
例
も
あ
り
、
有
名
な
人
は
名
前
も

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
お
寺
の
史
料
な
ど
に

も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
男
女
に
つ
い
て

は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
男
性
た
ち
が

主
体
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に

は
思
い
ま
す
。
そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
ネ
パ
ー
ル
人
た
ち
が
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
い
う
の
は
よ
く
聞
く
話
で
す
。

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
正

垣
さ
ん
、同
じ
絵
師
と
し
て
の
共
感
を
通
じ
て
、

そ
の
お
立
場
か
ら
感
じ
る
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

正
垣　
絵
師
に
男
女
が
あ
っ
た
か
と
い
い
ま
す

と
、
先
ほ
ど
菊
谷
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お

り
、
多
く
の
場
合
、
絵
を
担
っ
た
の
は
男
性
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
証
す

る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
の
タ
ン
カ
絵
師

の
状
況
を
見
ま
す
と
、
小
僧
さ
ん
の
段
階
か
ら

絵
師
と
し
て
勉
強
を
し
て
、
僧
侶
で
あ
り
絵
師

で
あ
り
、
と
い
う
人
は
も
ち
ろ
ん
、
職
業
と
し

て
の
タ
ン
カ
絵
師
と
い
う
方
も
多
い
で
す
。
俗

人
と
し
て
普
通
に
家
族
も
持
ち
な
が
ら
暮
ら
し

て
お
り
、
修
練
を
積
み
、
一
つ
の
ス
キ
ル
と
し

て
タ
ン
カ
を
描
く
こ
と
が
仕
事
と
い
う
絵
師
の

方
々
で
す
。
私
が
取
材
し
た
工
房
に
は
女
性
も

い
ま
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
タ
ン
カ
の
場
合
は
、
作

画
に
お
け
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
シ
ス
テ
ム
が

し
っ
か
り
あ
り
ま
す
の
で
、
師
匠
に
つ
い
て
、

仏
画
に
対
す
る
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
る
と

免
許
皆
伝
の
よ
う
な
形
に
な
り
、
独
立
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
人

の
生
き
る
術
に
も
な
り
、
欧
米
へ
渡
っ
て
活
躍

す
る
人
も
い
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト
地
域
や
民
族
の

状
況
を
考
え
る
と
、
今
、
住
ん
で
い
る
土
地
か

ら
離
れ
て
人
生
を
変
え
る
、
一
つ
の
ス
キ
ル
と

捉
え
て
、
職
業
と
し
て
割
り
切
っ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら

は
壁
画
の
模
写
に
つ
い
て
、
話
題
を
シ
フ
ト
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
模
写
に
つ
い
て
い
く
つ

か
質
問
が
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
壁
画
の
模

写
と
紙
本
絵
画
の
模
写
で
は
何
か
違
い
が
あ
り

ま
す
か
。
何
か
違
い
を
感
じ
ま
す
か
と
い
う
ご

質
問
で
す
。

正
垣　
絵
画
が
何
に
描
か
れ
て
い
る
か
。
紙
、

壁
、
板
、
絹
本
な
ど
、
こ
れ
ら
を
基
底
材
（
支

持
体
）と
言
い
ま
す
。
基
底
材
に
の
せ
る
色
が
、

絵
具
で
す
。
色
の
素
で
あ
る
顔
料
を
基
底
材
に

く
っ
つ
け
る
た
め
の
接
着
剤
に
は
違
い
が
あ

り
、そ
れ
で
技
法
名
が
変
わ
り
ま
す
。
油
絵
は
、

顔
料
に
油
を
加
え
た
も
の
、
日
本
画
は
顔
料
に

膠
、
顔
料
に
ア
ラ
ビ
ア
ガ
ム
で
あ
れ
ば
水
彩
画

と
い
う
よ
う
に
。
そ
の
違
い
は
、
入
手
の
し
や

す
さ
、耐
久
性
、高
級
感
、使
い
や
す
さ
な
ど
、

理
由
は
様
々
で
す
。
今
回
、
展
示
し
て
い
る
私

の
模
写
作
品
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス

内
の
壁
画
は
、
壁
を
基
底
材
に
し
た
模
写
、
そ

の
他
の
も
の
は
、
和
紙
を
基
底
材
に
し
た
模
写

で
す
。
紙
に
は
描
く
け
ど
、
壁
を
感
じ
さ
せ
る

表
現
に
す
る
た
め
に
は
、
絵
描
き
の
感
性
と
描

写
力
に
基
づ
く
と
思
い
ま
す
。
紙
が
基
底
材
で

あ
る
原
本
を
、紙
に
模
写
を
す
る
と
い
う
の
は
、

素
材
が
一
緒
だ
と
い
う
点
は
、
素
直
に
取
り
組

め
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
紙
と
い

う
素
材
も
、
紙
の
繊
維
の
違
い
で
、
特
性
や
表

情
が
違
い
ま
す
。
同
じ
筆
で
線
を
引
い
て
も
、

し
っ
と
り
と
し
た
印
象
に
な
る
場
合
と
、
か
さ

か
さ
と
し
た
も
の
に
な
る
場
合
、
ま
た
、
水
分

が
入
っ
た
だ
け

で
波
打
っ
た
り
、

に
じ
ん
だ
り
す

る
紙
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。

先
人
と
同
じ
素

材
と
手
技
を
踏
襲
す
る
場
合
は
、
素
材
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
共
有
で
き
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
原
本
の
佇
ま
い
や
伝
わ
っ
て
き
た
時
間
を

表
現
す
る
模
写
の
場
合
、
自
分
が
扱
い
や
す
い

基
底
材
と
絵
具
で
描
け
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま

す
。

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
模
写
に
つ

い
て
三
つ
ほ
ど
ご
質
問
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
の
ご
発
言
で
大
体
お
答
え
い
た
だ
け

た
か
な
と
思
い
ま
す
。
学
生
と
し
て
は
き
れ
い

な
写
真
を
見
ら
れ
る
と
大
変
う
れ
し
い
で
す
、

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
を
早

く
公
開
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
希
望
の
よ
う
に

も
思
い
ま
す
が
、
公
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま

た
後
ほ
ど
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
模
写

に
関
し
て
も
う
一
つ
、
復
元
模
写
に
取
り
組
む

際
に
、
当
時
の
技
法
、
道
具
、
画
材
が
不
明
で

あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
解
明
し
、

取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
道
具
、
画
材
が

現
代
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
、
ど

う
対
処
し
て
い
ま
す
か
と
い
う
ご
質
問
が
き
て

い
ま
す
。

正
垣　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
模
写
を
し
て
い
る
者
だ
け
で
な

く
、
絵
を
描
く
人
間
全
員
が
、
悩
む
問
題
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
原
本
の
美
に
近
づ
け
て
い
る
か

ど
う
か
は
、常
に
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
。
今
、

私
は
21
世
紀
に
生
き
て
、
伝
統
と
い
う
流
れ
に

刻
ま
れ
た
知
見
と
技
術
と
素
材
と
道
具
を
用
い
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て
、
日
本
画
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
素
材
や

道
具
と
い
う
の
は
知
ら
ぬ
間
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
昔
は
、
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
た
け
ど
、
今

は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
も
の
は
多
々
あ

り
ま
す
ね
。
先
ほ
ど
毒
性
が
あ
る
色
の
話
を
し

ま
し
た
が
、
健
康
や
環
境
、
使
い
勝
手
の
こ
と

を
考
え
た
ら
、
淘
汰
さ
れ
、
製
造
し
な
く
な
る

モ
ノ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
描
け
ま
せ

ん
と
い
う
絵
描
き
は
お
そ
ら
く
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
代
用
品
を
探
す
だ
ろ
う
し
、
代
用
品
だ

と
い
う
自
覚
と
、
使
い
こ
な
そ
う
と
工
夫
す
る

こ
と
は
、
表
現
の
た
め
の
最
善
を
積
ん
で
い
る

と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
反
面
、
13
世
紀
に
生

き
て
い
た
人
間
と
、
現
在
の
我
々
の
身
体
と
い

う
の
は
驚
く
ほ
ど
の
進
化
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
目
、
こ
の
頭
、
こ
の
腕
が
獲
得
す
る
能
力

に
、
13
世
紀
の
人
々
の
努
力
と
運
動
が
多
少
重

な
り
合
う
こ
と
は
期
待
す
る
し
、
努
力
も
し
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
材
料
の
合
致
を
追

求
す
る
よ
り
も
、
説
明
し
に
く
い
行
為
だ
と
思

い
ま
す
が
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
物
質
が
失
わ
れ
た
こ

と
が
模
写
の
マ
イ
ナ
ス
や
悲
観
に
も
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
原
本
も
時
と
共
に
変
化
し
、
朽

ち
て
い
く
一
方
通
行
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
今

の
私
た
ち
が
描
く
こ
と
で
、
い
つ
か
誰
か
の
参

考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
表

現
研
究
を
行
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し
時
間

も
迫
っ
て
き
ま
し
た
が
、
公
開
を
含
め
、
今
後

に
つ
い
て
少
し
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
度
か
ら
始
め
て
き
て
、
よ
う
や

く
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
の
が
、
恐

ら
く
関
係
者
み
ん
な
が
共
通
し
て
抱
い
て
い
る

想
い
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
こ
の
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
、
あ

る
い
は
公
開
と
い
う
形
で
着
地
さ
せ
る
か
は
、

大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
登
壇
者
の
皆
さ
ん

の
そ
れ
ぞ
れ
立
場
か
ら
、
抱
負
な
り
課
題
な
り

に
つ
い
て
ご
発
言
い
た
だ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
石

山
さ
ん
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
で
き
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

石
山　
は
い
。
先
ほ
ど
肖
像
権
の
話
を
し
ま
し

た
が
、
肖
像
権
に
抵
触
し
な
い
範
囲
で
の
公
開

は
順
次
進
め
て
い
ま
す
。
井
上
隆
雄
さ
ん
の

ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の

興
味
は
仏
教
壁
画
や
お
寺
と
い
う
と
こ
ろ
に
集

中
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
私
が
写
真
を
見
て
い

て
一
番
感
心
を
持
っ
た
の
は
畑
な
ん
で
す
。
公

開
に
な
る
場
合
に
は
、
や
は
り
い
ろ
ん
な
分
野

に
関
心
の
あ
る
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま

な
発
見
を
し
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
公
開
を
で
き
る
だ
け
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
ー

カ
イ
ブ
の
活
用
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
し
、

携
わ
っ
た
皆
様
の
思
考
、
知
見
、
経
験
な
ど
が

意
外
な
と
こ
か
ら
繋
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
や
は
り
一
番
面
白
い
と
こ
ろ
か
な

と
私
は
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
も
う
少
し
頑

張
っ
て
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
ほ

か
の
案
件
を
含
め
、
公
開
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

末
森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
丸
川

さ
ん
、
お
願
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

丸
川　
ぜ
ひ
公
開
で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い
な
と

思
い
ま
す
。
も
う
既
に
、
写
真
集
等
で
公
表
さ

れ
て
い
る
写
真
と
い
う
の
は
か
な
り
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
の
写
真
を
公
開

の
対
象
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
条
件
を

そ
ろ
え
て
い
く
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
か
な
と

思
い
ま
す
。
次
は
、
こ
れ
だ
け
の
す
ば
ら
し
い

研
究
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
研
究
で
注
目
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
論
文
等

で
発
表
さ
れ
た
写
真
を
中
心
に
、
一
枚
ず
つ
で

も
順
次
公
開
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
方
向
性
に
な
れ
ば

シ
ス
テ
ム
の
ほ
う
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
用
意

が
で
き
た
も
の
か
ら
、
一
枚
ず
つ
で
も
公
開
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
こ
と
も
検
討
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。
以
上
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

末
森　
丸
川
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
岡
田
さ
ん
、
お
願
い
で
き
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

岡
田　
は
い
。
私
は
元
芸
大
生
と
い
う
立
場
か

ら
の
思
い
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
な
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
学
生
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
き
れ
い
な
写
真
は
で
き
る
だ
け

い
っ
ぱ
い
見
た
い
と
い
う
、
す
ご
く
簡
単
な
よ

う
に
思
え
る
発
言
で
す
が
、
何
か
作
る
、
表
現

者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
こ
れ

は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
自
分
の
専
門
分

野
が
日
本
画
だ
と
か
油
画
専
攻
だ
と
か
、
そ
う

い
う
の
も
抜
き
に
し
て
、
古
今
東
西
あ
ら
ゆ
る

表
現
に
少
し
で
も
多
く
触
れ
る
機
会
と
い
う
も

の
は
、
次
世
代
の
表
現
者
に
と
っ
て
は
何
よ
り

の
資
源
に
な
り
ま
す
。
何
を
ど
れ
だ
け
理
解
し

て
、
ど
れ
だ
け
の
数
を
見
て
い
る
か
、
表
象
文

化
に
携
わ
る
人
間
に
は
基
本
的
な
学
習
プ
ロ
セ

ス
だ
と
思
い
ま
す
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
、

私
も
井
上
さ
ん
の
確
か
な
技
術
と
、
昔
の
絵
師

の
方
々
の
す
ば
ら
し
い
宗
教
画
、
宗
教
世
界
、

宇
宙
の
表
現
な
ど
に
触
れ
、
非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
す
し
感
銘
を
受
け
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
精
度
高
く
伝
わ
る
機
会
が
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
く
の
は
、
芸
術
産
業
の
振
興
に
と
っ
て
も

有
益
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
学
術
資
料
と
し
て

だ
け
は
な
く
、
写
真
を
見
て
初
め
て
そ
の
地
域

に
興
味
を
持
つ
と
か
、
絵
画
表
現
に
興
味
を
持

つ
と
か
、
特
定
の
立
場
の
人
以
外
へ
の
関
心
を

促
す
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

可
能
な
限
り
研
究
者
以
外
の
人
に
も
一
般
公
開

さ
れ
る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

末
森　
岡
田
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
寺
井
さ
ん
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寺
井　
私
は
写
真
に
情
報
を
付
与
す
る
と
い
う

立
場
で
、
一
通
り
、
今
回
ま
で
の
作
業
で
バ
ガ

ン
の
壁
画
に
関
し
て
は
分
類
等
、
整
理
を
終
え

た
の
で
す
が
、
今
回
の
発
表
に
合
わ
せ
て
見
直

し
て
い
る
と
、
あ
れ
？ 

違
う
な
、
と
い
う
の

が
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
精
査
し

て
い
っ
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
も
の
に
し
て
い

く
と
い
う
の
が
目
標
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
通
り

整
理
が
終
わ
っ
た
写
真
に
さ
ら
に
情
報
を
付
与

し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
公
開
に
関
し
て
は
、
皆
さ
ん
が
非

常
に
望
ま
れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
け
た
と
い
う
の
は
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
ア
ー
カ
イ
ブ
、
そ
れ
か
ら
井
上
さ

ん
の
写
真
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
い
と
い

う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
公
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
公
開
に
向
け
た

準
備
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
先
ほ
ど
来
場

さ
れ
た
方
と
も
少
し
お
話
し
た
の
で
す
が
、
バ

ガ
ン
の
壁
画
の
中
に
は
地
震
等
で
崩
壊
し
て
し

ま
い
、
今
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
も
か
な
り
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
井

上
さ
ん
の
写
真
の
持
つ
価
値
と
い
う
の
は
非
常

に
高
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
公
開

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
な
と
思
い

ま
す
。

末
森　
寺
井
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
で
は
菊
谷
さ
ん
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

菊
谷　
は
い
。
発
表
の
中
で
も
少
し
だ
け
ふ
れ

た
の
で
す
が
、
井
上
さ
ん
は
も
と
も
と
、
そ
の

当
時
の
調
査
隊
と
は
全
く
別
の
指
針
で
現
地
へ

入
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
調
査
隊
と
い
う

の
は
、
被
対
象
物
を
目
的
と
し
て
入
っ
て
い
る

の
で
、
何
が
見
た
い
か
っ
て
い
う
撮
影
対
象
が

決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
正
垣
先
生

の
お
話
で
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
井
上
さ

ん
は
ほ
か
の
写
真
と
か
な
り
違
う
撮
り
方
を
し

て
い
て
、
そ
の
肉
感
と
か
質
感
と
い
っ
た
も
の

が
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
役
立
つ
こ
と
も
と
て

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
井
上
さ
ん
自

身
の
視
座
と
い
う
も
の
を
読
み
解
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
研
究
者
が
撮
っ
た
写
真
よ
り
も
わ
れ

わ
れ
の
研
究
に
活
か
せ
る
と
い
う
場
面
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
研
究
の
や
り
方
は
、
井

上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ら
で
は
の
価
値
で
す
の

で
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
精
査
し
て
き

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

末
森　
菊
谷
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
最
後
、
正
垣
さ
ん
お
願
い

し
ま
す
。

正
垣　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
井

上
隆
雄
写
真
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
は
、
後
輩
か
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本
日
は
皆
さ
ん
お
集
ま
り
く
だ
さ
り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
は
X
–
D
i
P
L
A
S
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
立
場
と

し
て
短
く
ご
挨
拶
す
る
予
定
で
し
た
が
、
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
の

で
、
二
つ
ほ
ど
お
話
し
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
ぱ
く
で
は
た
く
さ
ん
の
資
料
を
お
引
き
受
け
し
て
お
り
ま
し

て
、
そ
の
一
環
と
し
て
多
く
の
研
究
者
た
ち
が
撮
り
た
め
た
写
真
を
、

あ
る
種
の
成
り
行
き
で
保
管
・
整
理
を
進
め
て
い
る
の
だ
と
、
X
–

D
i
P
L
A
S
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
解
釈
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

皆
さ
ん
の
発
表
を
受
け
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
実
は
多
く
の
専
門
家

が
関
わ
っ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
博
物
館
と
し
て
は
単
に
写
真
を
お
見
せ
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
こ
そ
色
の
補
整
か
ら
、
壁
画
と
紙
本
の
違
い
な
ど
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
考
え
た
う
え
で
、
写
真
資
料
を
使
え
る
よ
う
提
供
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、
み
ん
ぱ
く
は
1
9
7
4
年
に
創
設
さ
れ
1
9
7
7
年
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
る
資
料
管
理
を
考
え
て
き
た
ん
で
す
ね
。
1
9
8
0
年
代
ぐ
ら

い
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
写
真
が
加
わ
り
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、
X
–

D
i
P
L
A
S
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
引
き
継
が
れ
た
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
わ
れ
わ
れ

の
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
く
る
中
で
、
こ
れ
が
見
た
い
と
い
う
希
望
が
ま

ず
研
究
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
生
ま
れ
、
支
援
す
る
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
に
も

伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
み
ん
ぱ

く
が
進
め
て
き
た
こ
と
の
う
え
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
づ
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
新
し
い
こ
と
も
か
な

り
つ
け
加
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
に
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
み
ん
ぱ
く
で
持
っ
て
い
る
資
料
は
写
真
だ
け
で
は
な
く
て
、
ラ
ダ
ッ

ク
の
隣
の
チ
ベ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
研
究
者
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
あ
り
ま

す
し
、
カ
シ
ミ
ー
ル
ま
で
含
ん
だ
地
域
で
あ
れ
ば
、
別
の
写
真
家
が
撮
ら

れ
た
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
だ

け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
先
に
い
く
よ
う
な
目
標
を
今

日
は
与
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
み
ん
ぱ
く
関
係
者
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
何
よ
り
正
垣
先
生
は
じ
め
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
皆
さ
ん
、
登
壇

さ
れ
た
方
の
ほ
か
に
、
本
日
、
会
場
の
運
営
で
も
随
分
支
援
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
登
壇
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
会
場
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
も
お
礼
申
し
上
げ
た
い

で
す
。
今
日
は
こ
の
会
場
の
ほ
か
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
参
加
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
視
聴
に

な
っ
て
い
る
方
々
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
全
員
に
対
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉会挨拶

閉
会
挨
拶

飯
田
卓

国
立
民
族
学
博
物
館 

グ
ロ
ー
バ
ル
現
象
研
究
部 

教
授

ら
ラ
ダ
ッ
ク
の
写
真
が
あ
る
け
ど
、
見
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
お
誘
い
を
受
け
て
の
途

中
参
加
な
の
で
す
。
最
初
に
思
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
写
真
で
模
写
で
き
る
や
ん
と
い
う
単
純
な

も
の
で
し
た
。
今
回
、
丸
川
さ
ん
が
構
築
し
て

く
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ペ
ー
ジ
は
共
同
編
集

が
で
き
る
の
で
、
大
変
便
利
で
す
。
自
分
が
着

目
し
た
点
と
全
く
違
う
観
点
で
心
に
響
い
て
い

る
人
が
い
る
、
そ
れ
が
自
分
へ
の
刺
激
と
し
て

返
っ
て
く
る
こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ

う
い
う
こ
と
が
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
い

う
も
の
の
魅
力
だ
ろ
う
し
、
広
ま
っ
て
い
け
ば

い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

末
森　
正
垣
さ
ん
、
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
公
開
す
る
最
終
的
な
目

標
と
し
て
、
現
地
に
還
元
す
る
と
い
う
こ
と
も

一
つ
大
き
な
課
題
か
と
思
い
ま
す
。
井
上
さ
ん

が
1
9
7
0
年
代
に
ラ
ダ
ッ
ク
や
バ
ガ
ン
で

撮
ら
れ
写
真
は
、
現
地
に
と
っ
て
も
す
ご
く
大

き
な
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
最
後
に
、
現
地
ご
出
身
と
い
う
お
立
場
で
ご

参
加
い
た
だ
い
て
い
る
ス
カ
ル
マ
さ
ん
に
、
こ

の
井
上
隆
雄
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
が
持
つ
価

値
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
で
は
ス
カ
ル
マ
さ
ん
、
前
へ
お
願
い
し
ま

す
。

ス
カ
ル
マ　

ど
う
も
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。
二
週
間
前
に
ラ
ダ
ッ
ク
か
ら
や
っ
て
来
ま

し
た
、
ス
カ
ル
マ
と
申
し
ま
す
。
私
は
東
京

で
、
N
P
O
法
人
ジ
ュ
レ
ー
・
ラ
ダ
ッ
ク
を

や
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
レ
ー
と
い
う
の
は
、
ラ

ダ
ッ
ク
語
で
こ
ん
に
ち
は
、
あ
り
が
と
う
と
い

う
ご
挨
拶
の
意
味
が
あ
る
言
葉
で
す
。
ま
ず

先
生
方
に
本
当

に
お
つ
か
れ
さ

ま
と
、
あ
り
が

と
う
と
い
う
言

葉
を
伝
え
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

私
は
正
垣
さ
ん

か
ら
連
絡
い
た
だ
い
た
時
に
壁
画
の
研
究
を
し

て
い
る
と
聞
い
て
、
あ
な
た
た
ち
は
す
ご
く
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
こ
と
や
っ
て
る
ね
、
み
た
い
な
こ

と
を
言
い
ま
し
た
。
先
生
方
三
人
が
現
地
に
来

た
際
に
ガ
イ
ド
と
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ず
っ
と

行
動
を
と
も
に
し
ま
し
た
。
先
生
方
三
人
を
見

て
、
そ
こ
ま
で
や
る
の
？ 
み
た
い
な
と
こ
ろ

が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
私
は
す
ご
く
驚
き
ま
し

た
。
ラ
ダ
ッ
ク
に
来
る
普
通
の
日
本
人
は
、
少

し
で
も
服
に
ほ
こ
り
が
つ
く
の
が
気
に
な
る
方

が
多
い
で
す
が
、
こ
の
三
人
は
、
洞
窟
の
中
に

入
っ
て
、
全
身
ほ
こ
り
だ
ら
け
で
出
て
く
る
ん

で
す
よ
。三
つ
の
仏
舎
利
塔
が
並
ぶ
所
が
あ
り
、

私
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
な
の
で
、
仏
舎

利
塔
の
中
に
は
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
中
を
見
た
い
と
い
っ
て
、
三
人
と
も

入
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
場
で
の
本

当
に
熱
心
な
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
て
、
す
ば
ら

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
実
は
井
上
さ
ん
の
本

を
以
前
に
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
そ
の

時
は
、
壁
画
を
詳
細
に
写
し
た
写
真
の
価
値
に

は
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
セ
ス
を
知
り
ま
し

た
。
私
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
な
ど
を
デ

ジ
タ
ル
で
作
成
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
大
変
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
良

く
分
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん
本
当
に
良
く
こ
こ
ま

で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来
的
な
目
標
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
現
場
に
て
見
る

こ
と
が
で
き
た
ら
本
当
に
す
ば
ら
し
い
な
と
思

い
ま
す
。
ラ
ダ
ッ
ク
に
は
、
ア
ル
チ
な
ど
古
い

お
寺
が
あ
り
、み
ん
な
で
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、

思
い
出
す
の
が
崖
を
下
っ
て
い
っ
た
お
堂
で
す

ね
。
初
め
の
日
は
途
中
で
引
き
返
し
た
の
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
と
調
整
を
し
て
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
経
験
が
、後
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
ラ

ダ
ッ
キ
ー
（
ラ
ダ
ッ
ク
人
）
の
私
は
仏
教
徒
な

の
で
す
が
、奈
良
や
京
都
が
あ
る
仏
教
の
聖
地・

関
西
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
た
こ
と
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
度
は
ラ
ダ
ッ
ク
を
皆
さ
ん
に

紹
介
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
場
（
拍
手
）

末
森　
ス
カ
ル
マ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
こ
ち
ら
で
終

わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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写
真
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て

２

アンケート
　　　（抜粋）

●
共
同
研
究
の
力
が
大
変
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

●
遥
か
昔
に
描
か
れ
た
壁
画
と
約
50
年
前
の
貴
重
な
壁

画
の
フ
ィ
ル
ム
写
真
と
、
現
在
の
模
写
芸
術
、
最
新
技

術
が
繋
が
っ
て
い
く
様
に
感
動
し
ま
し
た
。
遠
く
に
い

て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
で
き
た
こ
と
、
本
当
に
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。

●
皆
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
井
上
隆
雄
資

料
の
「
質
」「
量
」「
意
味
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
よ
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
井
上
資
料
は
様
々
な

分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
り
、
各
分
野
の

研
究
者
の
方
々
が
真
摯
に
研
究
を
続
け
、
人
類
の
財
産

と
し
て
公
開
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

を
知
り
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
井
上
資
料
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
り
、
そ

れ
を
横
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

●
異
分
野
の
横
の
繋
が
り
が
多
様
な
成
果
を
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

●
デ
ジ
タ
ル
、
美
術
、
宗
教
と
多
角
的
な
視
野
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
の
お
話
し
が
聞
け
て
有
意
義
な
体
験

で
し
た
。専
門
の
違
う
方
々
が
、補
い
あ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

●
D
i
P
L
A
S
の
取
り
組
み
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
制
作
、

色
補
正
、
模
写
と
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
え
て
よ
か
っ

た
で
す
。

●
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
復
元
及
び
資
料
性
と
芸
術
性
ど
ち

ら
を
優
先
す
べ
き
か
の
大
変
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
。

●
ラ
ダ
ッ
ク
が
大
好
き
な
の
で
す
が
、
今
ま
で
と
は
違

う
角
度
か
ら
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個

人
的
に
は
、
模
写
の
お
話
の
中
の
色
彩
の
復
元
の
部
分

が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

●
ア
ー
カ
イ
ブ
／
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
作
る
側
か

ら
の
報
告
と
、
活
用
・
可
能
性
の
報
告
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
、
両
方
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

●
も
っ
と
井
上
さ
ん
の
写
真
を
解
説
等
し
て
欲
し
か
っ

た
。

●
色
ん
な
分
野
の
方
々
が
熱
心
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
、

未
来
に
繋
が
る
研
究
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で

す
。

●
各
方
面
か
ら
の
視
点
の
発
表
で
大
層
有
益
で
し
た
。

「
一
見
は
百
聞
に
し
か
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
一
画
像
は
百（
以
上
）の
文
字
に
し
う
る
も
の
を

含
ん
で
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

は
、
い
く
つ
の
言
葉
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
か
で
利

用
が
決
ま
る
困
難
な
問
題
を
含
む
と
思
い
ま
す
。
今

回
井
上
さ
ん
の
写
真
家
の
作
品
で
「
美
術
」「
芸
術
」

の
観
点
か
ら
様
々
な
こ
と
が
引
き
出
さ
れ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
模
写
、
書
き
起
こ
し
も
製
作
者
の
「
作
品
」

と
な
り
、
現
作
品
が
失
わ
れ
る
と
そ
れ
が
「
真
正
」
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

●
海
外
の
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
写
真
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
計
る
た
め
に
来
場
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
作

業
、
段
取
り
が
必
要
な
の
か
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た

の
で
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

●
民
博
の
D
i
P
L
A
S
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
参
加

し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
の
流
れ
や
問
題
と
な
る

と
こ
ろ（
関
門
）を
具
体
的
に
説
明
し
て
下
さ
り
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
井
上
隆
雄
氏
の
写
真
を
活
用
し
て

い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
、
関
わ
っ
て
い
る
専
門
家

の
皆
さ
ん
で
共
有
で
き
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
現
地
へ
の
還
元
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
重
要
な
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
日
本
の
多
く
の
博
物
館
は
20
世
紀
後
半
か
ら
21
世
紀

初
頭
に
創
設
さ
れ
、
現
在
そ
の
創
設
第
一
世
代
か
ら
次

の
世
代
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
有
形
無
形
の
情
報
を
ど
う
継

承
す
る
の
か
は
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
「
作
業
」の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
単
な
る
デ
ー
タ
継
承
の

た
め
の
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

や
そ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
化
に
、
デ
ー
タ
に
第
二
の
生
を
与

え
る
と
い
う
部
分
が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

●
フ
ィ
ル
ム
時
代
に
残
さ
れ
た
資
料
は
コ
ス
ト
の
面
か

ら
も
貴
重
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
年
劣
化
が
避
け
ら
れ

な
い
も
の
で
す
。
様
々
な
難
問
を
丁
寧
に
ク
リ
ア
し
な

が
ら
、
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
の
利
便
性
の
高
い
ラ

イ
ブ
ラ
リ
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
皆
様
の

熱
意
に
敬
服
い
た
し
ま
し
た
。

●
写
真
か
ら
3
D
モ
デ
ル
を
作
る
、
写
真
測
量

（
S
E
M
、
M
V
S
な
ど
）
の
技
術
が
進
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
モ
デ
ル
を
作
る
に
は
枚
数
が
必
要
と
存
じ
ま

す
し
、
フ
ィ
ル
ム
か
ら
起
こ
す
の
は
難
し
い
と
も
思
う

の
で
す
が
、
技
術
が
開
発
さ
れ
た
ら
、
壁
画
の
立
体
的

な
情
報
も
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●
皆
様
が
多
量
な
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
行
っ
て
い

講
演
内
容
に
つ
い
て

１る
様
子
を
拝
見
し
、
改
め
て
現
場
で
書
き
と
め
る
情
報

の
必
要
性
を
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

●
井
上
氏
が
撮
影
し
た
当
時
に
比
べ
て
遺
跡
の
劣
化
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
実
態
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
そ

れ
は
専
門
家
に
と
っ
て
は
ご
く
当
然
の
こ
と
な
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
一
般
人
の
自
分
と
し
て
は
衝
撃
を
受
け

た
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も
重
要
だ
が
現
場
の
保
存

も
当
然
重
要
な
の
だ
と
思
っ
た
。

●
資
料
の
点
数
が
多
い
な
か
、
高
い
精
度
で
デ
ー
タ
化

し
て
い
く
に
は
地
道
な
作
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

●
本
当
に
明
瞭
な
写
真
が
多
く
、
歴
史
資
料
と
し
て
の

重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ア
ン

コ
ー
ル
期
の
美
術
史
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
が
、
調
査

時
に
撮
影
す
る
際
、
一
枚
一
枚
を
よ
り
一
層
丁
寧
に
撮

影
す
る
よ
う
心
掛
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●
発
表
者
の
ラ
ダ
ッ
ク
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
壁
画
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
井
上
さ

ん
の
一
つ
一
つ
の
写
真
の
思
い
を
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
井
上
さ
ん
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
あ
る
か
ら
で
す

ね
。
私
も
ラ
ダ
ッ
ク
で
写
真
を
撮
る
の
で
す
が
、
写

真
の
一
枚
一
枚
に
物
語
と
自
分
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

1
9
7
5
年
に
ラ
ダ
ッ
ク
へ
た
く
さ
ん
の
フ
ィ
ル
ム
を

持
っ
て
行
き
、
撮
影
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
と
、

感
慨
深
く
思
い
ま
す
。
現
在
、
そ
れ
ら
を
紐
解
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、
写
真
家
冥
利
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
収
穫
の
一
つ
に
、
井
上

隆
雄
写
真
が
、
写
真
家
の
意
思
を
持
っ
た
芸
術
性
の
深

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、
プ

ロ
の
写
真
家
の
方
々
が
ど
う
み
る
か
、
な
ど
の
美
学
的

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
あ
る
と
、
す
て
き
で
す
ね
。

●
井
上
隆
雄
先
生
に
は
生
前
二
度
お
会
い
し
、
仏
教
壁

画
の
写
真
の
撮
影
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
先
生
の
写
真
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て

い
る
の
を
知
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
他
方
で
、
私
の

よ
う
な
所
属
を
持
た
な
い
独
立
研
究
者
も
資
料
と
し
て

今
後
写
真
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。
今
の
写
真
で
は
腐
食
な
ど
で
見
え
な
い
部
分
も
多

く
、
井
上
先
生
の
写
真
は
貴
重
で
す
。

●
模
写
作
品
の
展
示
や
、
ス
ラ
イ
ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

す
る
装
置
な
ど
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
会
場

に
伺
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
お
話
を
聞
く
だ

け
で
は
な
く
、
モ
ノ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
満
足

度
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
展
示
も
興
味
深
く
、
展
示
会
と
し
て
、
も
っ
と
日
時

を
取
る
こ
と
も
可
能
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

●
模
写
の
実
物
や
井
上
氏
の
ノ
ー
ト
を
拝
見
で
き
た
の

は
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
拡
大
し
て
も
精
彩
な
画
像

だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
撮
影
）
の
様
子
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
で
す
。

●
実
物
展
示
な
ど
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
臨

場
感
が
あ
っ
た
。

●
井
上
さ
ん
の
写
真
資
料
の
フ
ァ
イ
ル
を
見
る
中
で
井

上
さ
ん
の
視
点
と
言
え
る
よ
う
な
、
他
者
の
視
点
を
経

験
し
て
い
る
感
じ
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。歴
史
資
料
や
、

模
写
資
料
と
し
て
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
る
展
示
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

●
井
上
氏
の
撮
影
取
材
ノ
ー
ト
の
展
示
か
ら
、
本
人
の

息
遣
い
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

●
模
写
と
い
う
の
が
作
品
制
作
で
あ
る
と
同
時
に
例
え

ば
演
奏
や
武
術
の
よ
う
な
、
体
感
を
通
し
た
継
承
と
再

生
の
作
業
で
も
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。

●
研
究
者
対
象
の
み
で
な
く
、
一
般
市
民
対
象
に
こ
の

よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
は
意
義

深
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
研
究
対
象
と
な
っ
た
画
像
な
ど
は
研
究
者
の
領
域
だ

け
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
広
く
一
般
市
民
に
も
公

開
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
将
来
一
般
公
開
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
中
で
、専
門
外
の
方
が
色
、形
な
ど
の
ワ
ー

ド
か
ら
資
料
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
は
ど
う
か

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
研
究
者
視
線
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
方
々
に
も
公

開
し
た
い
と
い
う
公
開
範
囲
の
広
さ
に
も
言
及
さ
れ
、

と
て
も
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。と
も
す
る
と
、
研
究
者

の
中
だ
け
で
の
モ
ノ
に
な
り
が
ち
で
す
が
、一
般
の
方
々

が
目
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
人
類
の
文
化
へ
の

理
解
が
深
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

●
当
日
参
加
O
K
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
開
設
し
て
く

だ
さ
り
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

井
上
隆
雄
の
写
真
に
つ
い
て

３

展
示
内
容
に
つ
い
て

４

一
般
公
開
に
つ
い
て

５

運
営
面
に
つ
い
て

６
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おわりに

井上隆雄に関して

【1】　出版　※執筆者名の記載がない場合の第一著者は井上隆雄。

『パガンの仏教壁画』大野徹 /講談社 (1978年10月)
『チベット密教壁画』長尾雅人,松永有慶,頼富本宏,P.N.チョプラ

                                 /駸々堂出版 (1978年11月)
『描き歌い伝えて 京都芸大 今熊野・岡崎学舎』

                                 京都市立芸術大学記録写真集 (1980年5月)
『世界の聖域 10  ビルマの仏塔』大野徹 /講談社 (1980年9月)
『Peinture Bouddhique du Ladakh』　Artou社,スイス (1981年12月)
『Buddhist Wall-Painting of Ladakh』　Olizane社,スイス(1982年1月)
『日本の深層 縄文・蝦夷文化を探る』　梅原猛 /佼成出版 (1983年11月)
『現代の茶会』新潮社 (1984年7月)
『みちのく風土記』佼成出版社 (1984年11月)
『土に咲く 美のメッセージ、障害者施設から。』木村重信,堀内正和
                                                              / ミネルヴァ書房 (1985年5月)

『色と糸と織と』志村ふくみ /岩波書店 (1986年3月)
『西国三十三ヵ所巡礼』田中智彦 / 新潮社 (1988年3月)
『利休のメッセージ』千宗室 /講談社 (1989年)
『魯山人の世界』梶川芳友,吉田耕三,林屋晴三,小木太法

                          /新潮社 (1989年1月)
『みどりの一盌から 利休の知恵』千宗室 /講談社 (1989年3月)
『西明寺・金剛輪寺』浜島正士,白洲正子 /新潮社 (1992年7月)
『高桐院 京の古寺から 13』松長剛山 /淡交社 (1995年11月)
『寂庵 京の古寺から 別巻』瀬戸内寂聴 /淡交社 (1996年1月)
『北大路魯山人』何必館 (1997年)
『地霊鎮魂 京都発見 1』梅原猛 /新潮社 (1997年1月)
『壬生狂言の魅力 梅原猛の京都遍歴』梅原猛,西川照子

                                                           /新潮社 (1997年3月)
『井上隆雄光画帖 亰 逍遥』淡交社 (1997年9月)
『路地遊行 京都発見 2』梅原猛 /新潮社 (1998年2月)
『金地院 京の古寺から 30』佐々木玄龍 /淡交社 (1998年10月)
『色を奏でる』志村ふくみ /筑摩書房 (1998年12月)
『壬生狂言』壬生寺編 / 淡交社 (2000年3月)
『花もごちそう 京都・美山荘』中東和子,片柳草生

                                              /文化出版局 (2001 年4月)
『洛北の夢 京都発見 3』梅原猛 /新潮社 (2001年5月)
『茶の心』千宗室 , 納屋宗淡 /淡交社 (2001年10月)
『丹後の鬼・カモの神 京都発見 4』梅原猛 /新潮社 (2002年8月)
『法然と障壁画 京都発見 5』梅原猛 /新潮社 (2003年3月)
『一盌からピースフルネスを』千宗室 /淡交社 (2003年6月)

『「ものがたり」の面影 京都発見 6』梅原猛 / 新潮社 (2003年 11月)
『空海と真言密教 京都発見 7』梅原猛 /新潮社 (2004年5月)
『禅と室町文化 京都発見 8』梅原猛 /新潮社 (2004年11月)
『天然色光画帖 すすき』自然館 (2006年11月)
『比叡山と本願寺 京都発見 9』梅原猛 /新潮社 (2007年4月)
『写真紀行 おのずから しからしむ 
 人間・親鸞のいのちとこころ、その生涯に歩く』

東本願寺出版部　(2008年8月)
『井上隆雄光画帖  群生海「雪の景」』自然館 (2009年3月)
『和菓子の意匠 京だ より』井上由理子

                                         /京都新聞出版センター (2010 年12月)
『光りのくにへ 親鸞聖人の足跡を訪ねて』淡交社 (2011年3月)
『「ある事実 」自然と人間との接点から 井上隆雄 写真随想帖』
                                                                            自然館　(2012年1月)

『すすきの気色  美しき無常 井上隆雄光画帖』自然館 (2013年10月)
『賀茂御祖神社（下鴨神社）「糺の森」の四季 光と游ぶ』
                                               賀茂御祖神社（下鴨神社）(2015年4月)
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井上隆雄に関して

【2】　展覧会一覧　※井上隆雄本人の記録を元に作成しました。会場が特定できなかったものもあります。

1974年 個展　ギャラリー 16（京都）
1977年 「インド・ビルマ・チベット壁画写真展」
                 主催 / 朝日新聞社　大丸（京都）
1980年 「京都市立芸術大学記録写真展」
                 主催 / 京都市立芸術大学　大丸（京都）
1981年 個展「茶会」ギャラリーなかむら（京都）
1982年 グループ展「もう一つの眼」京都市美術館
1984年 個展　ギャラリー大建（大阪）
1984年 個展「SECONDS」ギャラリー CASA（京都）
1985年 個展「井上隆雄写真展」ギャラリー MARONIE（京都）
1985年 個展「肖像」ギャラリー三条（京都）
1986年 個展「旅の石」ギャラリー京都書院 Version（京都）
1987年 個展「位相」ギャラリー岡崎（京都）
1990年 「京都現代写真作家展」
                 主催 / 京都府　京都府立文化芸術会館
1991年 個展「禅 -Meditation」
                 CAST IRON GALLERY（ニューヨーク）
1992年 「京都現代写真作家展」
                 主催 / 京都府　京都府立文化芸術会館
1997年 写真「亰 逍遥」のオリジナルプリント作品（600点）
                 をホテルグランヴィア京都（539室）に展示
2000年 個展「壬生狂言」ギャラリー三条、壬生寺
2001年 京都美術文化賞受賞作家展　京都文化博物館
2001年 「梅原猛と 33人のアーティスト展」
                 高島屋（京都、東京、大阪）
2002年 3人展「山に野に」
 個展「かもしれぬ」アートライフみつはし
 個展「幻視 森へ」ギャラリー三条
2004年 個展「雲があり、私がいた。」ギャラリー恵風
2006年 個展「すすき」展
2008年 8人展「儚さと光と香り」展
 個展「おのずから しからしむ」
2009年 個展「群生海」
2011年 個展「光のくにへ」
 「京都現代写真作家展」
                 主催 / 京都府　京都府立文化芸術会館
 「新春チャリティ展」アートスペース東山
2012年 京都市芸・東日本大震災支援 チャリティーオークション
 第 30 回記念京都新聞チャリティー美術作品展

 写真公募展「鴨長明『方丈記』の世界」 
2013年 井上隆雄・牧野和馬「見えない何か」ヴォイスギャラリー
 第 31 回記念京都新聞チャリティー美術作品展
 出版記念展「美しき無常」ギャラリーヒルゲート

1966年 日本屋外広告デザイン賞（銀賞）
1967年 大阪屋外広告デザイン賞（最優秀賞）
1984年 京都市芸術新人賞
1990年 京都現代写真作家展（優秀賞）
1992年 京都現代写真作家展（優秀賞）
1999年 京都写真芸術家協会展（知事賞）
2000年 日本写真学会賞（東陽賞）
 京都美術文化賞受賞
2002年 京都府文化賞（功労賞）
2004年 京都市文化功労者
2005年 茶道文化振興賞
2006年 大津市文化賞
2011年 滋賀県文化賞
2013年 京都新聞大賞文化学術賞

日本写真家協会
日本写真芸術学会
日本写真学会
日本ペンクラブ
民族芸術学会

1983年 - 1991年 京都工芸繊維大学 / 意匠工芸学部 講師（写真技法）
1985年 - 1986年 京都市立芸術大学 / 構想設計 講師（写真表現）
1988年 - 1993年 京都精華大学 / 版画・洋画 講師（写真）
2002年 - 2006年頃迄  AMS 写真館主催「感性塾」（撮影会・展示・講演）

アーカイブ活動に関して

京都市立芸術大学芸術資源研究センターウェブサイト
　・美術関連資料のアーカイブ構築と活用　
       https://www.kcua.ac.jp/arc/research/project-8/　（2017年度 -2022年度活動報告掲載）
　・井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブの実践研究　
       https://www.kcua.ac.jp/arc/research/project-8/2-2/
　・資料展「井上隆雄「インド・ラダック仏教壁画」資料展
       —井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブの実践研究—  蘇る天空の密教図像」
       https://www.kcua.ac.jp/arc/wp/inoue/index.html

人間文化研究機構　共創先導プロジェクト（共創促進研究）「学術知デジタルライブラリの構築」国立民族学博物館拠点（X-DiPLAS）
　   https://www.r.minpaku.ac.jp/x-diplas/index.html

井上隆雄「ラダック・ビルマ仏教壁画」写真コレクション
　　https://diplas.minpaku.ac.jp/collection/mdl2021b01/

・公益財団法人 DNP 文化振興財団
　「井上隆雄写真資料のアーカイブ構築に基づいたラダック仏教壁画のグラフィック的観点からの表現技法研究」（2018年 11月〜 2021年 12月）
　　山下晃平・加須屋誠・正垣雅子
・京都市立芸術大学特別研究助成 2021-003 / 2022-002 / 2023-009
　「井上隆雄撮影の仏教壁画のアーカイブ実践による仏教美術研究ネットワークの構築」 （2021年度〜 2023年度）
　　2021年　正垣雅子・山下晃平・加須屋誠・末森薫・寺井淳一・菊谷竜太・丸川雄三・
                       檜山智美（当時: 京都大学白眉センター 現職: 国際仏教学大学院大学）・岡田真輝
　　2022年　正垣雅子・畑中英二・翟建群・菊谷竜太・末森薫・石山俊・寺井淳一・加須屋誠・山下晃平・岡田真輝
　　2023年　正垣雅子・畑中英二・翟建群・菊谷竜太・末森薫・丸川雄三・石山俊・寺井淳一・加須屋誠・山下晃平・岡田真輝
・平和中島財団 アジア地域重点学術研究助成
　「井上隆雄撮影のラダックおよびバガンの仏教壁画に関する表現研究と芸術実践」（2022 年度 )
　　正垣雅子・翟建群・末森薫・菊谷竜太・寺井淳一・苗彤（上海大学美術学院）
・科研費 ( 基盤 B)  23H00592  
　「11-13 世紀建立の仏教壁画の再現模写に基づく寺院空間構想の複合的検証」（2023 年度〜 2025 年度）
　　正垣雅子・翟建群・末森薫・菊谷竜太・寺井淳一・張詩雋（北京大学）

・新学術領域研究（研究領域提案型）『学術研究支援基盤形成』研究基盤リソース支援プログラム
　「地域研究に関する学術写真・動画資料情報の統合と高度化」（課題番号 16H06281、中核機関：国立民族学博物館）（2021年度 )
・人間文化研究機構共創先導プロジェクト（共創促進研究）
　「学術知デジタルライブラリの構築」国立民族学博物館拠点（略称 X-DiPLAS）（2022年度〜 )

【3】　受賞

【4】　所属

【5】　教育活動

【1】　Web サイト

【2】　研究助成・支援
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アーカイブ活動に関して

 【3-2】　活動報告
2018年 12月 1日　　　日本写真芸術学会関西支部第 2 回シンポジウム　
　　　　　　　　　 　 「写真のアーカイブについて２」　山下晃平
2022年 10月 30日　　  人間文化研究機構広領域連携型基幹研究プロジェクト
　　　　　　　　         「写真家・井上隆雄の仏教壁画写真のアーカイブ実践および芸術資源としての活用」　正垣雅子
2022年 12月 2日　　　DNP 文化振興財団　グラフィック文化に関する学術研究助成成果報告会
　　　　　　　　　　  「共同研究による創造的アーカイブの形成　―井上隆雄写真資料のアーカイブ構築に基づいた
　　　　　　　　　　  ラダック仏教壁画のグラフィック的観点からの表現技法研究」山下晃平
2023年 3月 31日　　　京都市立芸術大学研究紀要 vol.67　「インド・ラダック地方ヌブラ渓谷で近年確認された仏教壁画の調査報告」
　　　　　　　　　　 正垣雅子・末森薫・寺井淳一
2023年10月11日　　  楽平家オンラインサロン　「写真が伝える仏教壁画　井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブの実践研究から」
　　　　　　　　　　 正垣雅子
2024年 1月 25日　　　第 28 回関西大学先端科学技術シンポジウム　「井上隆雄写真資料アーカイブ活動における実践と課題」　岡田真輝

 【3-3】　展示・シンポジウム
2018年 2月 7日 -  11日　　 京都芸大「今熊野・岡崎学舎井上隆雄写真展」　（元祟仁小学校）
2019年 1月 8・10・11日　  井上隆雄「インド・ラダック仏教壁画」写真資料展 ー井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブ実践研究ー
　　　　　　　　　　　　　 （元祟仁小学校南館 2 階）
2021年 3月 23日 - 28日　　 蘇る天空のラダック密教図像　
                                               井上隆雄「インド・ラダック仏教壁画」資料展 ー井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブの実践研究ー　
　　　　　　　　　　　　　 （京都市立芸術大学小ギャラリー）
2023年３月12日　　　　　 シンポジウム「写真家 井上隆雄の視座を継ぐ ー仏教壁画デジタルライブラリと芸術実践ー」　
　　　　　　　　　　　　　 （国立民族学博物館）

アーカイブ活動の広報と資料展のチラシ

2019年　文化財保存修復学会第41回大会　「インド・ラダック地方アルチチョスコル寺三層堂壁画 “般若波羅蜜仏母” の表現について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ー井上隆雄写真資料のアーカイブ実践研究の活用の可能性ー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⚪︎正垣雅子・山下晃平・加須屋明子・加須屋誠
2020年　文化財保存修復学会第42回大会　「アーカイブ構築における創造的思考とアルチ寺仏教壁画の視覚表現研究
                                                                　ー井上隆雄写真資料に基づいたアーカイブの実践研究ー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⚪︎正垣雅子・山下晃平・加須屋明子・加須屋誠・岡田真輝
2021年　文化財保存修復学会第43回大会　「井上隆雄写真資料のアーカイブ実践研究の展開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ーインド・ラダック地方アルチチョスコル寺三層堂「般若波羅蜜仏母」壁画表現の再現ー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⚪︎正垣雅子・山下晃平・加須屋明子・加須屋誠・岡田真輝
2023年　文化財保存修復学会第45回大会　「インド・ラダック地方で発見されたエンサ・ゴンパ仏教壁画の模写
                                                                 　ー現地調査に基づく実践的研究ー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⚪︎正垣雅子・末森薫・寺井淳一・スカルマ ギュルメット
                                                          　　  「実践的模写に資するインド・ラダック仏教寺院壁画のドキュメンテーション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⚪︎末森薫・正垣雅子・寺井淳一・安室喜弘・スカルマ ギュルメット

 【3-1】　学会発表
【3】　研究発表および活動報告
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新聞掲載

井上隆雄写真資料アーカイブに関する活動に際して、多大な協力を頂きました下記の皆様をはじめ、
ご支援くださった関係各位に謹んで感謝申し上げます。（敬称略）

謝辞

Anupa Pande
Cristophe Munier-Gaillard
Dupuy 操
Quentin Devers
Skarma Gurmet

阿部慧
荒瀬史代
安藤美恵子
安藤梨香
飯田卓
池上真紀
池田一人
石原友明
稲庭篤
今村宏之
今村遼佑
入澤聖明
岩村拓也
上田祥悟
江﨑洋子
岡崎藍
岡田祐子
岡本栞
億栄美
奥村泰之
大森千瑞
加須屋明子
金坂清則
金島隆弘
金田智之
川口拓也

桐月沙樹
國政聡志
工藤さくら
久保友里奈
小林直明
小牧徳満
小山田徹
佐々木愛
四條桐貴子
佐藤知久
島貫直子
清水麻衣
杉田征彦
高科真紀
竹中久美子
竹中月穂
田口葉子
高畑理乃
田川莉那
辰巳明久
田中文乃
田原大地
ダバラガン
田村克己
張詩雋
辻喜代治

坪口雛鞠
中井雅子
長岡弘樹
中臣烈
新見百代
西尾友希
西田千秋
林宏枝
肥後時尚
檜山智美
ひろいのぶこ
兵頭千夏
藤澤恵
前川佳文
牧野和馬
増田大輔
松尾芳樹
宮本道夫
苗彤
向井香枝
村井ひろみ
森咲花
森井悠太
森野彰人
森山さくら
安室喜弘

山上祐司
山﨑美保
吉田卓爾
吉本忍
劉丹

井上静子
山根あずさ
故・大野徹

赤松玉女
𠮷田憲司

京都市立芸術大学
国立民族学博物館
高野山大学
元京都市立淳風小学校　

2023年3月28日 京都新聞  朝刊掲載　

2023年3月3日  京都新聞　朝刊掲載　
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で
、
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新
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症
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だ
色
濃
い
2
0
2
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月
、

正
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京
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平
さ

ん
か
ら
こ
れ
ま
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
今
後
に
対
す
る
抱
負
や
課
題
を
知
る
中
で
、
民
博
が
科
学

研
究
費
補
助
金
の
助
成
を
受
け
て
進
め
て
い
た
地
域
画
像
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
（
D
i
P
L
A
S
）の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
申
請
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
ま
し
た
。
こ
の
発
想
に
思
い
い
た
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
私
自
身
を
誇
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
D
i
P
L
A
S
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
た
の
ち
、
井
上
隆
雄

さ
ん
の
写
真
に
関
わ
る
人
の
輪
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
広
が
り
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
ピ
ッ
チ
に
活
性
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
を
媒
体
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
肌
で
感

じ
ら
れ
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
経
験
で
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
し
た
。
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い

な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
協
働
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
面
識
は
な
い
け
れ
ど
も
身
近
に
感
じ
る
井
上
隆
雄
さ

ん
へ
の
感
謝
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
も
人
を
魅
了
し
て
き
た
井
上
隆
雄
さ
ん
の
写
真
は
、
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
公
開
と
と
も
に
新
た
な
旅
に
で
ま
す
。
井
上
隆
雄
さ
ん

の
視
座
を
通
し
て
、
あ
る
人
は
ラ
ダ
ッ
ク
や
バ
ガ
ン
の
壁
画
へ
の
理
解
を

深
め
、
ま
た
あ
る
人
は
昔
と
今
を
比
較
し
て
研
究
や
保
全
活
動
に
役
立
て

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
写
真
の
中
に
望
郷
を
覚
え
、
心
震
え
る
体
験
を

す
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
情
報
や
履
歴
、
体
験
が
付
加
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
可
能
性
は
無
限
大
に
広

が
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
湧
い
て
き
ま
す
。
井
上
隆

雄
さ
ん
の
視
座
が
継
が
れ
る
こ
と
で
新
た
な
視
座
が
う
ま
れ
、
そ
の
視
座

を
通
し
て
井
上
隆
雄
さ
ん
の
視
座
が
発
展
し
て
い
く
、
そ
ん
な
未
来
像
を

期
待
し
ま
す
。　

　
最
後
に
、
井
上
隆
雄
さ
ん
の
お
写
真
の
公
開
・
活
用
に
際
し
て
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
ご
遺
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
最
大
限
の
御
礼
を

申
し
据
え
、
本
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
結
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
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